
36 37

KUBOTA REPORT 2021 KUBOTA REPORT 2021

GOVERNANCESOCIETYENVIRONMENTHIGHLIGHT 2021 GOVERNANCESOCIETYENVIRONMENTHIGHLIGHT 2021

環境宣言／環境基本行動指針

ΫϘλάϧʔϓ環境એݴ

 ΫϘλάϧʔϓは、஍نٿ໛Ͱ࣋ଓతͳൃల͕Մೳͳࣾձの࣮ݱをΊ͟しま͢。

 ΫϘλάϧʔϓは、環境ʹ഑ྀした੡඼ɾٕज़ɾαʔϏεɾ企業׆ಈを௨͡て、஍ٿ環境ɾ஍Ҭ環境の保全ʹݙߩしま͢。

ΫϘλάϧʔϓ環境جຊߦಈࢦ਑

1. すべての企業活動における環境保全への取り組み
ʢ1ʣ ࢲたちは、੡඼։ൃɾੜ࢈ɾൢചɾ෺ྲྀɾαʔϏεͳͲ、企業׆ಈの͢΂てのஈ֊Ͱ環境保全をਪ進しま͢。

ʢ2ʣ ࢲたちは、औҾ先ʹରして΋、環境保全׆ಈ΁のཧղとྗڠをٻΊま͢。

2.  地球環境保全への取り組み
ʢ1ʣ ࢲたちは、ީؾมಈ΁のରԠ、॥環ࣾܕձのܗ੒、ਫݯࢿの保全、Խֶ෺࣭の؅ཧをਪ進͢Δ͜とʹΑΓ、஍ٿ環境保全ʹݙߩしま͢。

ʢ2ʣ ࢲたちは、環境໰୊のղܾʹ͢ࢿΔ੡඼ɾٕज़ɾαʔϏεを、ࣾ ձʹఏ͢ڙΔ͜とʹΑΓ、஍ٿ環境保全ʹݙߩしま͢。

ʢ3ʣ ࢲたちは、ࣗ વ環境΍ੜ෺ଟ༷ੑʹ഑ྀした企業׆ಈʹ౒Ίま͢。

3.  地域社会との共生を図る環境保全への取り組み
ʢ1ʣ ࢲたちは、環境ϦεΫの௿ݮʹ౒Ί、環境Ԛછのະવ๷ࢭͳͲ஍Ҭ環境の保全ʹ഑ྀした企業׆ಈをਪ進しま͢。

ʢ2ʣ ࢲたちは、஍Ҭの環境ඒԽɾ環境׆ൃܒಈʹੵۃతʹࢀըしま͢。

4.  自主的、計画的な環境保全への取り組み
ʢ1ʣ ࢲたちは、環境ϚωδϝϯτγεςϜをಋೖし、ࣗ ओతɾ۩ମతͳ໨ඪとߦಈܭըをఆΊて、೔ৗの業຿をਪ進しま͢。

ʢ2ʣ ࢲたちは、環境ʹؔ͢Δൃܒɾڭҭ׆ಈをਪ進し、環境ҙࣝの্޲ʹ౒Ίま͢。

ʢ3ʣ ࢲたちは、εςʔΫϗϧμʔʹରして、ੵ 。తʹ環境৘ใをൃ৴しま͢ۃ

ʢ4ʣ ࢲたちは、環境ίϛϡχέʔγϣϯを௨͡てεςʔΫϗϧμʔのҙݟを෯͘޿ऩूし、環境保全׆ಈʹ൓өしま͢。

環境経営の基本方針
　私たちは様々な環境問題に直面しています。地域固有のものから地球規模に至るものまで数多くの環境問題が存在し、それ
らが複雑に絡み合い深刻化する中で、社会の持続可能性が世界共通の課題となっており、企業が果たすべき役割は年々高まっ
ています。
　クボタグループは創業当時から、社会課題の解決を使命として事業を発展させてきました。今までも、そして、これからも 

「For Earth, For Life」の実現に向けて、環境経営の取り組みを通じて持続可能な社会の実現に貢献していきます。

 環境報告 
〈当該項目に関連するSDGs〉
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環境保全統括者メッセージ

ɹީؾมಈ΍ݯࢿফඅ֦େをݒ೦し、ੈ քͰは୤୸ૉ΍॥環ࡁܦをՄೳと͢Δࣾձߏஙʹ͚޲た

ಈ͖͕Ճ଎して͍ま͢。͜ のΑ͏ͳ৘੎のத、ੈ քの༷ʑͳ஍Ҭ๊͕͑Δࣾձ՝୊のղ ʢܾSDGs

ୡ੒΁のݙߩʣʹ 。ӦʹෆՄܽͰ͋Δとೝࣝして͍ま͢ܦӦのਪ進は、企業ܦたESG͚޲

ɹ͜の౓、ΫϘλάϧʔϓͰはESGを企業ܦӦのபとしてҐஔ෇͚、環境໘ʹお͚Δ௕ظϏδϣ

ϯとしてʮ環境Ϗδϣϯʯをࡦఆしました。ಉϏδϣϯͰはh 環境ෛՙθϩʹ௅ઓしͳ͕Β、ʮ৯ྉɾ

ਫɾ環境ʯ෼໺ͰΧʔϘϯχϡʔτϥϧͰϨδϦΤϯτͳࣾձの࣮ݙߩʹݱしま͢ をɦ͛ܝて͍ま

͢。͜ Εは2050೥ʹ͚޲て環境໘͔ΒΫϘλάϧʔϓのํੑ޲をࣔした΋のͰ͢。また、৽たʹ

2021೥͔Β2025೥を׆ಈؒظと͢Δʮ環境保全தظ໨ඪ2025ʯをࡦఆしました。

ɹ౰ࣾͰは、ΫϘλੜํ࢈ ʢࣜKPSʣを࣠ج ʮʹMade by KubotaʯのϞϊͮ͘Γʹお͚Δମ࣭ڧԽ

΍ੜ্޲ੑ࢈をάϩʔόϧʹਪ進して͍ま͢。環境保全׆ಈʹお͍てはKPSの͍ͮجʹ͑ߟた

పఈతͳݯࢿのϜμɾϩεのݮ࡟΍、環境ϦεΫ؅ཧのڧԽを進Ίて͍ま͢。また、੡඼ʹお͍て

は、ΤίϓϩμΫπʹՃ͑、࡞業೩අのվળ΍ੈ࣍୅ಈྗݯのݕ౼ͳͲ、୤୸ૉࣾձ΁のҠߦを;

ま͑た、環境഑ྀ੡඼ɾαʔϏεの֦ॆを͞Βʹ進Ίてま͍Γま͢。

ɹ͜ΕΒのऔΓ૊ΈをάϩʔόϧͰண࣮ʹਪ進͢Δ͜とʹΑΓ、環境Ϗδϣϯの࣮ݱをΊ͟して

͍͖ま͢。

環境経営のアプローチ

環境経営のコンセプト

ɹΫϘλάϧʔϓは、ϒϥϯυεςʔτϝϯτͰ͋ΔʮFor Earth, For Lifeʯ

を環境ܦӦのίϯηϓτとして͍ま͢。͜ Εは、ඒし͍஍ٿ環境をकΓͳ͕

Β、ਓʑの๛͔ͳ฻Βしを͑ࢧଓ͚て͍͘たΊʹ、環境ʹ഑ྀした੡඼ɾٕ

ज़ɾαʔϏεɾ企業׆ಈを௨͡て、ࣄ業੒௕と環境保全΁のݙߩをཱ྆し、

ࣾձとのܧଓతͳ૬৐ൃలをΊ͟͢͜とをࣔして͍ま͢。

ɹ環境ܦӦのऔΓ૊Έʹお͍て、ʮީؾมಈ΁のରԠʯʮ॥環ࣾܕձのܗ੒ʯ

ʮਫݯࢿの保全ʯʮԽֶ෺࣭の؅ཧʯʮੜ෺ଟ༷ੑの保全ʯの5ͭをʮ環境保

全のجຊ߲໨ʯとしてఆΊて͍ま͢。৯ྉɾਫɾੜ׆環境の෼໺ʹお͚Δ

ࣾձ՝୊のղܾʹد༩͢Δ੡඼ɾٕज़ɾαʔϏεのఏڙと、企業׆ಈʹお

͚Δ環境ෛՙのݮ࡟おΑͼ環境ϦεΫの௿ݮを௨͡て、ࣾ ձのൃలと஍ٿ

環境保全ʹݙߩして͍͖ま͢。

ΫϘλ ࣥߦ໾һ
ੜٕ࢈ज़ຊ෦௕ʢ環境保全౷ׅऀʣ

Ұߞ ຊࢁ

人々の豊かなくらしを支える 美しい地球環境を守る

環境に配慮した
製品・技術・サービス・企業活動

社会とクボタグループの
継続的な相乗発展

・豊かで安定的な
食料の生産
・安心な水の
供給と再生
・快適な生活環境の
創造と保全

・気候変動への対応
・循環型社会の形成
・水資源の保全
・化学物質の管理
・生物多様性の保全

・農業の効率化や多様なニーズに対応する
・水インフラを整備する
・世界の社会基盤を整備する
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マテリアリティ

ɹΫϘλάϧʔϓの環境保全׆ಈʹ͍ͭて、ࣄ業ʹお͚Δॏཁ౓とεςʔΫϗϧμʔ͔Βのཁ੥΍ظ଴、ࣾ ձಈ޲をྀߟしてϚςϦΞϦςΟ

ʢॏཁ՝୊ʣをಛఆして͍ま͢。

ϚςϦΞϦςΟのಛఆϓϩηε

Step 1
情報収集・分析
国際的な枠組みや政策動向、外部評価の主要指標、クボタグループの事業分野でのグローバルトレンドなどについて、
情報収集と分析を行いました。

Step 2
マテリアリティの抽出
環境経営戦略会議での検討や社内関係部門へのヒアリング、ESG（環境・社会・ガバナンス）投資機関や社外有識者
との対話を通じて、環境保全における課題を抽出しました。

Step 3
マテリアリティの特定
抽出した課題をステークホルダーにとっての重要度とクボタグループにとっての重要度の両面から検討し、特定した
重要課題をマトリックス表にマッピングしました。

Step 4
重点施策の策定と実行
ステークホルダーとクボタグループの双方にとって重要度が高い課題に関する影響（リスクと機会）を抽出した上で、
重点施策を策定し、着実に推進していきます。

ϚςϦΞϦςΟ ϚτϦοΫε

ΫϘλάϧʔϓʹͱͬͯ のॏཁ౓

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て
の
重
要
度

環境ίϛϡχέʔγϣϯ

環境Ϛωδϝϯτ

Խֶ෺࣭の؅ཧ ॥環ܕ社会のܗ੒

ੜ෺ଟ༷ੑのอશ

水ݯࢿのอશ

มಈへのରԠީؾ

େখ

大

小

環境อશのجຊ߲໨

ϚςϦΞϦςΟʹର͢Δೝࣝ

気候変動への対応

気候変動に起因すると見られる異常気象などによる自然災害が頻発するなか、気候変動への対応は世界規模の課題となって
います。クボタグループは、グローバルに事業を展開する企業グループとして、事業のバリューチェーンにおける温室効果ガ
ス排出量の削減を進めていくことに加え、気候変動による影響を軽減するための適応策にも取り組んでいくことが重要である
と考えています。

水資源の保全

安全な飲み水へのアクセスは人々の重要な生活基盤です。しかし、世界では安全な飲み水にアクセスできない人々が数多くいま
す。クボタグループは、「水」を事業領域の一つとしており、水インフラの整備を通じて安心・安全な水の供給に、より一層貢献し
ていくことに加え、事業所での節水や排水リサイクル、水質関連リスク管理など、地域における水資源の保全に取り組んでいくこ
とが重要であると考えています。

循環型社会の形成

鉱物資源は現代社会で多用されていますが、地球に存在する量には限りがあります。また近年、廃棄物の増加や海洋プラス
チック汚染が世界的な問題となっています。クボタグループは、廃棄物処理事業や関連機器の提供などにより、人々の暮らし
や経済活動で発生するごみ関連の課題解決に取り組んでいくことに加え、事業のバリューチェーンにおいても、資源の有効活
用や廃棄物削減を進めていくことが重要であると考えています。

生物多様性の保全

農業において、生物は収穫対象の資源であり、生態系は生物資源を生み出す環境やほかの生物との相互関係を意味します。生物
多様性は豊かで安定的な食料生産に欠かせない要素です。クボタグループは、「食料」を事業領域の一つとしており、農業の効率
化や多様なニーズへの対応に加え、生物多様性の保全に貢献する製品・サービスを提供していくこと、また、生物多様性に配慮
した事業活動を行うことや事業所周辺の自然環境を保護することが重要であると考えています。

化学物質の管理

化学物質は、人々の暮らしに欠かせないものとなっています。一方で、化学物質は人体や生態系に多大な影響を与える可能性
があり、適切な使用・管理のために法規制が強化されています。クボタグループは、お客様や事業所周辺の方々、従業員、生態
系への影響を最小化するために、製品に含有する化学物質や事業所で取り扱う化学物質を適切に管理することが重要である
と考えています。

ENVIRONMENT ENVIRONMENT
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リスクと機会

ɹۚ༥҆ఆཧࣄձʢFSBʣ͕ ઃཱしたؔީؾ࿈ࡒ຿৘ใ։ࣔλεΫϑΥʔεʢTCFDʣは、2017೥6݄ʹ、企業ʹରしてީؾมಈのࡒ຿Өڹを೺

Ѳし։ࣔ͢Δ͜とをٻΊΔ࠷ऴใࠂॻをެදしました。

ɹΫϘλάϧʔϓͰは、TCFDͳͲ͕ެදをٻΊΔީؾมಈؔ࿈のϦεΫʢҠߦϦεΫ、෺ཧతϦεΫʣとػձを;ま͑、εςʔΫϗϧμʔおΑͼ

ΫϘλάϧʔϓʹとͬてॏཁ౓͕͍ߴと͑ߟΔϚςϦΞϦςΟʢ環境保全のجຊ߲໨ʣʹ ؔ͢ΔӨڹを、ϦεΫとػձのଆ໘Ͱܧଓతʹ೺Ѳ͢Δ

͜とʹͭとΊて͍ま͢。ͦ の্Ͱ、ϦεΫの௿ݮ΍ػձʹର͢ΔՁ஋૑଄ʹ͚޲たऔΓ૊Έを進Ίて͍ま͢。

想定されるシナリオ 当社への影響
発現時期 *

短期 中期 長期

気
候
変
動
へ
の
対
応

リ
ス
ク

・企業に対する省エネルギー対応や温室効果ガスの排出抑制に関する規制などの強化 規制対応コスト増

・ 脱炭素化に向けた動きが加速し、エネルギー構成の変化や再生可能エネルギーの利
用拡大などによるエネルギー価格高騰

製品開発・製造コスト増

・気候変動に起因する台風や豪雨など気象災害の頻発化・激甚化 自社やサプライヤーの操業への悪影響

・害虫増加や農作物の収量減少
・耕作適地の移動などによる農業形態の変化

販売機会の損失

・ 市場や顧客の気候変動への関心の高まりによる電動化への移行やエネルギー効率
の悪い製品の淘汰

製品開発コスト増
販売機会の損失

機
会

・省エネルギー・創エネルギーを可能とする製品・サービスなどの市場投入 販売機会の拡大

・事業所における高効率機器への更新など省エネルギー対策の加速 生産性の向上

・農業形態の変化に対する農業ソリューションニーズの拡大 気候変動適応ビジネスの拡大

循
環
型
社
会
の
形
成

リ
ス
ク

・廃プラスチックの輸出入や使用の規制拡大、廃棄物関連規制強化など 規制対応コスト増

・資源枯渇や資源価格の高騰 製造コスト増

・循環型経済への移行に向けた再生材の利用拡大 製品開発・製造コスト増

機
会

・リサイクル素材の利用など資源循環に配慮した製品の市場投入
・環境事業・廃棄物処理事業の展開による資源有効活用への貢献
・製品のメンテナンス性向上や使用済み製品のリサイクル推進

販売機会の拡大

・事業所における省資源対策の加速 資源効率の向上

水
資
源
の
保
全

リ
ス
ク

・排水基準の遵守不備など
・水関連規制強化など

罰金・操業停止
社会的信用の低下
規制対応コスト増

・水インフラの老朽化や産業用に利用可能な水の不足による水価格の高騰 製造コスト増

・気候変動に起因する水害や干ばつなどの気象災害の頻発化・激甚化
・水リスクの高い地域における水使用制限

自社やサプライヤーの操業への悪影響

・水資源の不足による農作物の収量減少
・耕作適地の移動などによる農業形態の変化

販売機会の損失

・水リスクの高い地域における製品・サービスニーズの変化 製品開発・製造コスト増

機
会

・ 安全安心な水を確保する水環境関連製品、規制強化に対応する廃水処理・再生処理
設備、ソリューションニーズの拡大

販売機会の拡大

・事業所における節水、排水再利用の拡大 生産性の向上

・水害や干ばつなどの気象災害に強い水インフラ設備のニーズ拡大 気候変動適応ビジネスの拡大

化
学
物
質
の
管
理

リ
ス
ク

・化学物質関連の環境基準などの遵守不備
・化学物質関連規制の強化など

罰金・操業停止
社会的信用の低下
規制対応コスト増

機
会

・排出ガス規制や有害物質使用規制に対応した製品の市場投入 販売機会の拡大

・事業所における有害懸念物質の使用削減 作業環境の改善

・事業所における塗料使用量削減や歩留まり改善 生産性の向上

生
物
多
様
性
の
保
全

リ
ス
ク

・生物多様性に関連する規制違反 罰金、訴訟

・自然資本の減少
原材料の不足
調達コスト増

・不適切な土地利用、汚染物質排出、資源の過剰消費など
地域コミュニティからの訴訟
社会的信用の低下

機
会

・ 土壌・水域保全に寄与する製品、排出ガス・騒音・振動を抑制する製品などの市場
投入

販売機会の拡大

・地域との協働による生物多様性に配慮した活動の推進
ブランドイメージの向上
従業員の環境意識の向上

。ʢ5೥௒ʣをࣔしま͢ظʢ3೥௒5೥Ҏ಺ʣ、௕ظʢ3೥Ҏ಺ʣ、தظは、୹ظ࣌ݱൃ*
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重点施策

ɹಛఆしたϚςϦΞϦςΟʹରԠ͢ΔたΊ、όϦϡʔνΣʔϯのࢹ఺͔Βॏ఺ࡦࢪをਪ進して͍ま͢。

事業のバリューチェーン
（環境配慮製品・サービスの拡充 P74～ 82）

設計開発・調達 生産・物流 使用・廃棄
気候変動への対応
（P52～60）

・ 最適地調達 ・ クボタ生産方式の考え方に基づく
エネルギーのムダ・ロス削減
・ 廃エネルギーの回収利用
・ 再生可能エネルギーの利用拡大
・ 物流効率の向上
・ モーダルシフト

・ 低燃費化
・ 作業・管理の効率化、省力化
・ 施工時の省エネルギー

循環型社会の形成
（P61～64）

・ リサイクル素材の使用
・ 部品点数の削減
・梱包材の削減

・ 省資源化
・ 廃棄物の3R・機能材化
・ プラスチックの削減
・ 梱包材の削減
・ 廃棄物の適正管理
・ システムを活用した廃棄物管理の
強化

・ 長寿命化
・ メンテナンスの容易化
・ リサイクルの推進
・ 廃棄時の適正処理

水資源の保全
（P65～67）

・ 水リスクの影響評価 ・ 水資源の3R推進
・ 排水の適正管理
・ BCP対策の推進

・ 節水化
・ 排水の浄化やリサイクルの推進

化学物質の管理
（P68～70）

・ 有害懸念物質の使用量削減 ・ VOC排出量の削減
・ 有機溶剤の代替化
・ 化学物質の適正管理

・ 排出ガスのクリーン化
・  土壌、水域への環境負荷低減

生物多様性の保全
（P71～73）

・  自然資本に与える影響評価 ・ 環境保全活動の推進と環境負荷の
削減
・  事業所構内や周辺の美化・緑化

・ 土壌、水域の保全
・ 騒音、振動の低減

環境マネジメント
（P83～87）

・経営層主導によるグローバルな環境経営の推進
・環境保全中長期目標に向けた計画的な環境負荷削減
・環境リスクアセスメントによる環境リスクの低減
・製品環境アセスメントによる環境配慮設計
・グリーン調達の推進
・地球環境保全や社会課題の解決に寄与する製品開発
・環境保全ルールに則ったコンプライアンスの徹底
・環境教育・環境意識啓発活動の推進

環境コミュニケーション
（P88～92）

・環境報告書・Webサイトを通じた情報発信の強化
・ターゲットに合わせた環境コミュニケーションの推進
・ステークホルダーとの双方向コミュニケーションの充実
・地域の環境保全活動への参画

環境保全活動とSDGsの関わり

ɹΫϘλάϧʔϓの環境保全׆ಈは、SDGsとਂؔ͘わΓ͕͋Γま͢。͞ Βʹ環境保全׆ಈとSDGsのؔ࿈ੑをࣔ͢たΊ、SDGsのλʔήοτと

のؔ࿈を੔ཧして͍ま͢。

関連するSDGsおよびターゲットの一覧はこちらから
www.kubota.co.jp/sustainability/environment/sdgs/data/SDGs_target_list.pdf
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環境ビジョン
　食料問題や地球温暖化などの地球規模の社会課題により将来の不確実性が増すなか、SDGsやパリ協定など、世界共通の長期
目標が掲げられています。気候変動問題については各国がCO2排出実質ゼロやカーボンニュートラルを宣言するなど、「脱炭素」
社会への移行に向けた動きが加速しています。また、大量生産·大量消費·大量廃棄につながる従来型の経済から、製品と資源の
価値を可能な限り長く保持·維持し、廃棄物の発生を最小化した経済をめざす循環経済（サーキュラー・エコノミー）に向けた動き
も進んでいます。
　クボタグループは、「For Earth, For Life」を環境経営のコンセプトに、持続可能な社会の実現に貢献していくことをめざしてお
り、気候変動対策をはじめ環境保全を企業活動における重要課題として捉えています。当社は、クボタグループ長期ビジョン
（GMB2030）と合わせ、2050年に向けた環境面から事業活動の方向性を示す「環境ビジョン」を掲げ、その実現に向けた取り組み
を推進していきます。

環境ビジョン～2050年に向けて環境面からのありたい姿～

環境負荷ゼロに挑戦しながら､｢食料・水・環境｣分野で
　　カーボンニュートラルでレジリエントな社会の実現に貢献します。

環境ビジョンの実現に向けて

環境負荷ゼロへの挑戦

ɹ౰ࣾは、ࡐݪྉ΍෦඼をௐୡし、༷ ʑͳ੡඼ʹՃ޻してお٬༷ʹఏڙして͍ま͢。ͦ のաఔ΍お٬༷ʹΑΔ੡඼の࢖༻ʹお͍て、ΤωϧΪʔ

ͳͲのݯࢿをଟྔʹফඅしま͢。ޙࠓ΋ࣄ業をάϩʔόϧͰܧଓして͍͘たΊʹは、ݶΓ͋Δݯࢿをޮ཰త͔ͭ࣋ଓՄೳͳํ๏Ͱར༻͢Δඞཁ

͕͋Γま͢。

ɹࢲたちは環境ෛՙθϩの࣮ࣄ、͚޲ʹݱ業׆ಈʹお͚ΔԹࣨޮՌΨεのഉग़ݮ࡟΍ΫϘλੜํ࢈ ʢࣜKubota Production System, KPSʣʹ

஍Ҭʹお͚Δઅ͍ߴੜՄೳΤωϧΪʔのར༻֦େ、ਫετϨεの࠶ར༻΍࠶のపఈ、ഇΤωϧΪʔのճऩɾݮ࡟ΤωϧΪʔのϜμɾϩεͮ͘ج

ਫ΍࠶ੜਫのར༻、੡඼ϥΠϑαΠΫϧʹお͚Δݯࢿར༻ޮ཰の࠷େԽͳͲをਪ進して͍͖ま͢。また、環境ෛՙθϩʹ͚޲たऔΓ૊Έをࣄ業

のόϦϡʔνΣʔϯ全ମͰల։して͍͖ま͢。

ɹし͔し、環境ෛՙθϩの࣮ݱは༰қͰは͋ΓまͤΜ。ࢲたちはண࣮ʹ環境ෛՙθϩ΁͍ۙͮて͍͘たΊ、ԹࣨޮՌΨεのݮ࡟、省ΤωϧΪʔ

のਪ進、ഇغ෺のݮ࡟、અਫ、ੑൃش༗ػԽ߹෺ʢVolatile Organic Compounds, VOCʣのݮ࡟ͳͲをܭըతʹਪ進し、஍ٿのࣗড়ྗ΍環境༰

ྔをҡ࣋Ͱ͖Δ࣋ଓՄೳͳࣄ業׆ಈʹ௅ઓしま͢。

カーボンニュートラルでレジリエントな社会の実現に向けて

ɹࢲたちはީؾมಈの؇࿨ʢԹࣨޮՌΨεのഉग़཈੍ʣʹ Ճ͑、ީؾมಈ΁のదԠʢީؾมಈのӨڹʹΑΔඃ֐のճආɾܰݮʣ΍ਫ·ഇغ෺໰୊΁

のରԠͳͲ、環境保全׆ಈ΍環境഑ྀ੡඼ɾιϦϡʔγϣϯのఏڙを௨͡、࣋ଓՄೳͳ、とΓわ͚ΧʔϘϯχϡʔτϥϧͰϨδϦΤϯτͳࣾձの

。して͍͖ま͢ݙߩʹݱ࣮

ɹ೶業෼໺ʹお͚Δ౔஍ར༻をؚΊた৯ྉ෼໺͔ΒのԹࣨޮՌΨεഉग़ྔはੈքの૯ഉग़ྔの約24%を઎ΊΔとݴわΕておΓ、ޮ ཰తͳ৯ྉ

ੜߦ͕࢈わΕͳ͚Ε͹、͞ ΒʹԹࣨޮՌΨεのഉग़͕૿Ճ͢Δと͑ߟΒΕて͍ま͢。また、ީؾมಈは࡞ߞద஍のॖখ·Ҡಈ΍೶業ܗଶʹӨڹ

を༩͑ま͢。೶ଜ෦Ͱは౎ࢢԽのӨڹʹΑΔಇ͖खのݮগ΋͋Γ、ݶ、ޙࠓΒΕた࡞ߞ໘ੵͰޮ཰తͳ৯ྉੜ͕࢈ま͢ま͢ٻΊΒΕて͍ま͢。

ɹ౰ࣾのࣄ業ྖҬͰ͋Δʮ৯ྉʯ෼໺Ͱは、εϚʔτ೶業΍೶業ػցのࣗಈӡస、೶業ιϦϡʔγϣϯͳͲを͞Βʹ進Խͤ͞Δ͜とʹΑΓ、೶業෼໺

ʹお͚ΔԹࣨޮՌΨεのഉग़཈੍΍、ΑΓޮ཰తͳ৯ྉੜݙߩʹ࢈Ͱ͖Δと͑ߟて͍ま͢。೶業のੜੑ࢈をߴΊΔ͜とͰ、೶࡞業のޮ཰ԽʹՃ͑、

৯ྉੜ࢈ʹお͚Δ省ΤωϧΪʔԽ΍೶஍֦େのたΊの৿ྛെ࠾の཈੍ͳͲʹΑΓ、೶業෼໺ʹお͚ΔԹࣨޮՌΨεのഉग़཈੍を進Ίて͍͖ま͢。

ɹީؾมಈのӨڹʹΑΓؾ৅֐ࡂのසൃԽ·ܹਙԽ͕ݦஶʹͳͬて͍ま͢。また、ར༻Մೳͳਫݯࢿは஍ҬతʹภࡏしておΓ、̓ 全ͳਫをར༻

Ͱ͖ͳ͍ਓޱは16ԯਓʹの΅Γま͢。ީؾมಈʹΑΔੈքのؾԹ্ঢを2�Cະຬʹ཈͑ΒΕたとして΋、ਫෆ଍ʹ௚໘͢Δਓޱは૿Ճ͢Δと

༧૝͞Εて͍ま͢。また、ਓ૿ޱՃとੜ׆ਫ४の্޲は、େྔੜ࢈ɾେྔফඅɾେྔഇغʹΑΔݯࢿ·ഇغ෺໰୊΍೶業༻ਫのෆ଍を͞Βʹਂࠁ

Խͤ͞Δ͜と͕૝ఆ͞Εま͢。

ɹʮਫ·環境ʯ෼໺Ͱは、๷ࡂ΍֐ࡂ෮͢ݙߩʹچΔ੡඼΍、AI·IoTを׆༻したޮ཰తͳਫ؅·ࢹ؂ཧγεςϜͳͲ、ؾ৅֐ࡂのසൃ΍೶業ܗଶの

มԽ、࡞業தの೤த঱の૿ՃͳͲのީؾมಈのӨڹʹΑΔඃ֐をճආ·ܰݮͰ͖Δ੡඼·αʔϏε·ιϦϡʔγϣϯをఏڙして͍͖ま͢。また、ਫ

ࣗ、Ԛછを཈੍͢Δ੡඼·αʔϏε·ιϦϡʔγϣϯ΋͞Βʹ֦ॆしؾ౓ͳ॥環おΑͼਫ࣭Ԛ୙΍େߴ෺のغഇ·ݯࢿ વ͍ڧʹ֐ࡂまちͮ͘Γ、Ϩ

δϦΤϯτͳࣾձの࣮ݙߩʹݱして͍͖ま͢。
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ΧʔϘϯχϡʔτϥϧʹ௅ઓ͠·͢

ɹ੡඼ϥΠϑαΠΫϧ全ମʹお͚ΔCO2ഉग़のঢ়گを;ま͑、ࢲたちは

੡඼の੡଄࣌΍࣌༺࢖のCO2ഉग़ݮ࡟ʹऔΓ૊Ή͜と͕ॏཁͰ͋Δと

。て͍ま͑͢ߟ

ɹࢲたちはΧʔϘϯχϡʔτϥϧͳࣾձの࣮͚޲ʹݱ、ԹࣨޮՌΨεの

ഉग़ݮ࡟΍省ΤωϧΪʔのਪ進、੡඼の೩අվળ΍ిಈԽͳͲを進Ί、

੡඼ϥΠϑαΠΫϧ全ମʹお͚ΔCO2ഉग़཈੍を進Ίま͢。ಉ࣌ʹ、੡

඼΍ιϦϡʔγϣϯのఏڙを௨͡、ࣾ ձ׆ಈ͔Βൃੜ͢ΔCO2ഉग़を཈

੍し、2050೥CO2ഉग़࣮࣭θϩʹ௅ઓしま͢。

৽ͨͳιϦϡʔγϣンͷ૑ग़ͳͲʹΑΓ
ࣾձͷ$02͢ݙߩʹݮ࡟Δ
ɹᶃ৯ྉ෼໺・・・・・・・・・・・εϚート೶ۀɺੈ࣍୅࡞෺ੜ࢈ͳͲ
ɹᶄ水ɺഇغ෺෼໺・・・・・・ݯࢿのճऩɾ࠶ੜ࢈ιリϡーγϣンͳͲ
ɹᶅ౎ࢢɾੜ׆環境෼໺・・౎ࢢインϑラの؅ཧޮ཰ԽͳͲ

ରࡦແ͠

社ձの$0�ഉग़཈੍΁のݙߩ

༺׆ज़ͷٕߦݱ
（バイオ೩ྉͳͲ）

୅ಈྗԽੈ࣍
（ిಈԽɺハイϒリッυԽ
೩ྉి஑ԽͳͲ）

ͦͷଞ
（཰վળͳͲޮۀ࡞）

ࣗ社$0�ഉग़཈੍
୅ಈྗ౳ͷ։ൃʹΑΓੈ࣍͸֦େ͢Δ͕ɺۀࣄ
όϦϡʔνΣʔンશମͰͷഉग़ྔݮ࡟ΛਐΊΔ

201�年 20�0年 20�0年 20�0年

༺׆ज़ͷٕߦݱ
཰վળޮۀ࡞

クボタの取り組み

ɹকདྷ༧૝͞ΕΔਓ૿ޱՃ΍ൃࡁܦలはࢲたちのࣄ業ʹとͬてେ͖ͳػձとͳΓま͢。し͔し、ੈ ք͕ࡏݱとಉ͡Α͏ͳ׆ࡁܦಈをଓ͚て͍͘

と、஍ٿ全ମのࣗড়ྗ΍環境༰ྔを௒͑Δෛՙを༩͑ΔՄೳੑ͕͋Γ、ࣄ業׆ಈをܧଓして্͍͘ͰのϦεΫとͳΓ͑ま͢。ࢲたちは、ࣄ業׆ಈ

΍੡඼ɾαʔϏεɾιϦϡʔγϣϯのఏڙͳͲを௨͡、࣋ଓՄೳͳࣾձの࣮ݙߩʹݱして͍͖ま͢。

自社のCO2排出抑制

είʔϓ1、2*1ഉग़ྔのݮ࡟
ɹΫϘλάϧʔϓは、ੜڌ࢈఺をத৺ʹࣗࣾڌ఺͔ΒのCO2ഉग़཈੍のたΊʹ、省ΤωϧΪʔ

ରࡦ΍ੜ׆্޲ੑ࢈ಈをܧଓして࣮ࢪして͍ま͢。Ҿ͖ଓ͖͜ΕΒʹ஫ྗ͢Δとと΋ʹ、ޙࠓ

は、ர෺޻৔の༹ղ޻ఔʹお͚Δ࢖༻して͍Δੴ୸ίʔΫεの࢖༻をഇࢭし、ి ͢ߋ࿍ʹมؾ

ΔͳͲ、CO2ഉग़のগͳ͍೩ྉ΁のస׵を進Ίて͍͖ま͢。͞ Βʹ、ଠཅޫൃిγεςϜのಋ

ೖ΍άϦʔϯిྗͳͲのߪೖを௨͡て、࠶ੜՄೳΤωϧΪʔのར༻֦େをਤͬて͍͖ま͢。ಉ

৽ֵ࢈ΔͳͲ、ੜ͢༺࠾をࣜํ࢈は、環境ෛՙ͕গͳ͍ੜʹࡍฤ΍Ҡసの࠶఺のڌ࢈ੜ、ʹ࣌

ʹΑΔ省ΤωϧΪʔԽ΍省ݯࢿԽʹ΋௅ઓしま͢。また、ੜڌ࢈఺の࠶ฤʹΑΔ੡඼の༌ૹڑ

཭୹ॖ΍Ϟʔμϧγϑτのਪ進ͳͲの෺ྲྀCO2のݮ࡟ʹ΋഑ྀしてऔΓ૊ΜͰ͍͖ま͢。

είʔϓ3*2ഉग़ྔの཈੍
ɹΫϘλάϧʔϓのείʔϓ3ഉग़ྔの͏ち、8ׂҎ্͕ൢചした੡඼の࣌༺࢖のഉग़ʹΑΔ

΋のͰ͢。した͕ͬて、ࢲたちは೶業ػց΍ݐઃػցの࡞業೩අをվળし、ΑΓগͳ͍Τωϧ

ΪʔͰ、ΑΓଟ͘の࡞業をΑΓਫ਼ີʹ͜͏ߦと͕Ͱ͖Δ੡඼の։ൃを進ΊΔ͜と͕ഉग़཈੍ʹ

௚݁しま͢。

ɹまた、೶業ػցのϩϘοτԽ΍ICTの׆༻ʹΑΓ、εϚʔτ೶業をਪ進͢Δ͜とͰ、೶࡞業の

ܰ࿑Խ͚ͩͰͳ͘、省ΤωϧΪʔԽ΍省ݯࢿԽʹ΋ݙߩして͍͖ま͢。ࡏݱはܰ༉΍ΨιϦϯ

と͍ͬたԽੴ೩ྉ͕த৺Ͱ͕͢、όΠΦ೩ྉ΍߹੒೩ྉʢe-fuelʣͳͲ、ΑΓCO2ഉग़͕গͳ͍

೩ྉの׆༻を進Ίて͍͖ま͢。͞ Βʹޙࠓは、ి ಈɾϋΠϒϦουԽ΍೩ྉి஑ԽͳͲ、ಈྗの

୤୸ૉԽʹ͚޲たڀݚ։ൃʹ௅ઓしま͢。

*1  είʔϓ1ɿࣄ業ऀࣗΒʹΑΔ௚઀ഉग़
είʔϓ2ɿࣄ業ऀのΤωϧΪʔ࢖༻ʹと΋ͳ͏ؒ઀ഉग़

*2 είʔϓ3ɿͦのଞのؒ઀ഉग़ʢࣄ業ऀの׆ಈʹؔ࿈͢Δଞऀ΍٬先Ͱのഉग़ʣ

த޻ࠃ৔の԰ࠜʹઃஔしたଠཅޫൃిγεςϜ

130प೥ίϯηϓττϥΫλ  ࣮෺େϞσϧ

ిಈػݐとిಈτϥΫλ
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社会のCO2排出抑制やレジリエントな社会の実現への貢献 

食料分野ʹ͓͚Δ環境ݙߩ
ɹ೶業をؚΉ৯ྉ෼໺ʹお͍て、ΫϘλάϧʔϓはεϚʔτ೶業の͞ΒͳΔ進ԽʹΑͬて、୯

Ґ໘ੵ౰たΓのऩྔ֦େ΍࡞෺の඼্࣭޲ʹऔΓ૊ΜͰ͍ま͢。͜ Εʹは৯ྉधཁ͕૿Ճし

て΋ߞ஍໘ੵを૿΍͢͜とͳ͘ऩྔを૿Ճͤ͞Δと͍͏ૂ͍͕͋Γま͢。࡞業ޮ཰のվળʹΑ

Δ省ΤωϧΪʔɾ省ݯࢿԽʹՃ͑て、೶஍֦େのたΊの৿ྛെ࠾΍ࣗવഁյの཈੍ͳͲʹݙߩ

して͍͖ま͢。

ɹ͞Βʹ、ੈ࣍୅࡞෺のੜ࢈ʹΑΔ৯ྉੜ࢈のޮ཰Խをૂ͍として、ʮਓܕޫ޻২෺޻৔ʯをӡ

Ӧ͢ΔελʔτΞοϓ企業ʹग़ࢿして͍ま͢。͜ の২෺޻৔は、ফඅ஍ʹ͍ۙ౎ࢢ෦Ͱの࠿ഓ

をՄೳとし、༌ૹڑ཭の୹ॖʹΑΔ෺ྲྀの省ΤωϧΪʔԽ΍धཁʹͮ͘جੜܭ࢈ըʹΑΔϑʔ

υϩεのݮ࡟と͍ͬたޮՌ΋ظ଴Ͱ͖ま͢。

ɹଞʹ΋、́ ৔ਫ؅ཧγεςϜWATARASʢϫλϥεʣはਫాのਫҐͳͲをϞχλϦϯάしͳ͕

Β、ԕִૢ࡞΍ࣗಈ੍ޚʹΑΔਫా΁のڅਫɾഉਫをՄೳʹして͍ま͢。また、߽ ӍʹΑΓՏ

઒͕൙ཞ͢Δ͕͋ݥةΔと͖は、ԕִૢ࡞Ͱഉਫ͢ΔਫҐのઃఆを্͛Δ͜とͰ、Ұ࣌తʹా

Μ΅ʹӍਫをたΊΔʮεϚʔτాΜ΅μϜʯの࣮ূ͕ߦわΕて͍ま͢。͜ Εはߑਫを๷͗、ਫ֐

ʹର͢Δ஍ҬのϨδϦΤϯεをߴΊΔํ๏のҰͭとしてظ଴͞Εて͍ま͢。

ɹޙࠓは、೶࡞෺のੜ͔࢈Β৯඼ྲྀ௨、ফඅʹࢸΔϑʔυόϦϡʔνΣʔϯのσʔλ࿈جܞ൫

をߏஙし、AIを׆༻したࣗಈ؅ཧγεςϜをఏ͢ڙΔ͜とをݕ౼して͍ま͢。͜ ΕʹΑΓधཁ

ಈ͑ݟ͕޲ΔԽ͞Ε、धཁʹԠ͡たੜ࢈ɾൢചを͏ߦϚʔέοτΠϯܕの೶業΁のҠߦをଅ͢

とと΋ʹ、઱౓の͍҆ߴ全ɾ҆৺ͳ೶࡞෺をফඅऀʹಧ͚Δ͜とͰ、ϑʔυϩεのݮ࡟ʹ΋ͭ

ͳ͛て͍͖ま͢。

水・ഇغ෺分野ʹ͓͚Δ環境ݙߩ
ɹΫϘλάϧʔϓは、্ Լਫಓ༻の഑ࡐ؅ྉ͔ΒਫॲཧϓϥϯτのΤϯδχΞϦϯάʹࢸΔਫ

の૯߹ϝʔΧʔとしてਫΠϯϑϥを͑ࢧて͍ま͢。ͦ ΕΒのٕज़を׆༻し、Լਫॲཧ৔Ͱൃੜ

͢ΔԼਫԚట΍೶業おΑͼ৯඼޻৔Ͱൃੜ͢Δ৯඼࢒ᕓͳͲのഇغ෺をൃ߬ͤ͞てόΠΦΨ

εをऔΓग़し、ΤωϧΪʔݯࢿとしての࠶ར༻΍όΠΦΨεൃిͳͲのݯࢿճऩιϦϡʔγϣ

ϯをఏڙして͍ま͢。また、౎ࢁ߭ࢢと΋ݺ͹ΕΔഇغ෺͔Βۚଐ΍ϓϥενοΫͳͲのݯࢿ

をճऩ͢ΔたΊのഁࡅɾબผઃඋのఏڙを௨͡て、αʔΩϡϥʔɾΤίϊϛʔの࣮ݱʹ΋ݙߩ

して͍ま͢。

౎ࢢ・ੜ׆環境分野ʹ͓͚Δ環境ݙߩ
ɹΫϘλάϧʔϓは、ਫ環境Πϯϑϥࣄ業おΑͼݐઃػցࣄ業をڧͭ࣋Έを͔׆し、ݐઃࣄ޻

ͦ。業ޮ཰վળをਤͬて͍ま͢࡞৔Ͱの省ΤωϧΪʔとݱ のҰྫとして、؅࿏৘ใʹ͍ͮجた

。して͍ま͢ڙγεςϜをఏࣄ޻εϚʔτਫಓ͏ߦをࣄ޻దͳ࠷

ɹまた、ݐઃػցʹお͍ては、ނো਍அΞϓϦをར༻してϝϯςφϯεのޮ཰ԽをਤΓ、ނোし

たػցのఀ࣌ࢭ ʢؒμ΢ϯλΠϜʣݙߩʹݮ࡟して͍ま͢。

ɹޙࠓは、֗ தͰのݐઃࣄ޻ͳͲのظ޻୹ॖ΍省ྗԽʹ͢ݙߩΔ஍Լ഑؅৘ใͳͲをू約し

たϓϥοτϑΥʔϜߏங΍஍ԼΠϯϑϥのԆ໋ɾߋ৽ʹ͚޲たιϦϡʔγϣϯఏڙͳͲ΋ݕ౼

し、ݐઃࣄ޻෼໺ʹお͚Δ省ΤωϧΪʔʹ΋ݙߩして͍͖ま͢。

ɹ͞Βʹ、ϓϥϯτ৘ใ΍ηϯαʔを׆༻した্ԼਫಓࢪઃɾՏ઒ߑਫのࢹ؂ɾ؅ཧϓϥοτ

ϑΥʔϜの੔උʹΑΓ、্ ԼਫಓͳͲの౎ࢢΠϯϑϥの֐ࡂʹର͢ΔϨδϦΤϯεをߴΊて͍

͖ま͢。また、ͦ ΕΒのϓϥϯτ΍ࢪઃを࠷దͳ৚݅Ͱӡస͢Δ͜とʹΑΓ、省ΤωϧΪʔʹ

΋ݙߩしま͢。

άϩʔόϧࢢ৔Ͱ׆༂͢ΔτϥΫλ

ΫϘλεϚʔτΞάϦγεςϜのૢ࡞ը໘

ਓܕޫ޻২෺޻৔

΄৔ਫ؅ཧγεςϜWATARAS

ϓϥενοΫഁࡅબผࢪઃ

ো਍அΞϓϦނցのػઃݐ
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環境ビジョン策定にあたり

クボタの事業を取り巻く2050年の世界

ɹࠃ࿈ީؾมಈʹؔ͢Δ੓෎ؒύωϧʢIntergovernmental Panel on Climate Change, IPCCʣ΍ੈքڀݚݯࢿॴʢWorld Resources Institute, 

WRIʣͳͲのγφϦΦを;ま͑、2�CおΑͼ4�CؾԹ্͕ঢした৔߹の2050೥のࣾձ૾を෼ੳしました。ީؾมಈ΍ਫϦεΫをは͡Ίとした஍

業ྖҬͰ͋Δʮ৯ࣄ、を༩͑Δ͚ͩͰͳ͘ڹのසൃͳͲ౰ࣾのૢ業ʹѱӨ֐ࡂಅおΑͼࣗવߴΤωϧΪʔ΍ਫՁ֨の、ޙࠓ、໛の環境໰୊はنٿ

ྉ·ਫ·環境ʯʹ お͚Δࣾձ՝୊をま͢ま͢ਂࠁʹ͢ΔՄೳੑ͕͋Γま͢。また、͜ ΕΒ環境໰୊΁のରԠの஗Εは౰ࣾのࣄ業׆ಈのϦεΫとͳ

Γಘま͢。ޙࠓ΋άϩʔόϧͰࣄ業をܧଓして͍͘たΊʹは、SDGsのୡ੒ʹ͚޲てࣾձ՝୊のղܾʹ͢ݙߩΔࣄ業ల։と環境໰୊΁のରԠを

ؚΊたESGܦӦのཱ͕྆ෆՄܽͰ͋Δと͑ߟて͍ま͢。

▶2050೥のੈք
ɹੈքਓޱはΞϑϦΧ΍ΞδΞͳͲの৽ࠃڵ

をத৺ʹ૿Ճし、2050೥ʹは100ԯਓۙ͘

ʹͳΓ、ͦ Εʹと΋ͳ͍৯ྉधཁ΋約1.6ഒ

ʹ૿Ճ͢Δと༧૝͞Εて͍ま͢。また、ࡁܦ

ൃలは、ਓʑのੜ׆環境をվળした͍と͍͏

χʔζをߴΊ、ੈ քతͳΤωϧΪʔधཁの֦

େ΍ଟ͘のݯࢿফඅʹͭͳ͕Γま͢。͜ Εは

ਫधཁʹ͍ͭて΋ಉ༷Ͱ͢。ਫधཁは、ಛʹ

Δ੡଄業΍ൃి༻、Ոఉ༻ͳ͑ࢧలをൃࡁܦ

ͲͰ૿Ճし、2050೥まͰʹ約1.6ഒʹͳΔと

༧૝͞Εて͍ま͢。

ɹ৯ྉ΍ਫधཁの૿Ճ、౎ࢢԽͳͲʹΑΔΤ

ωϧΪʔधཁ֦େ、৯ྉੜ࢈のたΊの৽たͳ

౔஍։ࠖͳͲは、ީؾมಈの໰୊をѱԽͤ͞

ΔՄೳੑ͕͋Γま͢。ީؾมಈʹΑΓ߱Ӎύ

λʔϯ͕มԽ͢Δと、ס૩΍ଟӍとͳΔ஍Ҭ

͕Ҡಈしてैདྷ௨Γの೶࡞෺のੜ͕࢈Ͱ͖ͳ

͘ͳΔ͜と΍、ؾ৅͕֐ࡂසൃԽしてߑਫͳͲ

のਫ֐ඃࡂਓ૿͕ޱՃ͢ΔͳͲ、ਓʑの฻Β

しʹଟେͳѱӨڹをٴ΅͢Մೳੑ͕͋Γま͢。

ɹݶΓ͋ΔΤωϧΪʔͳͲのݯࢿを༗ޮ׆

ଓしܧಈを׆ಈ΍ࣾձ׆ࡁܦのࡏݱ、ͣͤ༺

て͍͚͹、͍ ͣΕਓʑのੜͦ׆の΋の͕੒Γ

ཱたͳ͘ͳΔՄೳੑ͕͋Γま͢。

水リスク顕在化
ɾ水εトϨεਓޱʜ���ഒ *�

ɾ水֐ඃࡂਓޱʜʜ���ഒ *�

ɾ水Ձ֨ߴಅ
ɾ੍نରԠコεト増
ɾൢചݮɺ開発අෛ୲増

■当社の事業領域

■環境問題

人口増加

エネルギー需要拡大

ɾਓޱʜʜ��ԯਓ*�

ɾ新ࠃڵ（アϑリΧɾアジア）͸େ෯増

ɾ೶ۀ෼໺ΤωϧΪーधཁʜʜ���ഒ *�

ɾ೶ۀ෼໺ిྗधཁʜʜʜʜʜ���ഒ *�
��

ɾ࠶ੜՄೳΤωϧΪー発ిྔʜ���ഒ *�
��

気候変動の影響拡大
ɾؾ৅֐ࡂのଟ発ɾ௕ظԽ（ߑ水ɺׯ͹ͭͳͲ）
ɾւ໘্ঢɾ߱ӍύターンมԽ
ɾ೶࡞෺の࡞ߞద஍のҠಈɺऩྔμ΢ンɺ
ɹ඼࣭ѱԽ

ΤωϧΪーՁ֨ߴಅ

ɾنࡁܦ໛͸ഒ増 *�

ɾओཁࡁܦେࠃ�Χࠃの͏ͪ�Χࠃ͸新͕ࠃڵ઎ΊΔࠐݟΈ

経済発展

食料需要の増加
ɾ৯ྉधཁʜʜ���ഒ *�

生活環境改善（都市化）
ɾ౎ࢢਓޱൺ཰ʜ���ഒ *�

ɾ೶ଜ෦ਓޱʜʜ���ഒ *�

水需要の増加
ɾ水धཁʜʜ���ഒ *�

೶機ɾݐ機のۀ࡞೩අのվળɺ
୅ಈྗの開発ͳͲੈ࣍

土地利用拡大
ɾ೶ۀɺ౔஍ར用มԽにΑΔ
ɹԹࣨޮՌΨεഉग़
ɾ৿ྛのอ水機ೳの௿Լ
ɾ৿ྛെ࠾の増Ճ

εϚート೶ۀのਪਐɺ
ͳͲ࢈෺のੜ࡞୅ੈ࣍

ಅߴՁ֨ݯࢿ

資源の大量消費
ɾݯࢿのׇރ
ɾۚଐݯࢿফඅྔʜ���ഒ *�
��

ɾᕲᕱ用水のෆ଍ʜ���ഒ *�

ճऩιリϡーγϣンの૑ग़ɺݯࢿ
౎ࢢインϑラの؅ཧޮ཰ԽのਪਐͳͲ

ɾࣗࣾɾサプライϠーのૢۀ΁のѱӨڹ
ɾൢചݮɺ開発අෛ୲増
ɾ੍نରԠコεト増
ɾサプライチΣーンੇஅ

水・大気汚染 廃棄物増加

ɾ౎ࢢ෦のӴੜѱԽɺ݈߁ඃ֐増Ճ
ɾւ༸プラεチックの増Ճ

ରԠコεト増੍ن ഇغ෺ॲཧඅ増

౰ࣾのऔΓ૊Έྫ
ࣾձ՝୊ղܾに͢ݙߩΔ

౰ࣾの製඼ྫ

環境อશ׆ಈɺ�RのపఈͳͲ
ɾ水ݯࢿのড়Խや༗ޮ׆用に͢ݙߩΔ
ɹ水ॲཧؔ࿈製඼（ӷதບϢχットͳͲ）
ɹや্Լ水プラントɺড়Խ૧
ɾݯࢿ॥環に͢ݙߩΔ
ɹഇغ෺リサイクϧ設උɾプラント

ԉࢧมಈదԠީؾ
અ水ɺഉ水࠶ੜར用ͳͲ

ɾ֐ࡂに強͍水インϑラؔ࿈製඼
�（水ಓ用మ؅ͳͲ）ɺ֐ࡂ෮چ用
ɹഉ水ϙンプं
ɾ水インϑラ؅ཧを͑ࢧΔ
ɹιリϡーγϣンγεςϜ（K4*4）

লΤωɺ೩ྉస׵ɺ࠶Τωར用のਪਐͳͲ
ɾεϚート೶ۀを͑ࢧΔ೶ۀ機ց
�（アάリロボトラクタͳͲ）や
ɹιリϡーγϣンγεςϜ（K4A4）
ɾলΤω༷࢓のϛχバックϗー

౰͕ࣾӨڹをड͚Δओͳリεク

*1: “World Urbanization Prospects 2018” (United Nations)
*2: “Environmental Outlook to 2050” (OECD）
*3: “CREATING A SUSTAINABLE FOOD FUTURE” (WRI)
*4: “Energy Technology Perspectives 2017” (IEA)

*5: 2060年頃の予測
*6: “World Energy Outlook 2018” (IEA)
*7: 2040年頃の予測
*8: “Global Material Resources Outlook to 2060” (OECD)
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Թ্ঢ͕2�CҎԼͱͳΔੈքؾ▶
ɹ֤ࠃͰはύϦڠఆͰ͛ܝΒΕた໨ඪをୡ੒して͍͘たΊ、省ΤωϧΪʔ΍CO2ഉग़ݮ࡟のಈ͖͕Ճ଎し、ؔ ࿈ڧ੍͕نԽ͞Ε、͞ Βʹࢢ৔΍

ͦ。て͍ま͑͢ߟまͬて͍͘とߴมಈ΁のؔ৺はީؾ٬のސ のたΊ、省ΤωϧΪʔԽ΍୤୸ૉԽ、ి ಈԽのχʔζ͕ߴまΔと૝ఆして͍ま͢。

ɹྫ͑͹、౰ࣾのओཁ੡඼Ͱ͋ΔτϥΫλ、ίϯόΠϯ、ా ২ݐ、ػઃػց、σΟʔθϧΤϯδϯは೔ຊ、Ԥभ、ถࠃͳͲのഉग़Ψε੍نのର৅と

ͳͬて͍ま͢。σΟʔθϧΤϯδϯは౎ࢢ෦の։ൃͳͲͰ׆༂͢Δݐઃػցʹ΋࢖༻͞Εて͍ま͢。ޙࠓ、͞ Βʹ֤ࠃのΤϯδϯʹର͢Δ੍ن

޲ʹมಈの؇࿨ީؾ、て͍ま͢。また͑ߟは૿Ճ͢Δ΋のとࢿద߹͢ΔσΟʔθϧΤϯδϯの։ൃʹର͢Δ౤ʹ੍نΒΕ、ഉग़Ψε͑ߟԽ͕ڧ

͚たऔΓ૊Έ͕֤ࠃͰ進Ήと、୸ૉ੫ͳͲ͕ڧԽ͞Ε、Խੴ೩ྉを࢖༻したൃిのׂ߹͕ݮগ͢Δ൓໘、࠶ੜՄೳΤωϧΪʔʹΑΔൃిのׂ߹

͕૿Ճし、ΤωϧΪʔՁ֨のߴಅ͕༧૝͞Εま͢。

ɹੈք֤ࠃͰީؾมಈʹؔ࿈した੡඼の環境ੑೳ΁の๏੍نのཁڧ͕ٻԽ͞Εて͍͘と、ΫϘλ͕ఏ͢ڙΔ೶業ػց΍ݐઃػց、ਫॲཧؔ࿈

ͳͲの෼໺ʹお͍て΋、ΤωϧΪʔޮ཰の͍ߴ੡඼΍、ͦ ΕをՄೳと͢ΔιϦϡʔγϣϯ΁のχʔζ͕ߴまΔと͑ߟΒΕま͢。ࣄ業׆ಈʹお͍

て΋ΤωϧΪʔௐୡίετの૿ՃϦεΫʹରし、ࠓまͰҎ্ʹ、省ΤωϧΪʔ΍࠶ੜՄೳΤωϧΪʔのར༻֦େ͕ॏཁͳ՝୊ʹͳΔと͑ߟて͍

ま͢。

Թ͕4�C্ঢ͢Δੈքؾ▶
ɹੈքのฏؾۉԹ͕4�C্ঢ͢Δと、߱ ਫ·ؾ৅ύλʔϯ͕มԽし、ۙ ೥ੈքͰΈΒΕΔ୆෩΍߽ӍͳͲのؾ৅͕֐ࡂҰ૚૿Ճ͢Δと༧૝͞Ε

ま͢。஍ҬʹΑͬてはׯ͹ͭʹΑΓ、ࣄ業׆ಈ΍ੜ׆ʹඞཁͳ҆全ͳਫ΁のΞΫηε͕ࠔ೉とͳΔՄೳੑ΋͋Γま͢。͜ ΕΒのӨڹʹΑΓ、ࣄ

業׆ಈのఀࢭ΍೶࡞෺ͳͲ΁のӨڹ、ਫΠϯϑϥͳͲのੜج׆൫΁のඃ૿͕֐Ճ͢Δと͑ߟΒΕま͢。

ɹྫ͑͹、Ԋ؛෦΍ଟӍ஍ҬͰは、߽ Ӎ΍ߑਫ͕ൃੜした৔߹、޻৔のਁਫ、ఀ ి、෺ྲྀఀࢭ΍ग़ՙ஗Ԇをট͘Մೳੑ͕͋Γま͢。また、͜ ΕΒ

͞、ԽʹΑΓظの૿Ճ·௕֐ࡂ৅ؾ ΒͳΔඃ֐の֦େ͕ݒ೦͞Εま͢。೶࡞෺のੜ࢈ʹお͍て΋、ީؾมಈのӨڹʹΑΓ࡞ߞద஍のҠಈ΍೶࡞

෺のऩྔ΁のѱӨ͕ڹ༧૝͞Ε、೶業ػցͳͲのൢചʹӨڹをٴ΅͢Մೳੑ͕͋Γま͢。ҰํͰ、ީؾมಈはׯ͹ͭをൃੜͤ͞ΔՄೳੑ΋͋Γ

ま͢。͜ ΕʹΑΓ౰֘஍Ҭのਫෆ଍΍औਫ੍ݶͳͲ、ࣄ業׆ಈ্のϦεΫ͕ੜ͡ΔՄೳੑ΋͋Γま͢。

ɹީؾมಈは࡞ߞద஍のҠಈ΍೶࡞෺ੜ࢈ʹ΋Өڹをٴ΅͢と༧૝͞Εま͕͢、ݶΒΕた౔஍ͰΑΓޮ཰తͳੜ࢈を࣮͢ݱΔたΊのεϚʔτ

೶業΍、ଟ༷ͳؾ৅৚݅ԼͰ΋೶業をܧଓして͍͚Δ೶業ιϦϡʔγϣϯのඞཁੑ΋ߴまΔと͑ߟま͢。ಉ༷ʹ、ࣗ વൃ͕֐ࡂੜしたとして΋、

ਓʑのੜ׆環境をҡ࣋͢Δ͜と͕Ͱ͖Δ、ࣗ વ֐ࡂʹඋ͑たまちͮ͘Γ΁のݙߩ΋ॏཁͳ՝୊とͳͬて͘Δと͑ߟて͍ま͢。

͜ΕΒはΫϘλάϧʔϓの環境Ϗδϣϯݕ౼ʹ͋たΓTCFDఏ͍ͮجʹݴたγφϦΦ෼ੳの݁Ռ֓ཁͰ͋Γ、2050೥のੈքは֤γφϦΦとҟͳΔՄೳੑ͕͋
Γま͢。ޙࠓ΋、ܧଓしてTCFDఏ͍ͮجʹݴた։֦ࣔॆʹͭとΊてま͍Γま͢。

求められる社会像

ɹޙࠓ、ਓʑの฻Βし͕ま͢ま͢๛͔ʹͳΔのʹと΋ͳ͍、ղܾ͢΂͖環境໰୊΋ൃੜしま͢。し͔し、͜ Εは、஍ٿ環境を٘ਜ਼ʹして੒Γཱ

ͭࣾձを๬Ήと͍͏͜とͰは͋ΓまͤΜ。ީؾมಈのӨڹを;ま͑たকདྷのࣾձ૾を෼ੳした݁Ռ、ΫϘλάϧʔϓは、2050೥΍、͞ Βʹͦの

先のະདྷ͕࣋ଓՄೳͳੈքͰ͋ΔたΊʹ、ࣾ ձ͕ٻΊΔ࢟は࣍のとおΓͰ͋Δと͑ߟて͍ま͢。

˖೶業෼໺͔ΒのԹࣨޮՌΨεഉग़ྔの཈੍ͳͲީؾมಈの؇࿨ʹ͚޲たΧʔϘϯχϡʔτϥϧͳࣾձの࣮ݱ

˖ࣗવ֐ࡂʹඋ͑ΔͳͲީؾมಈ΁のదԠ΍、ਫ·େؾԚછ΍ഇغ෺໰୊ʹରԠͰ͖ΔϨδϦΤϯτͳࣾձの࣮ݱ
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環境保全中長期目標と実績
　異常気象など気候変動に起因する影響が顕在化する中、世界の温室効果ガス削減の動きは活発化しています。地球規模の環境
問題は「食料確保」や「安心安全な水の確保」にも大きな脅威を与えます。
　クボタグループは、環境経営を推進しサステナブル企業として、SDGsやパリ協定などの様々な社会動向をふまえ、環境保全に
関する中長期目標を策定して活動を推進しています。2016年には「環境保全長期目標2030」および「環境保全中期目標2020」を
策定しました。この度、活動期間を2021年から2025年とする「環境保全中期目標2025」を新たに策定しました。これらの目標達
成に向けて生産および製品開発段階において計画的に取り組みを進めています。また、クボタグループの目標項目とSDGsのゴー
ルやターゲットを照らし合わせ、課題解決に貢献できる領域を特定しています。

環境保全中期目標2025の策定

ɹάϩʔόϧੜڌ࢈఺ʹ͍ͭては、લճのʮ環境保全தظ໨ඪ2020ʯͰఆΊて͍たࢦඪʹՃ͑、୤୸ૉࣾձ࣮͚޲ʹݱて࠶ੜՄೳΤωϧΪʔར༻཰

の্޲を໨ඪʹ௥Ճしました。また、ࣺ͍࢖てϓϥενοΫʹΑΔւ༸Ԛછ͕ੈքతͳ໰୊とͳͬて͍Δ͜と͔Β、ޮݯࢿ཰্޲ʹؔ͢Δఆੑ໨ඪ

を௥Ճしました。ͦ のଞ、ഉਫ؅ཧ΍ੜ෺ଟ༷ੑの保全ʹ͍ͭて΋、ܭըతͳऔΓ૊Έをଅ進͢ΔたΊʹఆੑ໨ඪとしました。

ɹ੡඼෼໺Ͱは、ϦαΠΫϧのਪ進を໨తとして、৽ن෦඼のૉࡐදࣔʹؔ͢Δ໨ඪを৽たʹఆΊました。

対象 課題 取り組み項目 管理指標 基準年度 2025年度目標*9

グ
ロ
ー
バ
ル
生
産
拠
点

気候変動への対応
CO2削減*1

CO2排出原単位*2 2014 ▲25%

【新規】再生可能エネルギー利用率 － 1%以上
省エネルギー推進 エネルギー使用原単位*2 2014 ▲18%

循環型社会の形成

廃棄物削減

廃棄物排出原単位*2 2014 ▲33％
【新規】有害廃棄物排出原単位*2,3 2019 ▲3％
再資源化率（国内） － 99.5%以上を維持
再資源化率（海外） － 90.0%以上を維持

資源効率向上

【新規】資源の有効利用を促進するため次の3点に取り組む
（1）事業所内での使い捨てプラスチック削減
（2）取引先と協働し梱包材の省資源化、リターナブル化
（3）ペーパーレス化

水資源の保全
水資源節約 水使用原単位*2 2014 ▲23%

排水管理 【新規】排水処理設備や水リサイクル設備の運用により、排水の放流先の基準に応じた適切な排水管理を行う
化学物質の管理 VOC削減 VOC排出原単位*2,4 2014 ▲42%

生物多様性の保全
（非生産拠点も含む）

事業所での
生物多様性の保全

【新規】事業所内の緑化やビオトープの設置などを通して、自然環境の保護と生物多様性の保全を推進する

社会貢献活動の推進 【新規】社会貢献活動として地域の自然環境保護や生物多様性の保全を推進する

製
品
分
野

製品の
環境性能向上

エコプロダクツの拡充 エコプロダクツ認定製品売上高比率 － 70%以上

リサイクルの推進
リサイクル素材使用率*5 － 70％以上を維持
【新規】新規部品の素材を表示し、素材情報を提供する*6

排出ガス規制対応
最新の排出ガス規制（Stage V）に対応した産業用ディーゼルエンジンを開発し、搭載製品を市場に投入する*7

【新規】最新の車両排出ガス規制に適合した車両を市場に投入する*8

*1 CO2ഉग़ྔはείʔϓ1おΑͼείʔϓ2をର৅
༺࢖४೥౓の஋をج、のҝସϨʔτはࡍΔ͢ࢉ׵をԁߴ࢈఺のੜڌ֎౰たΓの環境ෛՙྔをࣔし、ւߴ࢈୯Ґはੜݪ  2*
*3  ೔ຊࠃ಺はಛผ؅ཧ࢈業ഇغ෺、ւ֎はͦのࠃ΍஍Ҭの๏ྩͰఆΊΒΕた༗֐ഇغ෺をର৅
*4  VOCʢੑൃش༗ػԽ߹෺ʣは、ΫϘλάϧʔϓͰのഉग़ྔʹ઎ΊΔׂ߹͕େ͖͍、ΩγϨϯ、τϧΤϯ、Τνϧϕϯθϯ、ενϨϯ、1,2,4-τϦϝνϧϕϯθϯ、1,3,5-τϦϝνϧ
ϕϯθϯの6෺࣭をର৅

*5  ர෺੡඼ɾ෦඼ʢμΫλΠϧమ؅、ҟػ、؅ܗցர෺ʢΤϯδϯのΫϥϯΫέʔε౳ʣʣͰのϦαΠΫϧૉ࢖ࡐ༻཰ʢ�ʣ
*6  ର৅෦඼はࣾ಺දࣔج४ʹΑΔ
*7  Ԥभഉग़Ψεن ʢ੍Ԥभ Stageᶛʣ૬౰ʹରԠしたΤϯδϯを౥ࡌしたԤभɾ๺ถɾ೔ຊɾ͚ؖ޲ࠃτϥΫλ、ίϯόΠϯʢग़ྗଳɿ56kWʽPʻ560kWʣをର৅
*8  EPA Exhaust Emissionن ʢ੍ഉग़Ψε੍نʣ、EPA Permeation Emission ن ʢ੍೩ྉৠ੍نࢄʣ૬౰ʹରԠしたΨιϦϯΤϯδϯを౥ࡌしたϢʔςΟϦςΟϏʔΫϧをର৅
*9  ̨ はʮϚΠφεʯをࣔ͢
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（2021年策定）（2016年策定）

環境保全長期目標2030および実績

ΫϘλάϧʔϓは、ʮ環境保全௕ظ໨ඪ2030ʯのୡ੒ʹ͚޲て、࣮ ޮੑの׆͍ߴಈをల։͢ΔたΊのΞϓϩʔνとして、5೥͝と ʮʹ環境保全த

。ఆして͍ま͢ࡦ໨ඪʯをظ

環境保全
中期目標2020

中長期目標達成に
向けて活動推進

環境อશ
தظ໨ඪ2025

環境อશ
௕ظ໨ඪ2030

気候変動への対応　

目 標 2030年に、国内クボタグループのCO2排出量*を2014年度比で30ˋݮ࡟します

実 績　 2020年度は、国内クボタグループのCO2排出量*を2014年度比で26.3ˋݮ࡟しました

*CO2ഉग़ྔはείʔϓ1おΑͼείʔϓ2をର৅とし、ඇΤωϧΪʔݯىのԹࣨޮՌΨεをؚΈま͢。

಺ΫϘλάϧʔϓCO2ഉग़ྔのਪҠࠃ

0

20

40

60

80

100

ʢສt-CO2ʣ
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39.4

2014

53.4

2030
໨ඪ

37.4

環境配慮性の高い製品の開発　

目 標
エコプロダクツ認定製品売上高比率*を2030年に80ˋҎ্にします
2030年以降に上市する新製品はすべてエコプロダクツ認定製品をめざします

実 績　 2020年度のエコプロダクツ認定製品売上高比率*は、66.2ˋでした

ΤίϓϩμΫπೝఆ੡඼ച্ߴൺ཰のਪҠ

0
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2015 2016

（％）

2017 2030
໨ඪ

（年౓）

44.2ˋ45.2ˋ
55.6ˋ

2018 2019

58.6ˋ
66.3ˋ

2020

66.2ˋ

80ˋ

。রして͍ͩ͘͞ࢀ४ʢP98ʣʯをجఆࢉඪࢦఆํ๏はʮ環境ύϑΥʔϚϯεࢉඪのࢦ֤

ʮKUBOTA REPORT 2021 ϑϧϨϙʔτ൛ʯʹ ඪࢦ保ূをड͚ておΓ、保ূのର৅とͳΔऀࡾձࣾのୈࣜגの環境৘ใは、KPMG͋ͣ͞αεςφϏϦςΟࡌه
ʹはʮ    ʯϚʔΫを෇して͍ま͢。

*ΤίϓϩμΫπࣾ಺ೝఆ੍౓Ͱج४をΫϦΞした੡඼のച্ߴൺ཰
ΤίϓϩμΫπೝఆ੡඼ച্ߴൺ཰ʢ%ʣ́ ΤίϓϩμΫπのച্ߴ×
੡඼のച্ αʔϏε、ιϑτ、෦඼ɾ෇ଐ඼をআ͘ʣº100、ࣄ޻ʢߴ
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環境保全中期目標2020

ɹ2016೥౓ΑΓʮ環境保全தظ໨ඪ2020ʯʹ 業಺༰のมԽࣄ業ྔ΍ࣄ、をཱҊしࡦ業෦͝とʹରࣄ఺おΑͼڌ。てऔΓ૊Έを進Ίて͖ました͚޲

ʹΑΔӨڹをྀߟした্Ͱ、࣮ ࣮、ఆしࡦըをܭࢪ ͜、しました。2020೥౓はߦ のதظ໨ඪの࠷ऴ೥౓Ͱした。άϩʔόϧੜڌ࢈఺Ͱは、ίϩφ

ՒʹΑΓੜݮ࢈とͳΓました͕、ݮ࡟ରࡦのޮՌ΋͋Γ、2020೥౓࣮੷は、全てのࢦඪͰ໨ඪをୡ੒͢Δ͜と͕Ͱ͖ました。੡඼෼໺ʹお͍て΋、

全ての໨ඪをୡ੒͢Δ͜と͕Ͱ͖ました。৽たʹεʔύʔΤίϓϩμΫπ2݅をؚΉ40݅をΤίϓϩμΫπとしてೝఆし、ച্ߴൺ཰は66.2%と

ͳΓました。

グローバル生産拠点の目標

SDGs 課題 取り組み項目 管理指標*3 基準
年度

2020年度
目標*5

2020年度
実績*5 進捗状況

気候変動へ
の対応

CO2削減*1 CO2排出原単位 2014 ▲14％ ▲18.6％ 生産設備や照明・空調の省エネや
燃料転換、再生可能エネルギーの
導入、建築物の断熱対策等を推進
しています。省エネルギー エネルギー使用

原単位 2014 ▲10% ▲15.7％

循環型社会
の形成 廃棄物削減

廃棄物排出
原単位 2014 ▲10% ▲28.7％

分別管理の徹底や有価物化を推進
しています。

再資源化率*4

（国内） － 99.5%以上
を維持 99.5％

継続的な活動により従来のレベル
を維持しています。

再資源化率*4

（海外） － 90.0%以上
を維持 91.8％

委託先の変更により、埋立処分量
の削減を推進しています。

水資源の
保全 水資源節約 水使用原単位 2014 ▲10% ▲20.8％

排水の再生利用、節水活動を推進
しています。

化学物質
の管理 VOC削減*2 VOC排出

原単位 2014 ▲10% ▲37.7％ VOCを含む塗料・シンナー類の
廃止や削減を推進しています。

製品分野の目標

SDGs 課題 取り組み項目 管理指標 2020年度
目標

2020年度
実績 

進捗状況

製品の
環境性能
向上

エコプロダクツ
の拡充

エコプロダクツ認定製品
売上高比率*6 60%以上 66.2%

2020年度は新たに40件を
「エコプロダクツ」に認定しました。

リサイクルの
推進 リサイクル素材使用率*7 70%以上

を継続 72.5%
目標を超えるリサイクル素材使用
率を維持しています。

排出ガス
規制対応

最新の排出ガス規制に対応した産業用
ディーゼルエンジンの開発と搭載製品*8の
市場投入

排出ガス規制に対応したエンジンを搭載した以下
の製品*9 を市場投入しました。
トラクタM7003シリーズ M7153
・ 欧州EU規制（56kW以上130kW未満 StageⅤ）
適合
アグリロボトラクタ MR1000A
・ 国内特自規制（75kW以上130kW未満 平成26年
規制）適合

*1  CO2ഉग़ྔは、είʔϓ1おΑͼείʔϓ2をର৅とし、ඇΤωϧΪʔݯىのԹࣨޮՌΨεをؚΈま͢。ΤωϧΪʔݯىCO2のࢉఆʹお͍て、ి ྗのഉग़܎਺はج४೥౓の
஋を࢖༻しま͢。

*2  VOCʢੑൃش༗ػԽ߹෺ʣは、ΫϘλάϧʔϓͰのഉग़ྔʹ઎ΊΔׂ߹͕େ͖͍、ΩγϨϯ、τϧΤϯ、Τνϧϕϯθϯ、ενϨϯ、1,2,4-τϦϝνϧϕϯθϯ、1,3,5-τϦϝν
ϧϕϯθϯの6෺࣭をର৅として͍ま͢。

。しま͢༺࢖४೥౓の஋をج、のҝସϨʔτはࡍΔ͢ࢉ׵をԁߴ࢈఺のੜڌ֎౰たΓの環境ෛՙྔͰ͢。ւߴ࢈୯Ґはੜݪ  3*
。Խྔʹは೤ճऩྔをؚΈま͢ݯࢿ࠶֎Խྔʴຒཱྔʣº100ɹࣾݯࢿ࠶֎Խྔʣ×ʢ༗Ձ෺ച٫ྔʴࣾݯࢿ࠶֎ࣾ+Խ཰ʢ%ʣ=ʢ༗Ձ෺ച٫ྔݯࢿ࠶  4*
*5  ̨ はʮϚΠφεʯをҙຯしま͢。
*6  ΤίϓϩμΫπࣾ಺ೝఆ੍౓Ͱج४をΫϦΞした੡඼のച্ߴൺ཰ 
ΤίϓϩμΫπೝఆ੡඼ച্ߴൺ཰ʢ%ʣ́ ΤίϓϩμΫπのച্ߴ×੡඼のച্ αʔϏε、ιϑτ、෦඼ɾ෇ଐ඼をআ͘ʣº100、ࣄ޻ʢߴ

*7  ΫϘλάϧʔϓͰ੡଄͢Δர෺੡඼ɾ෦඼ʢμΫλΠϧమ؅、ҟػ、؅ܗցர෺ʢΤϯδϯのΫϥϯΫέʔε౳ʣʣͰのϦαΠΫϧૉ࢖ࡐ༻཰ʢ%ʣͰ͢。
*8  Ԥभഉग़Ψεن ʢ੍Ԥभ StageᶚおΑͼVʣ૬౰ʹରԠしたΤϯδϯを౥ࡌしたԤभɾ๺ถɾ೔ຊɾ͚ؖ޲ࠃτϥΫλ、ίϯόΠϯʢग़ྗଳɿ56kWʽPʻ560kWʣをର৅としま͢。
*9 2020೥౓ʹࢢ৔౤ೖした੡඼のҰ෦をࡌهして͍ま͢。
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▶環境อશதظ໨ඪ2020ʹର͢Δ࣮੷のਪҠ

CO2ഉग़ݪ୯Ґݮ࡟཰のਪҠ ΤωϧΪʔݪ༺࢖୯Ґݮ࡟཰のਪҠ

ഇغ෺ഉग़ݪ୯Ґݮ࡟཰のਪҠ*1 ഇغ෺ݯࢿ࠶Խ཰のਪҠ*1

水ݪ༺࢖୯Ґݮ࡟཰のਪҠ VOCഉग़ݪ୯Ґݮ࡟཰のਪҠ*2

৔౤ೖͨ͠੡඼のྫʣࢢʹ੡඼ʢ2020೥౓ࡌରԠΤϯδϯ౥੍ن৽のഉग़Ψε࠷▶
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エコ・ファースト企業として

ɹΫϘλάϧʔϓは2010೥5݄ʹ、環境保全΁のऔΓ૊Έを約束し、環境େਉΑΓʮΤίɾϑΝʔετ

企業ʯʹ ೝఆ͞Εました。また、環境保全த௕ظ໨ඪʹ͖ͮج、ʮΤίɾϑΝʔετの約束ʯをߋ৽し、

2017೥10݄ ʮʹΤίɾϑΝʔετ企業ʯʹ 。ೝఆ͞Εました࠶

「エコ・ファースト企業」認定の詳細についてはこちらから
www.kubota.co.jp/sustainability/environment/ecofirst/ ΤίɾϑΝʔετɾϚʔΫ

*1  2020೥౓ΑΓҰ෦ւ֎ڌ఺͕ഉਫྔʹ্ܭして͍た੡඼ચড়ޙのਫをચড়޻ఔの࣮ଶを
͜。しましたߋΔ͜とʹม্͢ܭʹ෺غして、ഇྀߟ Εʹと΋ͳ͍、ഇغ෺ഉग़ݪ୯Ґݮ࡟
཰おΑͼݯࢿ࠶Խ཰ʢւ֎ੜ࢈ʣをա೥౓ʹ૎ٴしてमਖ਼して͍ま͢。

*2  ਫ਼౓্޲のたΊ、2014೥Ҏ߱のVOCഉग़ྔをमਖ਼しました。ͦ Εʹと΋ͳ͍、VOCഉ
ग़ݪ୯Ґをա೥౓ʹ૎ٴしてमਖ਼して͍ま͢。
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環境経営推進体制
　経済発展にともない私たちのまわりには気候変動や水リスク、海洋プラスチック問題など、様々な環境問題が発生していま
す。世界は「脱炭素」化や循環経済などに向けた動きを加速させ、企業に対してもこれら環境問題を解決する活動を期待してい
ます。
　クボタグループでは、変化する社会動向を先読みし、環境経営の方向付けや目標を達成するための戦略策定が必要となりま
す。また、グローバルで活動を展開するためのPDCAサイクルの実践も不可欠です。今後も社会の発展と地球環境保全に貢献
する環境経営を支える体制を強化してまいります。

組織体制

ɹ2014೥౓ΑΓʮ環境ܦӦઓུձٞʯをઃஔし、ܦӦ૚ओಋのਪ進ମ੍ʹΑΔઓུతͰಠࣗੑの͋Δ環境ܦӦの࣮ݱをਤͬて͍ま͢。また、

ʮ環境؅ཧ୲౰੹೚ऀձٞʯを೔ຊ、தࠃ、ΞδΞ、๺ถ、Ԥभの஍۠͝とʹ։࠵し、άϧʔϓ全ମの環境ܦӦをάϩʔόϧʹਪ進して͍ま͢。

取締役会

環境経営戦略会議
環境管理担当責任者会議

エコプロダクツ認定委員会

事業部

グループ会社

環境管理部生産技術本部

日本会議

中国会議

アジア会議

北米会議

欧州会議

生産拠点維持管理拠点 *建設工事拠点サービス拠点オフィス

*環境ϓϥϯτのӡస΍ϝϯςφϯεをࣄ業としてͬߦて͍Δڌ఺

環境経営戦略会議

ɹʮ環境ܦӦઓུձٞʯは、୅දऔక໾ࣾ௕と͢΂てのࣾ಺औక໾、 
企ըຊ෦௕、ੜٕ࢈ज़ຊ෦௕、ڀݚ։ൃຊ෦௕、ௐୡຊ෦௕、ίϯϓ

ϥΠΞϯεຊ෦௕ʹΑͬてߏ੒͞Εて͍ま͢*。͜ ͜Ͱは、ީؾมಈͳ

Ͳの஍ٿ環境໰୊΍ࣄ業環境を;ま͑て、環境保全ʹؔ͢Δத௕ظ

໨ඪ΍ॏ఺ࡦࢪͳͲ、ΫϘλάϧʔϓ環境ܦӦのத௕ظతͳํੑ޲を

৹ٞし、環境ෛՙɾ環境ϦεΫの௿ݮ΍環境഑ྀ੡඼の֦ॆͳͲॏ఺

తʹऔΓ૊Ή΂͖߲ࣄ΍ܭըをܾఆして͍ま͢。2020೥౓の環境ܦ

Ӧઓུձٞは7݄、9݄、11݄の߹3ܭճ։࠵しました。

ɹձٞの݁Ռはऔక໾ձ΍ࣥߦ໾һձʹใ͢ࠂΔとと΋ʹ、άϧʔϓ

಺ʹల։して͍ま͢。また、άϧʔϓ全ମの環境保全׆ಈの進௙を೺

Ѳɾ෼ੳし、ͦ の݁Ռを࣍のܭը΍ํ਑のࡦఆʹ൓ө͢Δ͜とͰ

PDCAαΠΫϧʹ͍ͮجたϚωδϝϯτを࣮ߦして͍ま͢。ޙࠓ΋、ܦ

Ӧ૚ओಋのεϐʔσΟͳ環境ܦӦをਪ進して͍͖ま͢。

*ຊ෦௕はऔక໾またはࣥߦ໾һ

Ӧઓུձٞܦڥ؀
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環境管理担当責任者会議

ɹΫϘλάϧʔϓの環境؅ཧମ੍のڧԽ、環境ෛՙɾ環境ϦεΫの௿ݮをάϩʔόϧʹ進ΊΔ͜とを໨తʹ、஍۠͝とのʮ環境؅ཧ୲౰੹೚ऀձٞʯ

を։࠵して͍ま͢。

ɹ2020೥౓は、ίϩφՒʹΑΓैདྷ࣮ࢪして͍Δݱ஍Ͱのษڧձʢ՝୊நग़とରԠݕ౼ʣ΍՝୊ղܾの౼ٞはͰ͖まͤΜͰした͕、தࠃ஍۠

ʢ1ճʣ、๺ถ஍ ʢ۠2ճʣ、おΑͼ೔ຊ஍ ʢ۠2ճʣͰͦΕͧΕΦϯϥΠϯ΋׆༻したձٞを։࠵しました。ւ֎஍۠のձٞʹはݱ஍ձࣾࣾ௕΍環境

؅ཧ୲౰Ϛωʔδϟ、ελοϑͳͲをର৅ʹ、೔ຊձٞはάϧʔϓձࣾをؚΉࠃ಺24ڌ఺の環境؅ཧ୲౰Ϛωʔδϟ΍ελοϑをର৅ʹ։࠵し

ました。ձٞͰは、ΫϘλάϧʔϓのํ਑ɾਪ進߲ࣄの఻ୡ΍、環境保全தظ໨ඪʹର͢Δ進௙ঢ়گのڞ༗、省Τωରࡦɾ環境ϦεΫରࡦͳͲの

。ました͍ߦදͳͲをൃྫࣄ

ɹւ֎ձٞʹ͍ͭては、2017೥ΑΓ、֤ ஍۠಺のΨόφϯε΍࿈ڧܞԽとऔΓ૊ΈのϨϕϧΞοϓをޮ཰తʹଅ進͢Δ͜とを໨తʹ、ݱ஍ڌ఺

ओମのձٞӡӦのߏஙを進Ίて͍ま͢。2017೥12݄ʹλΠࠃ಺の5ࣾ、2018೥12݄ʹதߐࠃો省の3ࣾ、2019೥8݄ʹ๺ถの6ࣾʹΑΔձٞ

ମ͕ൃ଍し、஍۠Ͱの໨ඪઃఆ、ఆظతͳ૬࡯ࢹޓ、๏੍نରԠのڧԽ、༏ྑྫࣄのਫฏల։ͳͲ、஍۠͝とʹςʔϚをܾΊてऔΓ૊ΜͰ͍ま͢。

ɹޙࠓ΋、環境؅ཧ୲౰੹೚ऀձٞを௨͡て、άϧʔϓ全ମの環境保全׆ಈの͞ΒͳΔϨϕϧΞοϓをਤͬて͍͖ま͢。

環境ϚωδϝϯτγεςϜʹͮ͘ج業຿ӡӦはʮ環境ϚωδϝϯτʯʢP83ʣをࢀরして͍ͩ͘͞。

๺ถձٞ Kubota Manufacturing of America CorporationʢΞϝϦΧʣ
2020೥౓はΦϯϥΠϯձٞを։࠵

೔ຊձٞ ΫϘλຊࣾࡕਆࣄ຿ॴʢ2020೥2݄3೔։࠵ʣ

ENVIRONMENT ENVIRONMENT



気候変動への対応
　IPCC（気候変動に関する政府間パネル）第5次報告書では、気候システムの温暖化には疑う余地はなく、20世紀半ば以降に観
測された温暖化は人間活動の影響が支配的な要因であった可能性が極めて高いとされています。また、国際的な気候変動対策
の枠組みである「パリ協定」が2020年から始動しました。各国ではCO2排出実質ゼロやカーボンニュートラルを宣言するなど、
「脱炭素」社会への移行に向けた動きが加速しつつあり、企業における温室効果ガス削減の取り組みがますます重要性を増して
きています。
　クボタグループは「気候変動への対応」をマテリアリティの一つとして捉え、省エネルギー活動や再生可能エネルギーの導入など
により、温室効果ガス排出量を削減する気候変動の「緩和」と、気候変動の影響に備える「適応」に向けた取り組みを進めています。

気候変動の緩和

CO2排出量（スコープ1とスコープ2）

ɹ2020೥౓のCO2ഉग़ྔは57.0ສtͰ、લ೥౓ൺ9.5ˋݮগしました。また、CO2ഉग़ݪ୯Ґはલ೥౓ൺ6.3ˋվળしました。͜ ΕΒは、ίϩ

φՒʹΑΔ੡଄ఀࢭ΍ர෺ڌܥ఺ʹお͚Δੜྔ࢈のݮগʹՃ͑、LEDԽ΍೩ྉస׵ͳͲのݮ࡟ରࡦの࣮ࢪ、ి ਺のվ܎業ऀ͝とのഉग़ࣄؾ

ળ͕ओͳཁҼͰ͢。

CO2ഉग़ྔͱݪ୯ҐのਪҠç

ʢt-CO2/ԯԁʣʢສt-CO2ʣ
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57.0*1

32.8
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20.3

42.7
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CO2ഉग़ ʢྔւ֎ʣ*2

CO2ഉग़ ʢྔࠃ಺ʣ*2

CO2ഉग़ݪ୯Ґ *3ʢӈ໨੝ʣ

*1 CO2ഉग़ ʢྔ57.0ສt-CO2ʣʹ はCO2としてେؾഉग़͞Εͣ、మ؅ͳͲの੡඼ʹٵऩ͞ΕΔ୸ૉ૬౰෼ʢ1.8ສt-CO2ʣをؚΜͰ͍ま͢。
*2 CO2ഉग़ྔʹはඇΤωϧΪʔݯىԹࣨޮՌΨεഉग़ྔをؚΜͰ͍ま͢。
४ʢجࠂ຿ใࡒࡍࠃ४ʹସ͑てجࠃは、2018೥౓ΑΓैདྷのถߴ౰たΓのCO2ഉग़ྔͰ͢。࿈݁ച্ߴ୯Ґは࿈݁ച্ݪ 3* IFRSʣをద༻して͍ま͢。

CO2削減対策

ɹΫϘλάϧʔϓは、環境保全த௕ظ໨ඪʢP46ʙ49ʣをࡦఆし、ࣄ業׆ಈʹと΋ͳ͏CO2ഉग़ྔとΤωϧΪʔ࢖༻ྔのݮ࡟ʹ஫ྗして͍ま͢。

ɹ֤ੜڌ࢈఺ʹお͍て、தظతͳݮ࡟ରࡦの࣮ܭࢪըをࡦఆし、ຖ೥ݟ௚しをͬߦて͍ま͢。ͦ のࡍ、ΠϯλʔφϧΧʔϘϯϓϥΠγϯά*をಋ

ೖし、ઃඋ౤ܭࢿըʹお͍てCO2ഉग़ྔ΍ΤωϧΪʔ࢖༻ྔのޮݮ࡟Ռ΍CO2ྔݮ࡟౰たΓの౤ࢿඅ༻をࢉఆして͍ま͢。Ҋ݅͝とʹ環境໘

Ͱの༗ޮੑ΍ࡁܦ߹ཧੑを໌Β͔ʹし、౤ࢿ൑அのࡐྉとして͍ま͢。

ɹ۩ମతͳݮ࡟ରࡦとしては、ΤωϧΪʔޮ཰の͍ߴઃඋ΁の੾Γସ͑΍ద੾ͳӡస؅ཧʹΑΔΤωϧΪʔফඅのϜμऔΓ、޻ఔ͝との࢖༻

ిྗの͑ݟΔԽͳͲのऔΓ૊Έを進Ίて͍ま͢。また、άϩʔόϧ全ڌ఺ʹお͍て、LEDর໌のར༻֦େを進Ίて͖ました。2020೥຤࣌఺

Ͱ、ੜڌ࢈఺ʹお͚Δর໌のLEDԽൺ཰は85%とͳΓました。2020೥౓はੜ࢈ઃඋの೩ྉస׵΍ѹॖΤΞの省ΤωϧΪʔରࡦͳͲʹ΋औΓ

૊Έました。

ɹまた、࠶ੜՄೳΤωϧΪʔのಋೖ΋進Ίて͍ま͢。2020೥౓は、ٱ保ా೶業ػցʢોभʣ༗࢘ެݶʢதࠃʣͰ৽たʹେن໛ଠཅޫൃిγεςϜ

͕Քಇしました。άϧʔϓ全ମͰの࠶ੜՄೳΤωϧΪʔのར༻ྔは5,683MWhʢ約3,280t-CO2のCO2ഉग़ྔݮ࡟ʹ૬౰ʣとͳΓ、2019೥౓と

ൺֱして2ഒҎ্とͳΓました。

ɹάϩʔόϧੜڌ࢈఺ʹお͚Δ環境保全தظ໨ඪ2020ʹ͚޲たCO2ݮ࡟ରࡦの2020೥౓੒Ռとして、ج४೥౓ʢ2014೥౓ʣ͔ Βରࡦを࣮ࢪ

しͳ͔ͬた৔߹とൺֱして4.22ສt-CO2をݮ࡟しました。また、ͦ ΕΒのରࡦのޮࡁܦՌは2014೥౓ൺͰ9.1ԯԁとͳΓました。2020೥౓の

ੜߴ࢈౰たΓのCO2ഉग़ݪ୯Ґは2014೥౓ൺͰ18.6ˋվળしました。

ɹޙࠓ΋、ੜ࢈ઃඋ΍ۭௐɾর໌ͳͲの省ΤωରࡦʹՃ͑、ΫϘλੜํ࢈ ʢࣜKPSʣのͮ͘جʹํ͑ߟΤωϧΪʔのϜμɾϩεݮ࡟΍࠶ੜՄೳΤ

ωϧΪʔのར༻֦େをਪ進して͍͖ま͢。

*૊৫͕಺෦తʹ୸ૉՁ֨෇͚を࣮͢ࢪΔ͜と
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ΫϘλࡖ੡଄ॴͰは、ࣗ Ոൃి࣌ʹੜ͡たഉ೤を༗ޮར༻し、੡଄

ϥΠϯͰ࢖༻͢ΔৠؾϘΠϥʔの೩ྉを͢ݮ࡟ΔΨείʔδΣω

ϨʔγϣϯγεςϜをಋೖして͍ま͢。2020೥౓は͜のऔΓ૊Έʹ

ΑΓ、約370t-CO2のCO2ഉग़ྔをݮ࡟して͍ま͢。

৔౩の԰্ʹग़ྗ޻、ʣͰはࠃʢத࢘ެݶցʢોभʣ༗ػ保ా೶業ٱ

3.59MWのଠཅޫύωϧをઃஔして͍ま͢。͜ ΕʹΑΓ、2020೥は

約2,400t-CO2૬౰のൃిを͍ߦました。

トラクタケース加工ラインの更新における省エネルギーの取り組み推進

ɹΫϘλஜ೾޻৔Ͱは、ੜ࢈ೳྗのҡ࣋ɾ্޲をਤͬたτϥΫλ

έʔεՃ޻ϥΠϯのߋ৽ʹお͍て、ΤωϧΪʔ࢖༻ྔのݮ࡟ʹऔ

Γ૊Έました。

ɹ౰޻৔は、τϥΫλ΍࢈業༻Τϯδϯを੡଄して͍ま͢。2020

೥౓ʹは約6.8ສ୆のτϥΫλを੡଄し、ޙࠓ΋ಉਫ४のੜ࢈ɾ

ग़ՙ͕ଓ͘ݟ௨しͰ͢。Ұํ、ࣄ業をܧଓして͍͘ͳ͔Ͱ、ܦ೥

ʹΑΔੜ࢈ೳྗの௿ԼͳͲ͕՝୊とͳͬて͍ました。ͦ ͜Ͱ、τ

ϥΫλ੡଄޻ఔのҰͭͰ͋Δ、τϥΫλέʔε෦඼のՃ޻ϥΠϯ

のߋ৽ʹऔΓ૊Έました。

ɹ͜のऔΓ૊ΈͰは、ઃඋՔಇ཰の্޲を໨తとしたηϯγϯά

ٕज़ͳͲ、৽し͍ٕज़΍ઃඋをಋೖ͢Δとと΋ʹ、ΑΓޮ཰తʹ

ੜ࢈Ͱ͖ΔΑ͏޻৔のϨΠΞ΢τを࠶ฤしました。Ճ͑て、Ճ޻

ྔڅڙのΠϯόʔλԽ΍ϛετίϨΫλʔの省ిྗԽ、ΤΞʔػ

の௿ػݮೳの௥ՃͳͲ、࠷৽の省ΤωϧΪʔثػをಋೖ͢Δ͜とͰి࢖ؾ༻ྔをݮ࡟しました。2020೥8݄͔Β

͜のՃ޻ϥΠϯͰྔ࢈を։࢝し、ΤωϧΪʔίετを約9ˋ͢ݮ࡟Δ͜と͕Ͱ͖ました。

ɹޙࠓ΋、ΤωϧΪʔ࢖༻ྔɾίετを͢ݮ࡟ΔऔΓ૊Έをܧଓして͍͖ま͢。

VOICE

ஜ೾޻৔
େम ࢠΒɹ͔ۚࠨ

্໺ ༤ਔ
ਂᖒ ܙଠ
৬௕ ߒ ઒ࢢ
Ԭా ஐ໵ ৬௕
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४ʢجࠂ຿ใࡒࡍࠃ४ʹସ͑てجࠃは、2018೥౓ΑΓैདྷのถߴ౰たΓの෺ྲྀCO2ഉग़ྔͰ͢。࿈݁ച্ߴ಺࿈݁ച্ࠃ୯Ґはݪ* IFRSʣをద༻して͍ま͢。

。রして͍ͩ͘͞ࢀ४ʢP98ʣʯをجఆࢉඪࢦఆํ๏はʮ環境ύϑΥʔϚϯεࢉඪのࢦ֤

*1 PJ = 1015J、TJ = 1012J
४ʹସ͑てجࠃは、2018೥౓ΑΓैདྷのถߴͰ͢。࿈݁ച্ྔ༺࢖౰たΓのΤωϧΪʔߴ୯Ґは࿈݁ച্ݪ  2*
४ʢجࠂ຿ใࡒࡍࠃ IFRSʣをద༻して͍ま͢。

*1  ඇΤωϧΪʔݯىԹࣨޮՌΨεʹはҎԼをؚΈま͢。CO24.1ઍt-CO2、CH40.8ઍt-CO2、N2O0.4ઍt-CO2、
HFC0.4ઍt-CO2、PFC0t-CO2、SF60.03ઍt-CO2、NF30t-CO2

*1  ೶業ػց、ݐઃػց、ΤϯδϯͳͲの੡඼のੜ࢈ʹ
ΑΔCO2ഉग़ྔ

*2  μΫλΠϧమ؅、ர߯ͳͲの੡඼のੜ࢈ʹΑΔCO2

ഉग़ྔ

஍ҬผCO2ഉग़ྔ

ผCO2ഉग़ྔۀࣄ

෺ྲྀCO2ഉग़ྔͱݪ୯ҐのਪҠʢࠃ಺ʣ

ഉग़ݯผCO2ഉग़ྔ

୯ҐのਪҠçݪͱྔ༺࢖ॴʹ͓͚ΔΤωϧΪʔۀࣄ

՟෺༌ૹྔのਪҠʢࠃ಺ʣ

૯ഉग़ྔ
57.0ສt-CO2

ʢ2020೥౓ʣ

Ԥभɾͦのଞ

4.0ˋ

೔ຊ

69.1̀

ถभ

13.5ˋ

ΞδΞɾΦηΞχΞ

13.4ˋ

૯ഉग़ྔ
39.4ສt-CO2

ʢ2020೥౓ʣ

಺ࠃ 

Խੴ೩ྉの࢖༻ʹと΋ͳ͏CO 2

53.7ˋ

ඇΤωϧΪʔݯى
ԹࣨޮՌΨε*1

1.2ˋ 45.1ˋ

૯ഉग़ྔ
17.6ສt-CO2

ʢ2020೥౓ʣ

 ւ֎

Խੴ೩ྉの࢖༻ʹと΋ͳ͏CO 2

42.0ˋ

ඇΤωϧΪʔݯى
ԹࣨޮՌΨε*1

0.5ˋ

ೖిྗɾ೤のߪ
と΋ͳ͏ʹ༺࢖
CO2

ೖిྗɾ೤のߪ
と΋ͳ͏ʹ༺࢖
CO2

57.5ˋ

௨ڞ

1.0ˋ

ցػ *1

60.4ˋ

ਫɾ環境 *2

38.6ˋ

૯ഉग़ྔ
57.0ສt-CO2

ʢ2020೥౓ʣ

物流CO2排出量

ɹ2020೥౓の෺ྲྀCO2ഉग़ྔは3.8ສt-CO2Ͱ、લ೥౓ൺͰ7.3ˋݮ࡟しました。また、෺ྲྀCO2ഉग़ݪ୯Ґはલ೥౓ൺ2.6ˋվળしました。

。ଓしてਪ進して͍ま͢ܧ΍ધഫར༻ʹΑΔϞʔμϧγϑτͳͲのऔΓ૊Έを্޲཰のޮࡌੵ

20

15

10

5

0

ʢPJ*1ʣ ʢTJ*1/ԯԁʣ

0.8

0.6

0.4

0.2

0

ΤωϧΪʔ࢖༻ ʢྔւ֎ʣ
ΤωϧΪʔ࢖༻ ʢྔࠃ಺ʣ
ΤωϧΪʔݪ༺࢖୯Ґ*2ʢӈ໨੝ʣ

2014

12.0

3.7

8.3

0.6620.708 0.661 0.629

ʢ೥౓ʣ2016

3.6

7.7

11.3

2017

11.6

4.1

7.5

2019

12.1

4.5

7.6

2018

12.2

4.5

7.7

0.613

2020

11.4

4.1

7.3

0.758

8.0

6.0

4.0

2.0

0.0

ʢສt-CO2ʣ

8.0

6.0

4.0

2.0

0

ʢt-CO2/ԯԁʣ

2016 2017

7.83

4.4

1.1

3.3

2018

7.55 7.62

4.1

1.1

3.0

4.4

1.1

3.3

2019 ʢ೥౓ʣ

4.2

1.1

3.1

෺ྲྀCO2ഉग़ ʢྔάϧʔϓձࣾʣ
෺ྲྀCO2ഉग़ ʢྔΫϘλʣ
෺ྲྀCO2ഉग़ݪ୯Ґ*ʢӈ໨੝ʣʢୈऀࡾ保ূର৅֎ʣ

4

3

2

1

0

ʢԯτϯΩϩʣ

ʢ೥౓ʣ2016

3.47
3.23

1.07

2.40

2017

3.35

0.98

2.37

2018

3.33

0.98

2.35

2019

0.99

2.24

మಓɾધഫ
τϥοΫ

6.55

1.0

2.8

2020

3.13

0.91

2.22

2020

6.38

3.8
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区分 算定対象
排出量（万 t-CO2）*4

2018年度 2019年度 2020年度

自社の排出
直接排出（スコープ 1）

化石燃料の使用 30.9 30.3 28.5

非エネルギー起源温室効果ガスの排出 0.7 0.7 0.6

間接排出（スコープ 2） 購入した電力・熱の使用 33.1 32.0 27.9

上流および
下流での排出

その他の
間接排出
（スコープ 3）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
テ
ゴ
リ
ー

1 購入した製品・サービスの資源採取、製造、輸送 239.1 244.6 232.2

2 購入した設備などの資本財の製造、輸送 21.5 29.0 29.2

3 購入した燃料・エネルギーの資源採取、製造、輸送 *1 2.7 2.7 10.5

4 購入した製品などの輸送 未算定　 未算定 未算定

5 拠点から排出した廃棄物の処理 2.0 2.6 2.8

6 従業員の出張 1.0 1.0 1.1*7

7 雇用者の通勤 *2 0.3 0.6 1.0*7

8 賃借したリース資産の運用 対象外 *5 対象外 *5 対象外 *5

9 販売した製品の輸送 *3 19.2*6 18.4 19.9

10 中間製品の加工 17.3 32.0 14.8

11 販売した製品の使用 2,106.0 2,117.6 2,059.0

12 販売した製品の廃棄時の処理 4.2 4.2 4.1

13 賃借するリース資産の運用 対象外 *5 対象外 *5 対象外 *5

14 フランチャイズの運用 対象外 *5 対象外 *5 対象外 *5

15 投資の運用 対象外 *5 対象外 *5 対象外 *5

合計　スコープ 3 2,413.3 2,452.6 2,374.5

合計　スコープ 1、2、3 2,478.0 2,515.6 2,431.5

バリューチェーンを通じたCO2排出量

ɹࣄ業ॴʹお͚ΔCO2ഉग़ྔʹとͲまΒͣ、όϦϡʔνΣʔϯ全ମのഉग़ྔの೺ѲʹऔΓ૊ΜͰ͍ま͢。ΨΠυϥΠϯ*ʹ͖ͮج、είʔϓ3

ഉग़ྔをࢉఆしました。ޙࠓ΋ࢉఆର৅の֦େʹͭとΊて͍͖ま͢。

*環境省ɾ࢈ࡁܦ業省ʮαϓϥΠνΣʔϯを௨͡たԹࣨޮՌΨεഉग़ྔࢉఆʹؔ͢ΔجຊΨΠυϥΠϯʯ

όϦϡʔνΣʔϯの֤ஈ֊のCO2ഉग़ྔ

スコープͱ͸
スコープ� スコープ�

スコープ�

スコープ�

スコープ�

スコープ�

スコープ�

スコープ�

スコープ�

スコープ�

ௐୡ・۷࠾ྉのࡐݪ のؾ೤・ৠ・ؾೖͨ͠ిߪ
ͱ΋な͏ʹ༺࢖
ؒ઀ഉ出

ࣗ社
・೩ྉの࢖༻
業プロセスのഉ出޻・

௨ۈ
Ӧ業、出ு

ࣗ社Ͱ発ੜͨ͠ഇغ෺の
༌ૹ、ॲཧ

ྉ౳の製଄ࡐݪ

ྉ౳の༌ૹࡐݪ 製品、঎品の༌ૹ
தؒ製品のՃ޻

製品、঎品の࢖༻

製品、঎品のഇغ

()(ϓϩτίϧʹΑΓఆٛ͞Εͨഉग़ݯͷൣғ
είʔϓ�ɿࣗऀۀࣄΒʹΑΔ௚઀ഉग़
είʔϓ�ɿΤωϧΪʔͷ࢖༻ʹͱ΋ͳ͏ؒ઀ഉग़
είʔϓ�ɿͦ ͷଞͷؒ઀ഉग़

ʢऀۀࣄͷ׆ಈʹؔ࿈͢Δଞऀ΍٬ઌͰͷഉग़ʣ

。রして͍ͩ͘͞ࢀ४ʢP98ʣʯをجఆࢉඪࢦఆํ๏はʮ環境ύϑΥʔϚϯεࢉඪのࢦ֤

*1 2020೥౓ΑΓ、ߪೖしたిྗʹՃ͑、೩ྉをࢉఆର৅ʹؚΊて͍ま͢。
*2 2019೥౓ΑΓ、ࠃ಺σʔλʹՃ͑、ւ֎ࢠձࣾのCO2ഉग़ྔをؚΜͰ͍ま͢。
*3 2018೥౓ΑΓ、ࠃ಺σʔλʹՃ͑、ࠃ಺͔Βւ֎΁のҰ෦੡඼のધഫ༌ૹʹと΋ͳ͏CO2ഉग़ྔをؚΜͰ͍ま͢。
*4 ֤਺஋のޒࣺ࢛ೖʹΑΓ、֤ ਺஋を߹ܭした஋と߹ܭ஋ʹࠩҟ͕ੜ͡Δ৔߹͕͋Γま͢。
*5 ʮର৅֎ʯのCO2ഉग़ྔは0ʹ૬౰しま͢。
*6 ਫ਼౓্޲のたΊ、2018೥౓のൢചした੡඼の༌ૹʹと΋ͳ͏CO2ഉग़ྔをमਖ਼して͍ま͢。
。୯Ґ͕લ೥ΑΓେ͖ͳ஋とͳͬたたΊ、CO2ഉग़ྔは૿Ճしましたݪఆʹ༻͍たֹۚ౰たΓのCO2ഉग़ࢉ 7*
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気候変動への適応

気候変動への適応策

ɹީؾมಈ͕進Ήと、ؾ৅֐ࡂのසൃ΍೶業ܗଶのมԽ、೤த঱の૿ՃͳͲ、ࢲたちの͘ΒしʹѱӨڹをおΑ΅͢Մೳੑ͕͋Γま͢。ީؾมಈ

ʹରして、ࢲたちはԹࣨޮՌΨεのഉग़ݮ࡟ʢ؇࿨ʣを進ΊΔとと΋ʹ、ީؾมಈのӨڹʹΑΔඃ֐のճආɾܰݮʢదԠʣରࡦ΋ಉ࣌ʹ進Ίて͍͘

ඞཁ͕͋Γま͢。

ɹΫϘλάϧʔϓͰは、ީؾมಈ΁のదԠࡦとして、੡඼ɾαʔϏεとࣄ業ॴͰのऔΓ૊Έを࣮ࢪして͍ま͢。

▶੡඼・αʔϏεでのऔΓ૊Έ
カテゴリー 主な取り組み

食料

  異常高温でも品質・収量を低下させない米づくりのために深耕可能なトラクタの提供や、高温条件に対応した適正な肥
料の散布など、土づくりのための情報提供
  農作業など炎天下の厳しい条件下での作業の軽労化を図る機械の高性能化、ロボット技術や ICTを活用したクボタスマー
トアグリシステム（KSAS）の提供
  農業関係の方へ気候変動による気温、降水量、日射量の変化と作物への影響に関する情報提供

水

洪水・浸水
  異常気象による洪水などの災害対策として、災害復旧用排水ポンプ車や超軽量緊急排水ポンプユニット、雨水貯留浸透
製品、マンホールトイレ配管システムなどの提供
  台風・豪雨などの災害でも、強靭な管体と優れた継手性能によりその有効性を発揮するダクタイル鉄管の提供

渇水
  渇水対策として、上下水処理システムや処理プラントの効率的な運転に貢献する IoTを活用した管理システムの提供
  排水を再利用可能な水に浄化する液中膜ユニットや槽浸漬方式セラミックろ過装置などの提供

管理システム
  NTTグループと連携した気象情報を活用したダムから排水機場までの施設を管理する IoTを活用したクボタスマートイ
ンフラストラクチャシステム（KSIS）の提供
  農業用水分野における遠隔での水田の適切な水管理が可能なほ場水管理システムWATARAS（ワタラス）の提供

生活環境
  災害・停電時に非常用電源となる発電機用ディーゼルエンジンの提供
  災害の防止や復旧・復興に貢献する建設機械の提供
  異常気象においてもクリーンで快適な室内環境を作る高効率な空調機器の提供

ॴでのऔΓ૊Έۀࣄ▶
ɹࣄ業ॴͰのऔΓ૊Έとして、BCP΍֐ࡂରԠϚχϡΞϧをࡦఆして͍ま͢。͞ Βʹߴ、 ை΍ήϦϥ߽Ӎରࡦとしてഉਫϙϯϓのઃஔ΍๷ࡂ

。Δとと΋ʹ、ਫෆ଍ʹඋ͑ஷਫ૧をઃஔして͍ま͢͢ࢪ࿅を࣮܇

WATARASのγεςϜ֓ཁ

΄৔水؅ཧγεςϜWATARASʢϫλϥεʣのఏڙ
ɹWATARASは、εϚʔτϑΥϯ΍ύιίϯͰਫాのਫҐ

ͳͲをϞχλϦϯάしͳ͕Β、ԕִૢ࡞΍ࣗಈ੍ޚͰਫా

΁のڅਫɾഉਫ͕Ͱ͖ΔγεςϜͰ͢。

ɹ߽ӍʹΑΓՏ઒͕൙ཞ͢Δ͕͋ݥةΔと͖は、ԕִૢ࡞

Ͱഉਫ͢ΔਫҐのઃఆを্͛Δ͜とͰ、Ұ࣌తʹాΜ΅ʹ

ӍਫをたΊΔεϚʔτాΜ΅μϜの࣮ূ͕ߦわΕておΓ、

。଴͞Εて͍ま͢ظਫを๷͙ํ๏のҰͭとしてߑ

ୈҰ޻৔΁ઃஔʢ2019೥ʣ ୈೋ޻৔΁ઃஔʢ2020೥ʣ

଱ީੑの͋Δ԰ࠜࡐのಋೖ
ɹKubota Manufacturing of America 

CorporationʢΞϝϦΧʣͰは、ݐ԰԰ࠜの߽Ӎ

ରࡦおΑͼؾԹ্ঢରࡦとして、௕ؒظの଱ީ

ੑをඋۭ͑ௐの省ΤωϧΪʔʹ΋ͭͳ͕Δ԰ࠜ

と೤Մ઼ੑϙϦࡐʢϙϦΠιγΞψϨʔτஅ೤ࡐ

ΦϨϑΟϯγʔτʣをୈҰ޻৔ʹଓ͖ୈೋ޻৔

ʹ΋ಋೖしました。

agriculture.kubota.co.jp/product/kanren/wataras/
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TCFD提言に基づく開示

クボタグループは、2020年1月にTCFD*提言へ賛同を表明しました。

*  ۚ ༥҆ఆཧࣄձ͕ઃஔしたؔީؾ࿈ࡒ຿৘ใ։ࣔλεΫϑΥʔε
ʢTCFDɿTask Force on Climate-related Financial Disclosuresʣ

TCFD提言

ɹީؾมಈʹΑΓൃੜ͢Δ༷ʑͳϦεΫ΍ػձは、企業のࡒ຿ʹେ͖ͳӨڹを༩͑ΔՄೳੑ͕͋Γま͢。TCFDఏݴとは、2017೥ʹ企

業ʹରしてʮ౤ࢿՈ͚޲のؔީؾ࿈৘ใの։ࣔϑϨʔϜϫʔΫʯをࣔした΋のͰ、ۚ ༥γεςϜの҆ఆԽをଛͳ͏ڪΕ͕͋Δީؾมಈ΁

のରԠঢ়گ΍ࣄ業΁のӨڹ౳の৘ใ։ࣔをਪ঑͢Δ΋のͰ͢。ఏݴͰは、ީؾมಈ͕΋たΒ͢ϦεΫおΑͼػձのࡒ຿తӨڹ΍ͦのର

Ԡঢ়گͳͲ、ňΨόφϯεŉňઓུŉňϦεΫ؅ཧŉňࢦඪと໨ඪŉʹؔ͢Δ企業のࣗओతͳ೺Ѳと৘ใ։ࣔをٻΊて͍ま͢。

ɹTCFDఏݴʹؔ࿈͢Δ౰ࣾの։ࣔঢ়گはҎԼのとおΓͰ͢。

TCFDఏݴʹΑΔ։ࣔਪ঑߲ࣄ ؔ࿈Օॴ ϖʔδࡌܝ

ガバナンス

a.  気候関連のリスクおよび機会についての取締役会による監督体制を記述 「環境経営推進体制」
「コーポレートガバナンス体制」

P50
P156

b.  気候関連リスクおよび機会を評価・管理する上での経営者の役割を記述 「環境経営推進体制」 P50

戦略

a.  組織が選別した短期・中期・長期の気候関連のリスクおよび機会を記述 「環境経営のアプローチ – マテリアリティ」
「環境経営のアプローチ – リスクと機会」

P38
P39

b.  気候関連のリスクおよび機会が組織のビジネス・戦略・財務計画に及ぼ
す影響を記述

「環境経営のアプローチ – リスクと機会」
「環境経営のアプローチ – 重点施策」

P39
P40

c.  2°C以下のシナリオを含む様々な気候関連シナリオに基づく検討をふま
え、組織の戦略のレジリエンスを記述

「環境ビジョン」
「気候変動への対応」
「環境配慮製品・サービスの拡充」

P41
P52
P74

リスク管理

a.  組織が気候関連のリスクを識別・評価するプロセスを記述 「環境経営のアプローチ – マテリアリティ」 P38

b. 組織が気候関連リスクを管理するプロセスを記述 「環境経営のアプローチ – マテリアリティ」
「環境経営推進体制」
「環境配慮製品・サービスの拡充」
「内部統制 – 内部統制システム」
「内部統制 – 内部統制システムの運営活動
（リスク管理活動）」

P38
P50
P74
P162
P162

c.  組織が気候関連リスクを識別・評価・管理するプロセスが組織の統合的
リスク管理にどのように統合されているかを記述

「環境経営推進体制」
「コーポレートガバナンス体制」
「内部統制 – 内部統制システム｣

P50
P156
P162

指標と目標

a.  組織が、自らの戦略とリスク管理プロセスに則して、気候関連リスクお
よび機会を評価する際に用いる指標を開示

「環境保全中長期目標と実績」
「気候変動への対応 – CO2削減対策」

P46
P52

b.  スコープ 1、スコープ 2、および当てはまる場合はスコープ 3 の温室効
果ガス（GHG）排出量と、その関連リスクを開示

「気候変動への対応
– バリューチェーンを通じた CO2排出量」
「環境データ」

P55

P93

c.  組織が気候関連リスクおよび機会を管理するために用いる目標、および
目標に対する実績を記述

「環境保全中長期目標と実績」 P46
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ガバナンス

ɹΫϘλάϧʔϓͰは、஍ٿ環境保全をॏཁ

՝୊としてଊ͑て͍ま͢。౰ࣾは、ܦӦ૚ओಋ

のਪ進ମ੍ʹΑΔઓུతͰεϐʔσΟͳ環境

ӦઓུձٞʯをܦΔたΊ、ʮ環境͢ݱӦを࣮ܦ

ઃஔして͍ま͢。また、άϧʔϓ全ମの環境ܦ

Ӧをάϩʔόϧʹਪ進して͍͘たΊ、೔ຊ、த

ΞδΞ、๺ถ、Ԥभの5஍ҬͰʮ環境؅ཧ୲、ࠃ

౰੹೚ऀձٞʯをઃஔして͍ま͢。

ɹʮ環境ܦӦઓུձٞʯは、୅දऔక໾ࣾ௕と

͢΂てのࣾ಺औక໾、企ըຊ෦௕、ੜٕ࢈ज़ຊ

෦௕、ڀݚ։ൃຊ෦௕、ௐୡຊ෦௕、ίϯϓϥ

ΠΞϯεຊ෦௕ʹΑͬてߏ੒͞Εて͍ま͢。͜

͜Ͱは、ީؾมಈͳͲの஍ٿ環境໰୊΍ࣄ業環境を;ま͑て、環境保全ʹؔ͢Δத௕ظ໨ඪ΍ॏ఺ࡦࢪͳͲ、౰ࣾ環境ܦӦのத௕ظత

ͳํੑ޲を৹ٞし、環境ෛՙɾ環境ϦεΫの௿ݮ΍環境഑ྀ੡඼の֦ॆͳͲ、ॏ఺తʹऔΓ૊Ή΂͖߲ࣄ΍ܭըをܾఆして͍ま͢。ձٞ

の݁Ռはऔక໾ձ΍ࣥߦ໾һձʹใ͢ࠂΔとと΋ʹ、άϧʔϓ಺ʹల։して͍ま͢。また、άϧʔϓ全ମの環境保全׆ಈの進௙を೺Ѳɾ

෼ੳし、ͦ の݁Ռを࣍のܭը΍ํ਑のࡦఆʹ൓ө͢Δ͜とͰ、PDCAαΠΫϧʹ͍ͮجたϚωδϝϯτを࣮ߦして͍ま͢。

ɹʮ環境؅ཧ୲౰੹೚ऀձٞʯͰは、ΫϘλάϧʔϓのํ਑ɾਪ進߲ࣄの఻ୡ΍、環境保全தظ໨ඪʹର͢Δ進௙ঢ়گのڞ༗、省Τωϧ

Ϊʔରࡦɾ環境ϦεΫରࡦͳͲのڞྫࣄ༗、環境保全׆ಈʹؔ͢Δ՝୊ղܾの౼ٞͳͲをͬߦて͍ま͢。

ɹまた、౰ࣾͰは、環境ؔ࿈のࣾձಈ޲΍֤ࠃの੍نͳͲを;ま͑、தظʢ5೥の׆ಈؒظʣɾ௕ظʢ15೥の׆ಈؒظʣࢹ఺の環境保全໨

ඪをࡦఆして͍ま͢。環境保全தظ໨ඪは5೥͝とʹݟ௚しをͬߦて͍ま͢。άϩʔόϧ全ੜڌ࢈఺をର৅ʹ、֤ ըܭظผʹதݸ఺Ͱڌ

を࡞੒して͍ま͢。環境؅ཧ෦は೥2ճ、໨ඪʹର͢Δ進௙ঢ়گの֬ೝをͬߦて͍ま͢。ಉ༷ʹ、ΤίϓϩμΫπʹ͍ͭて΋ച্ߴൺ཰

のத௕ظ໨ඪをઃఆし、ͦ の進௙ঢ়گを೥1ճ֬ೝをͬߦて͍ま͢。ܭըの಺༰΍進௙ঢ়گはʮ環境ܦӦઓུձٞʯͰใࠂを͍ߦ、໨ඪの

ୡ੒ʹ͚޲た՝୊΍ରࡦͳͲʹ͍ͭて৹ٞして͍ま͢。

ؔ࿈ϖʔδɹʮ環境ܦӦਪ進ମ੍ʯʢP50ʣ、ʮίʔϙϨʔτΨόφϯεମ੍ʯʢP156ʣ

戦略

ɹΫϘλάϧʔϓは、ࠃ࿈ީؾมಈʹؔ͢Δ੓෎ؒύωϧʢIPCCʣ΍ࡍࠃΤωϧΪʔػ ʢؔIEAʣͳͲ͕ެදして͍Δ2�Cɾ4�CγφϦΦ

を;ま͑、কདྷࣾձの෼ੳを2050、͍ߦ೥ʹ͚޲て環境໘͔Βࣄ業׆ಈのํੑ޲をࣔ ʮ͢環境Ϗδϣϯʯをࡦఆしました。環境Ϗδϣϯ

Ͱは、ੜ׆࢈ಈͰのCO2ݮ࡟のऔΓ૊ΈͳͲを௨͡た環境ෛՙθϩ΁の௅ઓʹՃ͑、環境഑ྀ੡඼ɾιϦϡʔγϣϯのఏڙを௨͡てʮ৯

ྉɾਫɾੜ׆環境ʯ෼໺ʹお͚ΔԹࣨޮՌΨεのഉग़཈੍をは͡Ίと͢Δ༷ʑͳࣾձ՝୊ղܾʹ͢ݙߩΔ͜とͰ、ΧʔϘϯχϡʔτϥϧ

ͰϨδϦΤϯτͳࣾձの࣮ݙߩʹݱしま͢。౰ࣾは、2021೥ʹΧʔϘϯχϡʔτϥϧਪ進෦を৽たʹઃஔしました。௕ظతͳࢹ఺ͰΧʔ

Ϙϯχϡʔτϥϧの࣮͚޲ʹݱたࡦࢪのཱҊと࣮ࢪを進Ίて͍͖ま͢。

▶γφϦΦ分ੳ
ɹTCFDఏݴʹお͚ΔγφϦΦ෼ੳとは、௕ظతͰෆ࣮֬ੑのؔީؾ͍ߴ࿈໰୊ʹΑΔࣄ業΁のࡒ຿Өڹ΍、কདྷのࣄ業ઓུʹおΑ΅

͢Өڹをݕ౼͢ΔたΊʹ׆༻して͍͘΋のͰ͢。౰ࣾࣄ業はީؾมಈのӨڹをେ͖͘ड͚ΔՄೳੑ͕͋Γ、ਓ૿ޱՃおΑͼൃࡁܦలの

༧૝をϕʔεʹ、IPCC΍IEAͳͲ͕ެදして͍ΔγφϦΦを༻͍て෼ੳを͍ߦました。

ɹޙࠓ΋、֤ γφϦΦを༻͍たީؾมಈʹΑΔϦεΫɾػձの෼ੳ、༧ଌ͞ΕΔࣄ業׆ಈ΁のӨڹ΍ࡒ຿తධՁのධՁख๏ʹ͍ͭてݕ

౼を進Ί、͞ ΒͳΔ։֦ࣔॆʹऔΓ૊ΜͰま͍Γま͢。

ઃఆγφϦΦ রγφϦΦࢀ

Ҡߦ໘
2�CγφϦΦ IEAʹΑΔʮ2�CγφϦΦʢ2DSʣʯ*1おΑͼʮ࣋ଓՄೳͳ։ൃγφϦΦʢSustainable Development 

Scenario, SDSʣʯ*2

4�CγφϦΦ IEAʹΑΔʮࢀরٕज़γφϦΦʢReference Technology Scenario, RTSʣʯ*1おΑͼʮ৽੓ࡦγφϦΦʢNew 
Policy Scenario, NPSʣʯ*2

෺ཧ໘ 2�C/4�CγφϦΦ IPCCʹΑΔʮ୅දೱ౓ܦ࿏γφϦΦʯʢRepresentative Concentration Pathwaysʣ*3-RCP2.6, RCP8.5

*1 ग़యIEAʮEnergy Technology Perspective 2017ʯɹ*2 ग़యIEAʮWorld Energy Outlook 2018ʯɹ*3 ग़యIPCCʮୈ5࣍ධՁใࠂॻʯ

ؔ࿈ϖʔδɹʮ環境ϏδϣϯʯʢP41ʣ

取締役会

環境経営戦略会議
環境管理担当責任者会議

エコプロダクツ認定委員会

環境管理部生産技術本部

日本会議

中国会議

アジア会議

北米会議

欧州会議

生産拠点維持管理拠点 *建設工事拠点

事業部

グループ会社

サービス拠点オフィス

* 環境プラントの運転やメンテナンスを事業として行っている拠点

環境ܦӦਪਐମ੍
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会ػมಈʹΑΔϦεΫͱީؾ▶

૝ఆ͞ΕΔγφϦΦ ڹ業Өࣄ
ظ࣌ݱൃ *

୹ظ தظ ௕ظ

リ
ス
ク

੓ࡦɾ੍نϦεΫ 企業ʹର͢Δ省ΤωϧΪʔରԠ΍ԹࣨޮՌΨεのഉग़཈੍ʹؔ͢
Δ੍نͳͲのڧԽ ରԠίετ૿੍ن

৔ɾٕज़のࢢ
มԽϦεΫ

୤୸ૉԽʹ͚޲たಈ͖͕Ճ଎し、ΤωϧΪʔߏ੒のมԽ΍࠶ੜՄ
ೳΤωϧΪʔのར༻֦େͳͲʹΑΔΤωϧΪʔՁ֨ߴಅ

੡඼։ൃɾ
੡଄ίετ૿

΍ߦまΓʹΑΔిಈԽ΁のҠߴมಈ΁のؔ৺のީؾ٬のސ৔΍ࢢ
ΤωϧΪʔޮ཰のѱ͍੡඼の౫ଡ

੡඼։ൃίετ૿、
ൢചػձのଛࣦ

ܗద஍のҠಈͳͲʹΑΔ೶業࡞ߞ、গݮ෺のऩྔ࡞஬૿Ճ΍೶֐
ଶのมԽ ൢചػձのଛࣦ

෺ཧϦεΫ のසൃԽɾܹਙԽ֐ࡂ৅ؾҼ͢Δ୆෩΍߽ӍͳͲىʹมಈީؾ ࣗࣾ΍αϓϥΠϠʔの
ૢ業΁のѱӨڹ

機
会

ൢചػձの૿Ճ、
Խڧ૪ྗڝ

省ΤωϧΪʔɾ૑ΤωϧΪʔをՄೳと͢Δ੡඼ɾαʔϏεͳͲの
৔౤ೖࢢ ൢചػձの֦େ

೶業ܗଶのมԽʹର͢Δ೶業ιϦϡʔγϣϯχʔζの֦େ มಈదԠϏδωεީؾ
の֦େ

ޮ཰Խ、
ίετݮ࡟ のՃ଎ࡦ৽ͳͲ省ΤωϧΪʔରߋ΁のثػ཰ޮߴ業ॴʹお͚Δࣄ ੜੑ࢈の্޲

。はҎԼをࣔしま͢ظ࣌ݱൃ*
ʮ୹ظʯɿ3೥Ҏ಺。ɹ
ʮதظʯɿ3೥௒5೥Ҏ಺。環境保全தظ໨ඪの׆ಈؒظ。
ʮ௕ظʯɿ5೥௒。環境保全௕ظ໨ඪの׆ಈؒظおΑͼͦの先のকདྷ。

ؔ࿈ϖʔδɹʮ環境ܦӦのΞϓϩʔνʯʢP37ʣ

࿈໰題へのରԠؔީؾ▶

ɹ環境ϏδϣϯͰはh 環境ෛՙθϩʹ௅ઓしͳ͕ΒŊň৯ྉɾਫɾ環境ŉ෼໺ͰΧʔϘϯχϡʔτϥϧͰϨδϦΤϯτͳࣾձの࣮ݙߩʹݱ

しま͢。ɦを͛ܝて͍ま͢。͜ Εはࣄ業׆ಈʹお͚ΔԹࣨޮՌΨεのഉग़ݮ࡟΍環境഑ྀ੡඼ɾιϦϡʔγϣϯのఏڙを௨͡、ࣾ ձのCO2

ഉग़を཈੍して͍͘͜とͰ࣋ଓՄೳͳࣾձの࣮ݙߩʹݱして͍͘͜とをࣔして͍ま͢。ޙࠓ΋ҎԼの׆ಈをਪ進͢Δとと΋ʹ、ݸʑのࣄ

業΁のӨڹを;ま͑、ީؾมಈ΁のରԠઓུをཱҊして͍͖ま͢。

ಈ߲໨׆ औΓ૊Έ֓ཁ

業ॴʹお͚Δࣄ
CO2ഉग़ݮ࡟のਪ進
ʢP52ʣ

省ΤωϧΪʔؔ࿈のڧ੍نԽ΍࠶ੜՄೳΤωϧΪʔ֦େʹΑΔΤωϧΪʔௐୡίετの૿ՃͳͲ
は、ࣄ業׆ಈʹӨڹをٴ΅͢Մೳੑ͕͋Γま͢。ΫϘλάϧʔϓͰは環境保全த௕ظ໨ඪͰείʔ
ϓ1, 2のCO2ഉग़ྔのݮ࡟、CO2ഉग़ݪ୯Ґ΍ΤωϧΪʔݪ༺࢖୯Ґのվળ໨ඪをઃఆして͍ま
ํ࢈業ॴʹお͍てはΫϘλੜࣄ。͢ ʢࣜKPSʣʹ ੜՄೳ࠶΍ݮ࡟たΤωϧΪʔのϜμɾϩε͍ͮج
ΤωϧΪʔのར༻֦େ、LEDর໌のಋೖͳͲを࣮ࢪし、ީؾมಈの؇࿨ࡦをਪ進して͍ま͢。

มಈ΁のదԠରԠީؾ
ʢP56ʣ

業ॴͰは、BCPࣄ೦͞Εま͢。ΫϘλάϧʔϓのݒେ͕֦֐ΑΔඃʹ֐ࡂ৅ؾ、มಈ͕進Ήとީؾ
΍֐ࡂରԠϚχϡΞϧの੔උ΍๷܇ࡂ࿅の࣮ࢪ、ഉਫϙϯϓͳͲをઃஔし、ࣗ વ֐ࡂʹΑΔඃܰ֐
ੜൃ͕֐μΫλΠϧమ؅΍、ਫ͍ڧ΋ʹ֐ࡂとΊて͍ま͢。また౰ࣾは、୆෩΍߽ӍͳͲのͭʹݮ
したࡍ、ਝ଎ͳഉਫ׆ಈ͕Մೳͳ֐ࡂ෮چ༻ഉਫϙϯϓंͳͲの੡඼ɾαʔϏεをఏڙして͍ま͢。
ਓʑの͘Βしを͑ࢧ、ࣗ વ͍ڧʹ֐ࡂまちͮ͘ΓʹݙߩͰ͖Δީؾมಈ΁のదԠࡦʹ΋஫ྗして͍
͖ま͢。

環境഑ྀ੡඼ɾαʔϏεの
औΓ૊Έ
ʢP74ʣ

2020೥ʹύϦڠఆ͕࢝ಈした͜とを͏͚、͞ޙࠓΒʹ省ΤωϧΪʔ΍CO2ഉग़ݮ࡟のಈ͖͕Ճ଎
し、ࢢ৔΍お٬༷のީؾมಈ΁のؔ৺はߴまͬて͍͘と͑ߟΒΕま͢。ͦ ΕʹΑΓ、省ΤωϧΪʔ
΍୤୸ૉԽ、ి ಈԽのχʔζ͕֦େ͢Δと૝ఆ͞Εま͢。ࢢ৔Ͱは、͜ ΕΒࣾձχʔζʹରԠͰ͖
て͍ͳ͍੡඼は౫ଡ͞Ε、ൢ ചػձをࣦ͏Մೳੑ͕͋Γま͢。ΫϘλάϧʔϓͰは、ީؾมಈ΁の
ରԠをは͡Ί、環境഑ྀੑの͍ߴ੡඼の֦ॆを進Ίて͍ま͢。͜ Ε͔Β΋環境഑ྀੑの͍ߴ੡඼ɾ
αʔϏεの։ൃを進Ί、είʔϓ3のCO2ഉग़ྔの཈੍ʹͭとΊて͍͖ま͢。
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リスク管理

ɹΫϘλάϧʔϓは、ީؾมಈؔ࿈ϦεΫとػձʹ͍ͭてఆظతʹݟ௚しを͍ߦ、ϦεΫとػձ΁のରԠঢ়گはओʹ環境保全த௕ظ໨ඪ

ʹର͢Δ進௙ʹ͖ͮجධՁして͍ま͢。ʮ環境保全௕ظ໨ඪ2030ʯは2016೥ʹࡦఆしました。環境保全தظ໨ඪは5೥͝とʹࡦఆし、

2021೥ ʮʹ環境保全தظ໨ඪ2025ʯをࡦఆしました。άϩʔόϧの全ੜڌ࢈఺ʹお͍て、環境保全தظ໨ඪʹ͍ͮجたݮ࡟औΓ૊Έの

、఺͝とʹ、ධՁɾ؅ཧして͍ま͢。環境഑ྀ੡඼ɾαʔϏεʹ͍ͭて΋ڌて͍ま͢。औΓ૊Έ࣮੷はͬߦ௚しをݟఆし、ຖ೥ࡦըをܭ

ઃܭɾ։ൃஈ֊Ͱ੡඼Ξηεϝϯτを࣮ࢪし、環境഑ྀੑのධՁをͬߦて͍ま͢。省ΤωϧΪʔԽͳͲの環境഑ྀੑ͕ೝΊΒΕた੡඼

は、౰ࣾಠࣗ ʮʹΤίϓϩμΫπʯとしてೝఆし、ͦ のച্ߴൺ཰の࣮੷をධՁɾ؅ཧして͍ま͢。

ɹධՁ݁Ռは、環境؅ཧ෦ʹてू約し、ಛʹॏཁとೝࣝ͞ΕたϦεΫとػձ͕͋Δ৔߹ʹは、ʮ環境ܦӦઓུձٞʯͰ৹ٞし、औక໾ձ΍

。ま͍͢ߦをࡦし、ରࠂ໾һձ΁ใߦࣥ

ؔ࿈ϖʔδɹʮ環境ܦӦのΞϓϩʔνʯʢP37ʣ、ʮ環境ܦӦਪ進ମ੍ʯʢP50ʣ、ʮ環境഑ྀ੡඼ɾαʔϏεの֦ॆʯʢP74ʣ、ʮίʔϙϨʔτΨόφϯεମ੍ʯ
ʢP156ʣ、ʮ಺෦౷੍ʯʢP162ʣ

指標と目標

ɹΫϘλάϧʔϓͰは、ީؾมಈʹΑΔϦεΫの௿ݮとػձの֦େをΊ͟した環境保全த௕ظ໨ඪをઃఆし、໨ඪୡ੒ʹ͚޲たऔΓ૊

Έをਪ進して͍ま͢。また、౰ࣾάϩʔόϧڌ఺ʢੜ࢈おΑͼඇੜڌ࢈఺ʣのCO2ഉग़ ʢྔείʔϓ1, 2ʣおΑͼ্ྲྀɾԼྲྀଆͰのCO2ഉ

ग़ ʢྔείʔϓ3ʣの࣮੷をऩूし、ܦ೥Ͱ࣮੷஋の։ࣔをͬߦて͍ま͢。ओͳ։ࣔσʔλはୈؔػऀࡾʹΑΔ保ূをऔಘし、ͦ のਫ਼౓޲

্ʹͭとΊて͍ま͢。

ɹޙࠓ΋、άϩʔόϧͰの環境保全׆ಈのਪ進΍、環境഑ྀ੡඼ɾαʔϏεの֦ॆを௨͡て、ީؾมಈ՝୊のղܾʹͭͳ͕ΔऔΓ૊Έ

をਪ進して͍͖ま͢。

ඪͱ໨ඪࢦมಈؔ࿈のީؾ▶

औΓ૊Έ߲໨ ඪࢦ ४೥౓ج ໨ඪ

環境保全௕ظ໨ඪ2030
CO2ഉग़ݮ࡟ ಺ΫϘλάϧʔϓのCO2ഉग़ྔࠃ 2014 ݮ࡟30%

ΤίϓϩμΫπの֦ॆ ΤίϓϩμΫπೝఆ੡඼ച্ߴൺ཰ — 80%Ҏ্

環境保全தظ໨ඪ2025

CO2ഉग़ݮ࡟
CO2ഉग़ݪ୯Ґ* 2014 25%վળ

【新規】࠶ੜՄೳΤωϧΪʔར༻཰* — 1%

省ΤωϧΪʔ ΤωϧΪʔݪ༺࢖୯Ґ* 2014 18%վળ

ΤίϓϩμΫπの֦ॆ ΤίϓϩμΫπೝఆ੡඼ച্ߴൺ཰ — 70%Ҏ্

*άϩʔόϧੜڌ࢈఺をର৅

ؔ࿈ϖʔδɹʮ環境保全த௕ظ໨ඪと࣮੷ʯʢP46ʣ、ʮީؾมಈ΁のରԠʯʢP52ʣ、ʮ環境σʔλʯʢP93ʣ
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循環型社会の形成
　大量生産・大量消費・大量廃棄型社会を経て、私たちは資源の枯渇や廃棄物の増大など多くの問題に直面しています。また、
プラスチックごみの増加による世界的な海洋汚染が深刻な社会課題となっています。
　クボタグループは「循環型社会の形成」をマテリアリティの一つとして捉え、資源の有効利用や省資源化の取り組みに加え、
廃棄物のリデュース（発生量の削減）、リユース（社内再生・再利用）、リサイクル（再資源化率の向上）の取り組みを進めています。

事業所からの廃棄物等

ɹ2020೥౓のഇغ෺ഉग़ྔは10.0ສ Ͱ̓、લ೥౓ൺ11.4ˋݮগしました。また、ഇغ෺ഉग़ݪ୯Ґはલ೥౓ൺ8.2ˋվળしました。͜ ΕΒは、

ίϩφՒʹΑΔ੡଄ఀࢭ΍ர෺ڌܥ఺ʹお͚Δੜྔ࢈のݮগʹՃ͑、ഇர෺࠭の༗Ձ෺Խ΍ர଄༻࠭のഇݮ࡟ྔغの࣮͕ࢪओͳཁҼͰ͢。

ɹまた、2020೥౓ʹお͚Δഇغ෺ഉग़ྔの͏ち༗֐ഇغ෺ഉग़ྔはࠃ಺0.29ສt、ւ֎0.32ສtͰした。

ഇغ෺౳ഉग़ྔͱݪ୯ҐのਪҠç

400

300

200

100

0

（ઍt）

8

6

4

2

0

（t/ԯԁ）

༗Ձ෺ྔ*1ɹɹɹ
Խݯࢿ࠶ ɾྔྔݮԽྔ*2ɹɹɹ
ຒཱྔ*3

ഇغ෺ഉग़ݪ୯Ґ*4ʢӈ໨੝ʣ910

2014

211

108

93

6.39

7.47
7.19

6.44

2016

200

85

104

11

2019*6

225

111

102

218

100

108

20182017

209

97

103

2020

212

112

89
12 1110

ʢ೥౓ʣ

ഇغ෺
ഉग़ྔ*5

100

5.90
5.42

*1  2019೥౓ΑΓ、ػցڌܥ఺౳Ͱൃੜ͢Δۚଐͣ͘をάϧʔϓ಺のர෺ڌܥ఺のࡐݪྉとしてϦαΠΫϧし、άϧʔϓ֎΁の༗Ձ෺をؚΉഉग़ྔ全ମを͢ݮ࡟Δ׆ಈをධՁ
͢ΔたΊ、άϧʔϓ಺ࣄ業ॴؒͰҠಈ͢Δ༗Ձ෺をʮ༗Ձ෺ྔʯʹ ؚΊͣ、ʮࣾ಺࠶ੜɾ࠶ར༻ྔʯʹ ؚΊΔࢉఆج४ʹมߋしました。

*2  2020೥౓ΑΓ、Ұ෦ւ֎ڌ఺͕ഉਫྔʹ্ܭして͍た੡඼ચড়ޙのਫを、ચড়޻ఔの࣮ଶをྀߟして、ഇغ෺ʢݯࢿ࠶ԽྔɾྔݮԽྔʣʹ 。しましたߋΔ͜とʹม্͢ܭ
ա೥౓ʹ૎ٴしてमਖ਼して͍ま͢。

*3 ຒཱྔʹ௚઀ຒཱྔʴࣾ֎தؒॲཧޙの࠷ऴຒཱྔ
४ʢجࠂ຿ใࡒࡍࠃ४ʹସ͑てجࠃは、2018೥౓ΑΓैདྷのถߴ෺ഉग़ྔͰ͢。࿈݁ച্غ౰たΓのഇߴ୯Ґは࿈݁ച্ݪ 4* IFRSʣをద༻して͍ま͢。
*5 ഇغ෺ഉग़ྔʹݯࢿ࠶ԽྔɾྔݮԽྔʴຒཱྔ
*6 ਫ਼౓্޲のたΊ、2019೥౓の਺஋をमਖ਼して͍ま͢。

ɹ2020೥౓のݯࢿ࠶Խ཰は、ࠃ಺は98.5%、ւ֎88.4%ͰैདྷのϨϕϧをҡ࣋して͍ま͢。ޙࠓ΋Ҿ͖ଓ͖ݯࢿ࠶Խ཰͚޲ʹ্޲てऔΓ૊ΜͰ

͍͖ま͢。

Խ཰のਪҠçݯࢿ࠶

100

95

90

85

80

（％）

*಺ʣࠃԽ཰ʢݯࢿ࠶
*Խ཰ʢάϩʔόϧʣݯࢿ࠶
*Խ཰ʢւ֎ʣݯࢿ࠶

2016

86.9

98.1

94.0

2017

89.2

98.7

95.0

2018

89.6

98.6

94.8

2019

88.3

98.4

94.3

ʢ೥౓ʣ2020

88.4

98.5

94.2

2014

94.8

98.2

88.2

Խྔʴຒཱྔʣº100ݯࢿ࠶֎Խྔʣ×ʢ༗Ձ෺ച٫ྔʴࣾݯࢿ࠶֎ࣾ+Խ཰ʢ%ʣ=ʢ༗Ձ෺ച٫ྔݯࢿ࠶*
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廃棄物削減対策

ɹΫϘλάϧʔϓは、環境保全தظ໨ඪʢP48ʣをࡦఆして͍ま͢。全ੜڌ࢈఺ʢ100%ʣʹ お͍て、தظతͳݮ࡟ରࡦの࣮ܭࢪըをࡦఆし、ຖ೥ݟ

௚しをࣄ、͍ߦ業ॴ͔Βのഇغ෺ഉग़ྔのݮ࡟とݯࢿ࠶Խ཰の্޲ʹऔΓ૊ΜͰ͍ま͢。ഇغ෺のछྨ΍ॲཧํ๏ʹԠ͡た෼ผ؅ཧのపఈ΍ࠝ

แࡐのϦλʔφϒϧԽ、ڌ఺ؒͰのഇغ෺ϦαΠΫϧͳͲを進Ίて͍ま͢。また、༗֐ഇغ෺の೺Ѳɾ؅ཧをపఈ、ͦ のݮ࡟ʹͭとΊて͍ま͢。

ɹഇغ෺ൃੜྔのଟ͍ர෺ܥੜڌ࢈఺ʹお͍てர෺࠭の༗Ձ෺ԽʹΑΓ、2020೥౓のഇغ෺ഉग़ྔを約5,200tݮ࡟しました。ػցܥੜڌ࢈

఺Ͱは、ృ૷ϒʔεͰൃੜ͢ΔԚట΍ഇ༉ɾؚ༉ഇਫのྔݮԽͳͲをܧଓしてਪ進して͍ま͢。また、ࣺ͍࢖てϓϥενοΫのݮ࡟ରࡦとして、

Ұ෦のڌ఺ʹお͍て৯ಊͰのࣺ͍࢖て৯ثのഇࢭ΍ചళͰのϨδା׆ݮ࡟ಈをల։して͍ま͢。

ɹάϩʔόϧੜڌ࢈఺ʹお͚Δ環境保全தظ໨ඪ2020ʹ͚޲たഇغ෺ݮ࡟ରࡦの2020೥౓の੒Ռとして、ج४೥౓ʢ2014೥౓ʣ͔ Βରࡦを

Ռは2014೥౓ൺͰ1.4ԯԁとͳΓました。2020೥౓のੜޮࡁܦのࡦしました。またͦΕΒのରݮ࡟しͳ͔ͬた৔߹とൺֱして23,800tをࢪ࣮

఺Ͱڌ࢈఺Ͱ99.5% 、ւ֎ੜڌ࢈಺ੜࠃ 、Խ཰ʹ͍ͭてはݯࢿ࠶。୯Ґは、2014೥౓ൺͰ28.7ˋվળしましたݪ෺ഉग़غ౰たΓのഇߴ࢈

91.8%とͳΓ、͍ ͣΕ΋環境保全தظ໨ඪ2020をୡ੒͢Δ͜と͕Ͱ͖ました。

ɹ͞Βʹࠃ಺ڌ఺Ͱは、ి ࣄݮ࡟、΋ޙࠓ。ՌをϦΞϧλΠϜͰධՁͰ͖ΔΑ͏ʹしましたޮݮ࡟、ΊߴϚχϑΣετのར༻཰を96.7ˋʹまͰࢠ

ྫのਫฏల։΍ిࢠϚχϑΣετʹΑΔഇغ෺の͑ݟΔԽを׆༻し、ഇغ෺ݮ࡟を͞Βʹਪ進して͍͖ま͢。

ΫϘλԸՃౡࣄ業ηϯλʔͰは、੡඼の੡଄޻ఔͰൃੜしたர෺ഇ ʢ࠭੺࿮෦ʣを࠶ੜ
͢Δճऩઃඋのར༻཰を্ͤ͞޲Δ͜とͰ、ഇغ෺のݮ࡟ʹऔΓ૊ΜͰ͍ま͢。2020
೥౓は͜のऔΓ૊ΈʹΑΓ、約1,550tのഇغ෺ഉग़ྔをݮ࡟して͍ま͢。

62 63

KUBOTA REPORT 2021 KUBOTA REPORT 2021

GOVERNANCESOCIETYENVIRONMENTHIGHLIGHT 2021 GOVERNANCESOCIETYENVIRONMENTHIGHLIGHT 2021ENVIRONMENT



஍Ҭผഇغ෺ഉग़ྔ ۀࣄผഇغ෺ഉग़ྔ छྨผഇغ෺ഉग़ྔ

* 2020೥౓ΑΓ、Ұ෦ւ֎ڌ఺͕ഉਫྔʹ্ܭして͍た੡඼ચড়ޙのਫを、ચড়޻ఔの࣮ଶをྀߟして、ഇغ෺ʢݯࢿ࠶ԽྔɾྔݮԽྔʣʹ 。しましたߋΔ͜とʹม্͢ܭ
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。রして͍ͩ͘͞ࢀ४ʢP98ʣʯをجఆࢉඪࢦఆํ๏はʮ環境ύϑΥʔϚϯεࢉඪのࢦ֤

॥環ݯࢿॲཧϑϩʔʢ2020೥౓࣮੷ʣ

社内再生・再利用量（国内）
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プラスチックの削減

ɹࡁ༺࢖ΈϓϥενοΫ͕Տ઒ͳͲを௨͡てւ؛΍ւ༸ʹྲྀग़͢Δւ༸ϓϥενοΫԚછ͕ੈ

քతʹ໰୊とͳͬて͍ま͢。ΫϘλάϧʔϓのࣄ業ॴͰは、ࣄ業׆ಈ͔Βൃੜ͢Δഇϓϥενο

Ϋの3R΍༗Ձ෺Խをਪ進して͍ま͢。また、環境保全தظ໨ඪ2025ʹお͍て、ࣄ業ॴ಺Ͱの

。を໨ඪとして৽たʹઃఆしましたݮ࡟てϓϥενοΫのࣺ͍࢖

ɹϓϥενοΫύΠϓɾܧखを੡଄ɾൢച͢ΔࣜגձࣾΫϘλέϛοΫεͰは、࠶ੜࡐʢࢢதճ

ऩ͞Εたഇ࣭ߗԘϏ؅を࠶ར༻したϙϦԘԽϏχϧʣを࢖༻したϦαΠΫϧ࣭ߗԘϏ؅΋੡଄ɾ

ൢചしておΓ、ݯࢿの༗ޮར༻を進Ίて͍ま͢。ਫɾ環境ࢪઃのݐઃɾิमɾӡస؅ཧのࣄ業

を͏ߦΫϘλ環境αʔϏεࣜגձࣾͰは、ഇϓϥενοΫをഁࡅɾબผし、೩ྉɾࡐྉとしてར

༻Ͱ͖ΔϓϥενοΫ೩ྉԽɾࡐྉԽࢪઃのΤϯδχΞϦϯάをఏڙして͍ま͢。また、෺ྲྀ 

αʔϏεをఏ͢ڙΔέʔϏʔΤεΫϘλࣜגձࣾͰは、ϦλʔφϒϧࠝแࡐのಋೖʹΑΔετ

ϨονϑΟϧϜのݮ࡟ྔ༺࢖ͳͲ、෺ྲྀʹお͚ΔϓϥενοΫのݮ࡟༺࢖をਪ進して͍ま͢。

ɹΫϘλάϧʔϓは、ࣄ業のόϦϡʔνΣʔϯ全ମͰݯࢿの༗ޮ׆༻、ഇغ෺ݮ࡟ͳͲのऔΓ

૊Έを௨͡、ϓϥενοΫのഉग़཈੍をਪ進して͍͖ま͢。

ϦλʔφϒϧࠝแࡐʢࠨɿΤίόϯυ、ӈɿΤίΧόʔʣ 
έʔϏʔΤεΫϘλࣜגձࣾ

建設工事にともなう廃棄物等

ɹݐઃࣄ޻ʹと΋ͳ͏ഇغ෺は、ड஫͢Δࣄ޻の಺༰ʹΑͬてൃੜ͢Δഇغ෺のछྨ΍ྔ͕ҟͳΔたΊ、ഉग़ྔ΍ݯࢿ࠶Խɾॖݮ཰はมಈしま

。して͍ま࣋͢཰はैདྷのϨϕϧをҡݮԽɾॖݯࢿ࠶、͕͢

಺ʣࠃ཰のਪҠʢݮॖ・Խݯࢿ࠶෺౳ഉग़ྔͱغઃഇݐ
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54

46

2018

95.4

99.4

94.4

99.4

2019 ʢ೥౓ʣ

93.7

99.3

92.8

98.4

4141

2020

93.2

99.2

41

෺౳ഉग़ྔغઃഇݐ
Խɾॖݯࢿ࠶ のΈʣʢӈ໨੝ʣࡐࢿઃݐ཰*ʢಛఆݮ
Խɾॖݯࢿ࠶ ෺౳全ମʣʢӈ໨੝ʣغઃഇݐ཰*ʢݮ

Խݯࢿ࠶཰ʢˋʣ́ʤ༗Ձ෺ച٫ྔʴݮԽɾॖݯࢿ࠶* ʢྔ೤ճऩؚΉʣɹ ෺౳ഉग़غઃഇݐ×ʥྔݮॖ ʢྔ༗Ձ෺ച٫ྔをؚΉʣº100

。রして͍ͩ͘͞ࢀ४ʢP98ʣʯをجఆࢉඪࢦఆํ๏はʮ環境ύϑΥʔϚϯεࢉඪのࢦ֤

PCB含有機器の処理・保管

ɹPCBʢϙϦԘԽϏϑΣχϧʣをؚ༗͢Δτϥϯε΍ίϯσϯαͳͲʹ͍ͭて、PCBಛા๏*1おΑͼഇغ෺ॲཧ๏*2ʹ͖ͮج、ඞཁͳಧग़とదਖ਼

ͳ保؅をͬߦて͍ま͢ߴ。 ೱ౓PCBഇغ෺は、PCBॲཧࢪઃͰのड͚ೖΕ͕Մೳʹͳͬたڌ఺͔Βॱ࣍、ॲཧを࣮ࢪして͍ま͢。また、௿ೱ౓

PCBഇغ෺は、ॲཧݶظの2027೥3݄ʹ͚޲て、ద੾ʹॲཧして͍͖ま͢。

ɹ保؅தのPCBؚ༗ثػʹ͍ͭては、保ݿ؅のৣࢪ、ఆظ఺ݕ、環境؂ࠪͳͲԿॏʹ΋֬ೝを࣮ࢪし、؅ཧをపఈして͍ま͢。

*1 ϙϦԘԽϏϑΣχϧഇغ෺のదਖ਼ͳॲཧのਪ進ʹؔ͢Δಛผાஔ๏
*2 ഇغ෺のॲཧٴͼਗ਼૟ʹؔ͢Δ๏཯

Kverneland Group Nieuw-Vennep BVʢΦϥϯμʣͰは、৯ಊͰ࢖༻͢ΔϓϥενοΫ
の৯ث ʢྨεϓʔϯɾϑΥʔΫɾετϩʔͳͲʣの୅ସԽ΍、ϚΠϘτϧの࢖༻をै業һ
ʹਪ঑͢ΔͳͲ、ϓϥενοΫΰϛのݮ࡟ʹऔΓ૊ΜͰ͍ま͢。
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水資源の保全
　経済協力開発機構（OECD）の「Environmental Outlook to 2050（2012）」では、経済の発展や人口増加などにともない、
世界の水需要は2000年から2050年までに約55%増加し、深刻な水不足に見まわれる河川の流域の人口は、世界人口の40％
以上になると報告されています。
　クボタグループは「水資源の保全」をマテリアリティの一つとして捉え、節水や排水再利用による水使用量の削減、排水処理
や排水水質の適正な管理など、水資源の有効活用や水リスクへの対応に取り組んでいます。生産拠点については地域の
水ストレスの状況を把握した上で、生態系や人々の生活に悪影響を及ぼすことのないよう、対策を推進しています。

水使用量

ɹ2020೥౓のਫ࢖༻ྔは436ສm3Ͱ、લ೥౓ൺ4.9ˋݮগしました。また、ਫݪ༺࢖୯Ґはલ೥౓ൺ1.5ˋվળしました。͜ ΕΒは、ίϩφՒʹ

ΑΔர෺ڌܥ఺ʹお͚Δੜྔ࢈のݮগ΍ࣄ຿ॴʹお͚Δਫ࢖༻ྔのݮগʹՃ͑、ੜ࢈ঢ়گと࿈ಈしたྫྷ٫ਫ࢖༻ྔのௐ੔΍અਫ׆ಈの࣮͕ࢪओ

ͳཁҼͰ͢。

水࢖༻ྔͱݪ୯ҐのਪҠç

ਫ࢖༻ ʢྔւ֎ʣ
ਫ࢖༻ ʢྔࠃ಺ʣ
ਫݪ༺࢖୯Ґ*ʢӈ໨੝ʣ
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（ສm3）
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2.0

1.5

1.0

0.5

0

（m3/ඦສԁ）

2014

382

105

487

344

107

451

2017

2.58

3.07

2016

366

120

486

3.04

488

378

110

2018

2.64

348

111

2019

2.39

459

ʢ೥౓ʣ

337

99

2020

2.35

436

४ʢجࠂ຿ใࡒࡍࠃ४ʹସ͑てجࠃは、2018೥౓ΑΓैདྷのถߴͰ͢。࿈݁ച্ྔ༺࢖౰たΓのਫߴ୯Ґは࿈݁ച্ݪ* IFRSʣをద༻して͍ま͢。

水使用量削減対策

ɹΫϘλάϧʔϓは、環境保全தظ໨ඪʢP48ʣをࡦఆして͍ま͢。全ੜڌ࢈఺ʢ100%ʣʹ お͍

て、தظతͳݮ࡟ରࡦの࣮ܭࢪըをࡦఆし、ຖ೥ݟ௚しを͍ߦ、ਫ࢖༻ྔのݮ࡟ʹऔΓ૊ΜͰ

͍ま͢。தࠃ、λΠ、ΠϯυωγΞ、ΞϝϦΧのੜڌ࢈఺ͳͲͰΫϘλάϧʔϓのٕज़を׆༻し

たഉਫॲཧઃඋ΍ഉਫ࠶ੜγεςϜをಋೖして͍ま͢。

ɹ2020೥౓は、ै 業һ΁のઅਫҙ্ࣝ޲のݺͼ͔͚΍࿙ਫ఺ݕύτϩʔϧͳͲの೔ʑの׆ಈʹ

Ճ͑、અਫܕτΠϨ΁のߋ৽΍྘஍΁のࢄਫํ๏վળͳͲをܧଓして࣮ࢪしました。また、ੜ࢈

ྷྫ、ఔͰは޻ ٫ਫ࢖༻ྔの؅ཧਫ਼౓を্ͤ͞޲Δ͜とͰਫ࢖༻をݮ࡟しました。άϩʔόϧੜ

、の2020೥౓の੒Ռとしてࡦରݮ࡟ྔ༺࢖たਫ͚޲ʹ໨ඪ2020ظ఺ʹお͚Δ環境保全தڌ࢈

४೥౓ʢ2014೥౓ʣ͔ج Βରࡦを࣮ࢪしͳ͔ͬた৔߹とൺֱして33.7ສm3をݮ࡟しました。ま

たͦΕΒのରࡦのޮࡁܦՌは2014೥౓ൺͰ4,900ສԁとͳΓました。2020೥౓のੜߴ࢈౰た

Γのਫݪ༺࢖୯Ґは、2014೥౓ൺͰ20.8ˋվળしました。

ɹޙࠓ΋、અਫ׆ಈ΍ΫϘλάϧʔϓのٕज़を͔׆したਫϦαΠΫϧのਪ進ͳͲ、ਫݯࢿの3R

を௨͡て、ਫ࢖༻ྔのݮ࡟をਪ進して͍͖ま͢。

৔全ମ޻、ʣͰはࠃʢத࢘ެݶցʢોभʣ༗ػ保ా೶業ٱ
の޻ఔഉਫを࠶ར༻͢Δ࠶ੜॲཧ૷ஔをಋೖし、޻ఔ
ഉਫഉग़θϩを࣮ݱして͍ま͢。2020೥は約14ສ̼3

のਫ࢖༻ྔをݮ࡟しました。

。রして͍ͩ͘͞ࢀ४ʢP98ʣʯをجఆࢉඪࢦఆํ๏はʮ環境ύϑΥʔϚϯεࢉඪのࢦ֤
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஍Ҭผ水࢖༻ྔç ۀࣄผ水࢖༻ྔ

૯࢖༻ྔ
436ສm3

ʢ2020೥౓ʣ

௨ɹڞ

1ˋ

ਫɾ環境

62ˋ

ցػ

37ˋ

Ԥभ

3ˋ

ถभ

10ˋ

૯࢖༻ྔ
436ສm3

ʢ2020೥౓ʣ

೔ຊ

77ˋ

ΞδΞɾ
ΦηΞχΞ

10ˋ

छྨผ水࢖༻ྔç

֎಺  ւࠃ 

஍Լਫɹ

4%

ਫࢢ

96%

૯࢖༻ྔ
99ສm3

ʢ2020೥౓ʣ

૯࢖༻ྔ
337ສm3

ʢ2020೥౓ʣ

஍Լਫɹ

22%

ਫࢢ

78%

排水の管理 

ɹΫϘλάϧʔϓͰは、๏཯΍৚ྫのഉग़ج४ΑΓݫし͍ࣗओ؅ཧ஋をઃఆ͢Δとと΋ʹ、ج४஋௒աを͜͞ىͳ͍Α͏ʹ、ଌఆ؅ཧ߲໨を

ఆΊてఆظతͳଌఆをͬߦて͍ま͢。また、環境保全தظ໨ඪ2025ʹお͍て、ഉਫॲཧઃඋ΍ਫϦαΠΫϧઃඋのӡ༻ʹΑΓ、ഉਫの์ྲྀ先

のج४ʹԠ͡たద੾ʹഉਫを؅ཧ͢Δ໨ඪを৽たʹ͛ܝました。

ɹڌ఺Ͱはਫ࢖༻ྔのݮ࡟を進Ί、ഉਫྔの཈੍ʹͭͳ͛て͍ま͢。2020೥౓のഉਫྔ*1は437ສm3ʢެڞ༻ਫҬ301ສm3、Լਫಓ136ສm3ʣ

Ͱ、લ೥౓ൺ8.3ˋݮগしました。

ɹޙࠓ΋Ҿ͖ଓ͖、ഉਫ؅ཧ΍ਫݮ࡟ྔ༺࢖の׆ಈを௨͡て、஍Ҭのਫ環境΁のෛՙを௿ݮして͍͖ま͢。

*1  ഉਫྔʹは、Ұ෦のࣄ業ॴのӍਫおΑͼ༙ਫをؚΈま͢。 
2020೥౓ΑΓ、Ұ෦ւ֎ڌ఺͕ഉਫྔʹ্ܭして͍た੡඼ચড়ޙのਫを、ચড়޻ఔの࣮ଶをྀߟして、ഇغ෺ʢݯࢿ࠶ԽྔɾྔݮԽྔʣʹ 。しましたߋΔ͜とʹม্͢ܭ
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地域の水ストレス調査

ɹΫϘλάϧʔϓͰは、ਫݯࢿのར༻ʹؔ͢ΔϦεΫを೺Ѳし、ΑΓޮՌతͳਫϦεΫ΁のରԠʹͭͳ͛て͍͘たΊ、全ੜڌ࢈఺をର৅ʹਫετ

Ϩε*ʹؔ͢Δௐࠪを࣮ࢪして͍ま͢。

ɹੈքڀݚݯࢿॴʢWRIʣ͕ ։ൃしたਫϦεΫධՁπʔϧʮAqueductʯを༻͍て、15ϱڌ52ܭ、ࠃ఺のਫετϨεをௐࠪした݁ՌはҎԼのとおΓ

Ͱ͢。

ੜڌ࢈఺の水ετϨεʹؔ͢Δௐࠪ݁Ռʢ2020೥౓ʣ

地域・国名
水ストレスレベル／水使用量（千m3） 〈拠点数〉

高 高～中 中 中～低 低

アジア

日本 0 0 1,638〈8〉 1,448〈11〉 19〈2〉

中国 0.3〈1〉 97〈1〉 0 0 12〈2〉

インドネシア 0 0 9〈1〉 0 0

タイ 203〈3〉 25〈1〉 7〈1〉 0 0

サウジアラビア 17〈1〉 0 0 0 0

インド 12〈1〉 0 0 0 0

欧州

ロシア 0 0.4〈1〉 0 0 0

ノルウェー 0 0 0 0 23〈1〉

デンマーク 0 0 36〈1〉 0 0

オランダ 0 0 0 0 11〈1〉

ドイツ 0 0 8〈1〉 0 4〈1〉

フランス 0 0 4〈1〉 0 1〈1〉

イタリア 13〈1〉 0 0 0 0

北米
カナダ 0 0 0 0 210〈1〉

アメリカ 0 0 114〈2〉 26〈7〉 0

合　計 246〈7〉 122〈3〉 1,816〈15〉 1,473〈18〉 281〈9〉

ɹௐࠪの݁Ռ、ਫετϨε ʮ͕ߴʯおΑͼʮߴʙதʯϨϕϧのੜڌ࢈఺は、த

λΠத෦、α΢δΞϥϏΞ、Πϯυ、ϩγΞ、ΠλϦΞʹҐ、ࢢɾોभࢢܚେࠃ

ஔ͢Δ10ڌ఺Ͱ、͜ ΕΒのڌ఺のਫ࢖༻ྔは全ମの約9ˋͰした。͍࣍Ͱ、

ʮதʯϨϕϧのੜڌ࢈఺は、ؔ ౦஍ํɾѪ஌ݝ、ΠϯυωγΞ、λΠԊ؛෦、Ξ

ϝϦΧ߹ऺࠃೆ౦෦と、Ұ෦ԤभʹҐஔ͢Δ15ڌ఺Ͱ、͜ ΕΒのڌ఺のਫ

఺ڌ࢈は全ମの約46ˋͰした。ଞ、ʮதʙ௿ʯおΑͼʮ௿ʯϨϕϧのੜྔ༺࢖

のਫ࢖༻ྔは全ମの約45ˋͰした。

ɹΫϘλάϧʔϓは、ੜ׆࢈ಈͰར༻͢Δਫのେ൒をਫετϨεのʮதʯϨϕ

ϧҎԼの஍ҬͰऔਫして͍Δ΋のの、Ұ෦λΠ΍தࠃのओཁͳڌ఺͕ਫε

τϨεの͍ߴ஍ҬʹҐஔ͢Δ͜と͕わ͔Γました。ࡏݱ、͜ ΕΒのੜڌ࢈఺

Ͱは、ਫ࢖༻ྔのݮ࡟΍ഉਫのదਖ਼؅ཧͳͲʹ͍ͭて、஍۠಺ʹお͚Δ༏

。のਫฏల։をਪ進して͍ま͢ྫࣄྑ

ɹまた、ΑΓάϩʔόϧͳࣄ業ల։ʹ͚޲、૿ ઃを༧ఆして͍Δ৽ڌن఺ʹ͍ͭて΋、౎౓ͦのྲྀҬʹお͚ΔਫετϨεௐࠪをͬߦて͍͖ま͢。

* ʮਫετϨεʯとは、1ਓ౰たΓ೥ؒར༻Մೳਫྔ͕1,700tをԼճΓ、೔ৗੜ׆ʹෆศを͡ײΔঢ়ଶをࢦしま͢。ຊௐࠪʹお͚ΔਫετϨεは、Տ઒のྲྀҬ͝との෺ཧతͳਫετ
Ϩεを࠾༻しておΓ、͜ Εはਫݯࢿのར༻Մೳྔʹର͢Δऔਫྔのׂ߹͔Βࢉग़して͍ま͢。ʢੈքڀݚݯࢿॴʢWRIʣΑΓʣ

ੜڌ࢈఺
૯࢖༻ྔ
394ສm3

ʢ2020೥౓ʣ

6％7％

38％

3％

46％

ɹɹߴ
ʙதɹɹߴ
தɹɹ
தʙ௿ɹɹ
௿

水ετϨεϨϕϧผの水࢖༻ྔ
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化学物質の管理
　化学物質は人々の暮らしに欠かせないものとなっています。一方で、化学物質による人体や生態系への影響を抑制するた
めに、各国では化学物質の使用・管理に関する法規制を強化しています。
　クボタグループは「化学物質の管理」をマテリアリティの一つとして捉え、生産拠点の塗装工程から排出されるVOC（揮発性
有機化合物）の削減をはじめとして、フロン類の切り替えや漏えい防止など、化学物質による環境への負荷を削減する取り組み
を進めています。

VOC排出量

ɹ2020೥౓のVOCഉग़ྔは541tͰ、લ೥౓ൺ5.9ˋݮগしました。また、VOCഉग़ݪ୯Ґはલ೥౓ൺ2.5ˋվળしました。͜ ΕΒは、ίϩφՒʹΑ

Δ੡଄ఀࢭ΍ੜྔ࢈のݮগʹՃ͑、ృྉの࢖༻͕গͳ͍੡඼の૿Ճ΍೩ྉస׵ʹΑΔ೩ྉ༝དྷのVOCഉग़཈੍、ృணޮ཰のվળ͕ओͳཁҼͰ͢。

VOCഉग़ྔͱݪ୯ҐのਪҠç
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2017*3

448

215

663

2018*3

451

168

619

2019*3

445

130

575

29.2

2020

400

141

541

*1  ΫϘλάϧʔϓͰのഉग़ྔʹ઎ΊΔׂ߹͕େ͖͍ΩγϨϯ、τϧΤϯ、Τνϧϕϯθϯ、ενϨϯ、1,2,4-τϦϝνϧϕϯθϯ、1,3,5-τϦϝνϧϕϯθϯの6෺࣭をର৅として͍ま͢。
。४ʢIFRSʣをద༻して͍ま͢جࠂ຿ใࡒࡍࠃ४ʹସ͑てجࠃは、2018೥౓ΑΓैདྷのถߴ౰たΓのVOCഉग़ྔͰ͢。࿈݁ച্ߴ୯Ґは࿈݁ച্ݪ 2*
*3 ਫ਼౓্޲のたΊ、2014೥౓と、2016೥౓͔Β2019೥౓のVOCഉग़ ʢྔࠃ಺、ւ֎おΑͼ߹ܭʣと、VOCഉग़ݪ୯Ґをमਖ਼して͍ま͢。

VOC削減対策

ɹΫϘλάϧʔϓは、環境保全தظ໨ඪʢP48ʣをࡦఆして͍ま͢。全ੜڌ࢈఺ʢ100%ʣʹ お͍

て、தظతͳݮ࡟ରࡦの࣮ܭࢪըをࡦఆし、ຖ೥ݟ௚しを͍ߦ、VOCഉग़ྔのݮ࡟ʹऔΓ૊Μ

Ͱ͍ま͢。ੜڌ࢈఺ʹお͍て、औΓѻ͏Խֶ෺࣭のϦεΫ؅ཧ΍、ృྉ΍γϯφʔͳͲのVOC

ؚ༗ࡐࢿのݮ࡟を進Ίて͍ま͢。

ɹ2020೥౓は、ృྉのVOCϨεԽ΍VOCআڈ૷ஔの૿ڧʹऔΓ૊Έました。また、ృ૷ϩϘο

τのಋೖを進Ί、VOC͚ͩݮ࡟Ͱͳ͘、ੜ্޲ੑ࢈΋ਤͬて͍ま͢。 

ɹάϩʔόϧੜڌ࢈఺ʹお͚Δ環境保全தظ໨ඪ2020ʹ͚޲たVOCݮ࡟ରࡦの2020೥౓੒

Ռとして、ج४೥౓ʢ2014೥౓ʣ͔ Βରࡦを࣮ࢪしͳ͔ͬた৔߹とൺֱして50tをݮ࡟しました。

またͦΕΒのରࡦのޮࡁܦՌは2014೥౓ൺͰ1.1ԯԁとͳΓました。2020೥౓のੜߴ࢈౰た

ΓのVOCഉग़ݪ୯Ґは、2014೥౓ൺͰ37.7%վળしました。

ɹޙࠓ΋、VOCをؚΉృྉ΍γϯφʔͳͲのഇࢭɾ୅ସԽ΍ݮ࡟ྔ༺࢖ͳͲのऔΓ૊ΈʹՃ

͑、๏ྩ९कとपล஍Ҭ΁のෛՙ௿ݮʹ഑ྀしたഉؾॲཧઃඋのಋೖʹΑΓ、VOCഉग़ྔ࡟

。をਪ進して͍͖ま͢ݮ

。রして͍ͩ͘͞ࢀ४ʢP98ʣʯをجఆࢉඪࢦఆํ๏はʮ環境ύϑΥʔϚϯεࢉඪのࢦ֤

ʣͰは、ృ૷ϩϘοτࠃʢத࢘ެݶʢແऎʣ༗ػݐ保ాٱ
ಋೖʹΑΓ、඼࣭΍ੜ্޲ੑ࢈とڞʹృ૷のख௚しを
ͦ。Β͢͜と͕Ͱ͖ましたݮ の݁Ռ、ృྉ࢖༻ྔ΍VOC
ഉग़ྔのݮ࡟ʹͭͳ͕Γました。
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஍ҬผVOCഉग़ྔ ۀࣄผVOCഉग़ྔ

૯ഉग़ྔ
541t

ʢ2020೥౓ʣ

ਫɾ環境

38ˋ

ցػ

62%

ถभ

0.02ˋ

Ԥभ

4ˋ

ΞδΞɾ
ΦηΞχΞ

22ˋ

೔ຊ

74ˋ

૯ഉग़ྔ
541t

ʢ2020೥౓ʣ

෺࣭ผVOCഉग़ྔ
֎಺  ւࠃ 

τϧΤϯ

16ˋ

૯ഉग़ྔ
400t

ʢ2020೥౓ʣ

ενϨϯ
5ˋ

Τνϧϕϯθϯ

31ˋ

1,3,5-τϦϝνϧ
ϕϯθϯ
1ˋ

1,2,4-τϦϝνϧ
ϕϯθϯ
4ˋ

ΩγϨϯ

43ˋ

Τνϧϕϯθϯ
5ˋ

ͦのଞ
ʢενϨϯ、1,2,4-τϦϝνϧϕϯθϯ、
1,3,5-τϦϝνϧϕϯθϯの߹ܭʣ

2ˋ

૯ഉग़ྔ
141t

ʢ2020೥౓ʣ

ΩγϨϯ

87ˋ

τϧΤϯ
6ˋ

PRTR法対象物質の排出量・移動量

ɹ2020೥౓のPRTR๏*ର৅෺࣭のഉग़ྔɾҠಈྔは549tͰ、લ೥౓ൺ6.3ˋݮগしました。また、PRTRഉग़Ҡಈݪ୯Ґはલ೥౓ൺ2.9ˋ

վળしました。VOCഉग़ྔのݮ࡟とಉ༷、PRTR๏ର৅෺࣭のݮ࡟ରࡦをܧଓしてਪ進して͍ま͢。

*ಛఆԽֶ෺࣭の環境΁のഉग़ྔの೺Ѳ౳ٴͼ؅ཧのվળのଅ進ʹؔ͢Δ๏཯

PRTR๏ର৅෺࣭のഉग़ྔ・Ҡಈྔͱݪ୯ҐのਪҠʢࠃ಺ʣ

1,250
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0

（U）
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0

ʢLH�ԯԁʣ

2016*3 2017*3

449

137

586

458

173

631

451

211

662

2018*3

30.5

39.6 37.8

454

172

626

2019*3

403

146

549

29.6

2020 ʢ೥౓ʣ

33.8

Ҡಈྔ *1

ഉग़ྔ *1

PRTRഉग़Ҡಈݪ୯Ґ *2ʢӈ໨੝ʣ

ܭ఺͝との೥ؒऔѻྔ͕1tʢಛఆୈ1छは0.5tʣҎ্の෺࣭ʹ͍ͭてूڌ 1*
。४ʢIFRSʣをద༻して͍ま͢جࠂ຿ใࡒࡍࠃ४ʹସ͑てجࠃは、2018೥౓ΑΓैདྷのถߴ౰たΓのPRTR๏ର৅෺࣭ഉग़ྔɾҠಈྔͰ͢。࿈݁ച্ߴ୯Ґは࿈݁ച্ݪ 2*
*3 ਫ਼౓্޲のたΊ、2016೥౓͔Β2019೥౓のPRTR๏ର৅෺࣭のҠಈྔɾഉग़ྔと、PRTRഉग़Ҡಈݪ୯Ґをमਖ਼して͍ま͢。

。রして͍ͩ͘͞ࢀ४ʢP98ʣʯをجఆࢉඪࢦఆํ๏はʮ環境ύϑΥʔϚϯεࢉඪのࢦ֤
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オゾン層破壊物質の管理

ɹΫϘλάϧʔϓͰは、Φκϯ૚ഁյ෺࣭Ͱ͋Δಛఆϑϩϯを、ҙਤతͳ੡඼΁のؚ༗、また੡඼の੡଄աఔͰのఴՃを1͢*ࢭېΔ෺࣭とఆ

Ίて͍ま͢。ࠃ಺Ͱは、2016೥౓தʹδΫϩϩϖϯλϑϧΦϩϓϩύϯをؚΉࡐࢿの੾Γସ͕͑ྃ׬し、PRTR๏*2ಧग़ର৅のΦκϯ૚ഁյ

෺࣭のऔΓѻ͍おΑͼഉग़はͳ͘ͳΓました。

ɹまた、ࠃ಺Ͱは、ΤΞίϯ΍ྫྷଂྫྷౚثػʹྫྷഔとしてॆర͞Εて͍Δϑϩϯྨʹ͍ͭては、ϑϩϯഉग़཈੍๏*3ʹఆΊΒΕたج४ʹै͍、

࿙͍͑཈੍のたΊのపఈした؅ཧを࣮ࢪして͍ま͢。し͔しͳ͕Β2020೥౓は、ΤΞίϯࣨ֎ػʹॆర͞Εて͍たಛఆϑϩϯをେؾʹ์ग़

してしま͏1͕݅͋ނࣄΓました。ൃ࠶๷ࡦࢭを͡ߨ、ϑϩϯྨのഉग़཈੍ʹͭとΊて͍ま͢。

*1 HCFCʹ͍ͭては、ྫྷ ഔ、அ೤ࡐとしての੡඼΁のҙਤతఴՃをࢭې
*2 ಛఆԽֶ෺࣭の環境΁のഉग़ྔの೺Ѳ౳ٴͼ؅ཧのվળのଅ進ʹؔ͢Δ๏཯
*3 ϑϩϯྨの࢖༻の߹ཧԽٴͼ؅ཧのదਖ਼Խʹؔ͢Δ๏཯

大気汚染物質の排出の管理 

ɹΫϘλάϧʔϓͰは、๏཯΍৚ྫのഉग़ج४ΑΓݫし͍ࣗओ؅ཧ஋をઃఆ͢Δとと΋ʹ、ج४஋௒աを͜͞ىͳ͍Α͏ʹ、͹͍Ԏൃੜࢪઃの

ӡస੍ޚ΍ूਖ૷ஔの఺ݕͳͲの೔ৗ؅ཧをపఈして͍ま͢。し͔しͳ͕Β2020೥౓は、ΩϡϙϥのഉؾΨεʹお͍てूਖػ૷ஔのෆ۩߹ʹ

ΑΓ͹͍͡Μの੍ن஋௒ա1͕݅͋ނࣄΓました。ൃ࠶๷ࡦࢭを͡ߨ、େؾԚછ෺࣭のഉग़཈੍ʹͭとΊて͍ま͢。

ɹ2020೥౓のେؾԚછ෺࣭は、SOxഉग़ྔ6.6t *ʢલ೥౓ൺ76.3ˋ૿Ճʣ、NOxഉग़ྔ49.7tʢલ೥౓ൺ5.0ˋ૿Ճʣ、͹͍͡Μഉग़ྔ12.2t

ʢલ೥౓ൺ13.0ˋ૿ՃʣͰした。೩ྉస׵ʹΑΔൃੜݯରࡦ΍ूਖ૷ஔの保全ͳͲ、େؾԚછ෺࣭のഉग़཈੍ʹͭとΊて͍͖ま͢。

*Ұ෦のࠃ಺ڌ఺Ͱはഉग़Ψεのೱ౓࣮ଌ஋とഉग़Ψεྔ͔ΒͰはͳ͘、ݪྉɾ੡඼ɾഇغ෺のེԫॏྔ͔ΒਪܭしてSOxഉग़ྔをࢉग़して͍ま͢。
ʢେؾഉग़ྔ ́  ੴ୸౤ೖྔ – మੜྔ࢈ – εϥάഇྔغ – μετഇྔغʣ

2020೥౓のSOxഉग़ྔは、্ Χ΢ϯτしͳ͔ͬたたΊ૿Ճしまʹࢉܭഉग़ྔのؾしͳ͔ͬた΋のを、େغ఺ʹお͍てൃੜしたེԫをؚΉεϥάの͏ちෑ஍಺ʹ保؅してഇڌのه
した。౰֘ڌ఺ʹお͍て、೥౓຤ʢ2020೥12݄31೔࣌఺ʣͰෑ஍಺ʹ保؅して͍ΔεϥάʹؚまΕて͍Δེԫ෼をྀߟした৔߹、2020೥౓のSOxഉग़ྔは3.0tとͳΓま͢。

。রして͍ͩ͘͞ࢀ४ʢP98ʣʯをجఆࢉඪࢦఆํ๏はʮ環境ύϑΥʔϚϯεࢉඪのࢦ֤

地下水の管理状況

ɹաڈʹ༗ػԘૉܥԽ߹෺を࢖༻して͍たڌ఺ʹお͚Δ஍Լਫଌఆ݁Ռは、ҎԼのとおΓͰ͢。

஍Լ水の؅ཧঢ়گʢ2020೥౓ʣ

఺໊ڌ ෺໊࣭ ஍Լਫଌఆ஋ ४஋جڥ؀

ஜ೾޻৔ τリΫϩϩΤνϨϯ ෆݕग़ʢ0.0001mg/Ὑະຬʣ 0.01mg/ὙҎԼ

Ӊ౎޻ٶ৔ τリΫϩϩΤνϨϯ ෆݕग़ʢ0.001mg/Ὑະຬʣ 0.01mg/ὙҎԼ

製品に含まれる化学物質の管理

ɹԤभのREACHنଇ*ͳͲのԽֶ෺੍࣭ن΁のରԠとして、੡඼ʹؚまΕΔԽֶ෺࣭を೺Ѳし、ద੾ʹ؅ཧ͢ΔたΊのϧʔϧをઃఆし、ӡ༻

して͍ま͢。

ɹ2010೥౓ΑΓ、3ͭのϨϕϧʹ۠෼して、੡඼ʹؚまΕΔԽֶ෺࣭を؅ཧして͍ま͢。また、おऔҾ先༷の͝ྗڠを͋お͗ͳ͕Β、੡඼ؚ༗

Խֶ෺࣭のௐࠪをάϩʔόϧʹ進Ίて͍ま͢。

*Ԥभ࿈߹ʢEUʣのԽֶ෺࣭のొ࿥、ධՁ、ೝՄおΑͼ੍نݶଇ

▶3ͭの管ཧ۠෼

1. ੡඼΁ͷؚ༗Λ͢ࢭېΔʮࢭې෺࣭ʯ

2. ༻్΍৚݅ʹΑͬͯ ੡඼΁ͷؚ༗Λ制͢ݶΔʮ制ݶ෺࣭ʯ
3. ੡඼΁ͷؚ༗ྔΛ೺Ѳ͢Δʮ؅ཧର৅෺࣭ʯ
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ੜ෺ଟ༷ੑอશのํ͑ߟ

ɹΫϘλάϧʔϓは、ʮੜ෺ଟ༷ੑの保全ʯを環境保全のجຊ5߲໨のҰͭとし、企業׆ಈ΍੡඼ɾαʔϏεのఏڙ、ࣾ ձ׆ݙߩಈʹ 

お͍て、ࣗ વࢿຊʹ༩͑ΔӨڹを;ま͑、ੜ෺ଟ༷ੑの保全΍ࣗવ環境の保ޢʹ഑ྀ͢ΔΑ͏ͭとΊま͢。

【主な取り組み内容】

1．企業活動
ᶃ ઃܭ։ൃஈ֊Ͱは、੡඼環境Ξηεϝϯτを࣮ࢪし、ࣗ વࢿຊʹ༩͑ΔӨڹධՁを࣮ࢪしま͢。

ᶄ  ௐୡஈ֊Ͱは、αϓϥΠϠʔ΁ʮάϦʔϯௐୡΨΠυϥΠϯʯをఏࣔし、ੜ෺ଟ༷ੑ΁の഑ྀをཁ੥しま͢。

ᶅ  ੜ࢈ɾ෺ྲྀஈ֊Ͱは、ࣄ業ॴのૢ業΍෺ࢿの༌ૹʹと΋ͳ͏環境ෛՙ௿ݮ΍環境ϦεΫ؅ཧʹͭとΊま͢。

ᶆ  環境ϚωδϝϯτのҰ環として、ै 業һ΁の環境ڭҭ΍ҙࣝൃܒを࣮ࢪし、ੜ෺ଟ༷ੑのՁ஋と保全׆ಈのॏཁੑʹର͢Δೝࣝ

をਂΊま͢。

ᶇ 環境ίϛϡχέʔγϣϯのҰ環として、ੜ෺ଟ༷ੑ保全ʹؔ͢ΔऔΓ૊ΈͳͲの৘ใൃ৴ʹͭとΊま͢。

2．製品・サービスの提供
ᶃ ௿೩අ΍ഉग़ΨεのΫϦʔϯԽͳͲ、環境ෛՙのগͳ͍੡඼ɾαʔϏεのఏڙʹΑΓ、ੜ෺ଟ༷ੑ΁のӨڹ௿ݮʹͭとΊま͢。

ᶄ Ԛਫॲཧ΍ഇغ෺ॲཧͳͲのਫ環境ιϦϡʔγϣϯのఏڙʹΑΓ、ಈ২෺のੜଉɾੜҭ環境のվળʹݙߩしま͢。

ᶅ  εϚʔτ೶業΍環境ʹ഑ྀした౎جࢢ൫੔උͳͲʹد༩͢Δ੡඼ɾαʔϏεのఏڙʹΑΓ、ੜଶܥαʔϏεの࣋ଓՄೳͳར༻

。しま͢ݙߩʹ

3．社会貢献活動
ᶃ  ࣾ ձ׆ݙߩಈʮΫϘλeϓϩδΣΫτŉのغ์࡞ߞ஍࠶ੜࢧԉ׆ಈ΍ཬࢁɾ৿ྛの保全׆ಈͳͲを௨して、ࣗ વ環境の保ޢをਪ進

しま͢。

ᶄ ࣄ業ॴߏ಺΍पลのඒԽɾ྘Խ΍஍Ҭのಈ২෺保ޢをਪ進しま͢。

生物多様性の保全
　私たちの企業活動は、土壌、大気、水、動植物などからなる自然資本から提供される様々な生態系サービスに依存しています。
一方、生物多様性は、世界各地で様々な危機に瀕しており、国際的な枠組みであるSDGs（目標14、15）の達成のためにも、企業
は生物多様性の保全と生態系サービスの持続可能な利用が求められています。
　クボタグループは「生物多様性の保全」をマテリアリティの一つとして捉え、企業活動や製品・サービスの提供、社会貢献活動
において、自然資本に与える影響をふまえ、生物多様性の保全や自然環境の保護に配慮するようつとめています。
　これらをふまえ、環境保全中期目標2025から各拠点の特色や事業内容に合わせた生物多様性保全活動の目標設定を開始し、
その活動の進捗状況を確認しています。

生物多様性保全の考え方

ɹΫϘλάϧʔϓは、環境保全のجຊ5߲໨のҰͭとしてʮੜ෺ଟ༷ੑの保全ʯをఆΊて͍ま͢。2009೥12݄ ʮʹΫϘλάϧʔϓ環境جຊߦಈ

ʹ਑ʯࢦ ੜ෺ଟ༷ੑʹ഑ྀした企業׆ಈを৫ΓࠐΈました。また、2010೥ʹ環境େਉ΁ఏग़したʮΤίɾϑΝʔετの約束ʯのதͰ΋、ੜ෺ଟ༷

ੑの保全のたΊの׆ಈをਪ進͢Δ͜とを͛ܝて͍ま͢。
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生物多様性との関わり

ಈ׆ݮ࡟・ಈʹͱ΋ͳ͏環境ෛՙの؅ཧ׆ۀا
ΫϘλάϧʔϓͰの׆ಈʹΑΔ環境ෛՙをݮ࡟し、
ੜ෺ଟ༷ੑ΁のӨڹʹ഑ྀ͢Δ。

・άϦʔϯௐୡ
・౔஍ར༻のࡍの環境ӨڹධՁ
มಈへのରԠʢ省Τω ͳͲʣީؾ・
・॥環ܕ社会のܗ੒ʢ省ݯࢿԽ、ഇغ෺の 3R ͳͲʣ
・水ݯࢿのอશʢਫݯࢿの 3R ͳͲʣ
・ Խֶ෺࣭の؅ཧ 
ʢ༗ݒ֐೦෺࣭のݮ࡟ྔ༺࢖、VOCഉग़ྔのݮ࡟ ͳͲʣ

・ 環境Ϛωδϝϯτ 
ʢେؾɾਫ࣭ɾ౔৕Ԛછの๷ࢭ、ै業һ΁の環境ڭҭ ͳͲʣ

のա৒ফඅ΍ݯࢿ
౔஍վมʹΑΔӨڹ

ಈ২෺のੜଉɾੜҭ環境のѱԽ΍มԽ、
֎དྷछのҠೖʹΑΔੜଶܥのഁյ

มಈ΍ީؾ
େؾ・水࣭・

౔৕ԚછʹΑΔӨڹ
ಈ২෺のੜଉɾ
ੜҭ環境のѱԽ、
২ੜ΍ੜ෺૬のมԽ

੡඼޻ࢪ・༺࢖・
ഇغʹඞཁͳݯࢿ
෦඼、ੜ෺ݯࢿ
ʢछබͳͲʣ、
ༀ඼ʢ೶ༀͳͲʣ、 
ΤωϧΪʔ、ਫݯࢿ

੡඼・αʔϏε
ʢ࢖༻ɾ޻ࢪɾഇغʣ

౔஍ར༻
೶஍、ॲཧ৔ͳͲ

੡඼޻ࢪ・༺࢖・
ഇغʹΑΔ環境ෛՙ

CO2、ഉؾ、ഉਫ、
ഇغ෺、૽ Իɾৼಈ

INPUT OUTPUT

生物多様性との関わり

クボタグループの生物多様性との関わりݯࢿの౤ೖ
、ࡐࢿྉ、෭ࡐݪ
ΤωϧΪʔ、ਫݯࢿ

ಈ׆ۀا
ʢઃܭ։ൃɾௐୡɾੜ࢈ɾ෺ྲྀʣ

౔஍ར༻
ઃͳͲݐ業ॴࣄ

環境ෛՙ
CO2、ഉؾ、ഉਫ、
ഇغ෺、 ૽Իɾৼಈ

INPUT OUTPUT

クボタグループの生物多様性との関わり

社会׆ݙߩಈʹΑΔݙߩ
NPO๏ਓͳͲと࿈ܞし、ࣗ વ環境保ޢʹͭとΊΔ。

・ ΫϘλ eϓϩδΣΫτ 
ʢغ์࡞ߞ஍࠶ੜࢧԉ、ΫϘλの৿、খֶੜのࣗવମݧ ͳͲʣ

・ΫϘλ eσʔʢ環境ඒԽϘϥϯςΟΞʣ
ॴ಺֎の྘Խۀࣄ・
・஍Ҭのಈ২෺のอޢ

੡඼・αʔϏεʹΑΔӨڹの低ݮ΍ݙߩ
੡඼ɾαʔϏεの࢖༻ɾ޻ࢪɾഇغʹΑΔӨڹを௿ݮし、ੜ෺ଟ༷ੑ
の保全とੜଶܥαʔϏεの࣋ଓՄೳͳར༻ʹ͢ݙߩΔ。

ʦӨڹの低ݮʧ
・੡඼環境Ξηεϝϯτ
・ 環境഑ྀ੡඼の։ൃ 
ʢ省ΤωԽ、省ݯࢿԽ、େؾɾਫ࣭ɾ౔৕Ԛછの๷ࢭ ͳͲʣ

ʦݙߩʧ
・ Ԛ水ॲཧ΍ഇغ෺ॲཧͳͲの水環境ιϦϡʔγϣϯの 
ఏڙ
・ εϚʔτ೶ۀ΍環境ʹ഑ྀͨ͠౎جࢢ൫੔උͳͲʹ 
ڙ༩͢Δ੡඼・αʔϏεのఏد
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事業所での取り組み

水源地の清掃活動に参加

ɹΫϘλ౦๺ࣾࢧͰは、ઋ୆ࢢの׭ຽ࿈ࣄܞ業ʮ੨ԼのైϓϩδΣΫ

τʯʹ 。して͍ま͢ࢪಈを࣮׆の৿ྛ保全ྛݯՃし、ਫࢀ

ɹ2020೥౓はਫݯᔻཆྛのെ࡞࠾業΍、མち༿ճऩを͍ߦました。

工場敷地内での植樹活動の実施

ɹ2020೥6݄、SIAM KUBOTA Metal Technology Co., Ltd. ʢλΠʣ

は、޻৔ෑ஍಺の২थ׆ಈを࣮ࢪしました。׆ಈʹは77ਓのै業һ

。৔の྘ԽʹͭとΊて͍ま͢޻、Ճし、110ຊの໦を২थ͢ΔͳͲࢀ͕

荒廃竹林の伐採活動に参加

ɹࣜגձࣾΫϘλέϛοΫεখా޻ݪ৔Ͱは、環境省͕ఏএした஍Ҭ

॥環ڞੜͮ͘ݍΓϓϥοτϑΥʔϜࣄ業をখాࢢݪとྗڠして࣮ࢪし

て͍ま͢。

ɹ2020೥౓΋ଞࣾと΋ྗڠしߥഇした஛ྛのെ࠾を͍ߦました。
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環境配慮製品・サービスの拡充
　クボタグループでは、環境配慮製品・サービスの提供を通して、地球環境保全と食料・水・生活環境分野における社会課題の
解決に貢献しています。設計・開発段階で製品環境アセスメントを実施し、原材料の調達から製品の廃棄まで、製品のライフ 

サイクル全体での環境配慮を推進しています。環境配慮性の高い製品は、「エコプロダクツ」として社内認定し、その拡充に取り
組んでいます。

製品のライフサイクルにおける環境配慮

主な環境配慮の取り組み

ઃܭ・։ൃ

料・෦඼ௐୡࡐݪ

ੜ࢈

෺ྲྀ

޻ࢪ

༺࢖

ഇغ

ɾ ੡඼環境ΞηεϝϯτʹΑΔ環境഑ྀઃܭ
ɾ ΤίϓϩμΫπࣾ಺ೝఆ

ɾ άϦʔϯௐୡ
ɾ ࠷ద஍ௐୡ

ɾ ࡁ༺࢖Έ੡඼ɾ෦඼のճऩ、࠶ੜ、ݯࢿ࠶Խ
ɾ ഇ࣌غのదਖ਼ॲཧ

ɾ ΤωϧΪʔͳͲݯࢿのϜμɾϩεݮ࡟
ɾ ഇغ෺とਫݯࢿの3R、ϦαΠΫϧૉࡐの࢖༻
ɾ VOCഉग़ྔのݮ࡟、༗ࡎ༹ػの୅ସԽ

ɾ ੵޮࡌ཰の্޲
ɾ Ϟʔμϧγϑτ
ɾ ࠝแࡐのݮ࡟

ɾ ޻ࢪのޮ཰Խ、省ྗԽ
ɾ ظ޻の୹ॖ
ɾ ࢖ʹ࣌޻ࢪ༻͢Δݯࢿのݮ࡟

ɾ ௿೩අԽ
ɾ ࡞業、؅ཧのޮ཰Խ、省ྗԽ
ɾ ϝϯςφϯεの༰қԽ、௕ण໋Խ

ɾ ഉग़Ψεの௿ݮ
ɾ ૽Ի、ৼಈの௿ݮ

製品ライフサイクルにおける温室効果ガス排出量の分析

ɹΫϘλάϧʔϓは、೶業ػցɾݐઃػց͔ΒύΠϓγεςϜ΍ਫॲཧ૷ஔまͰ༷ʑͳ੡඼をऔΓѻͬて͍ま͢。੡඼環境ΞηεϝϯτのҰ環と

して、ओྗ੡඼ͰϥΠϑαΠΫϧΞηεϝϯτʢLCAʣを࣮ࢪし、ϥΠϑαΠΫϧʹお͚ΔԹࣨޮՌΨεഉग़ྔを೺Ѳして͍ま͢。ຊLCAの݁Ռʹ

͍ͭては、2014೥ʹҰൠࣾஂ๏ਓ࢈業環境؅ཧڠձʹΑΔୈऀࡾϨϏϡʔをड͚ました。

LCA݁ՌɹԹࣨޮՌΨεഉग़ׂ߹

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

τϥΫλ *1

ഇ�0غ％

μΫλΠϧమ؅ *2

％�53޻ࢪ
ྉௐୡ�9％ࡐݪ

�93％੡඼༌ૹ�1％༺࢖

෦඼੡଄�5％
૊ཱ 1％

੡଄�36％

ഇ�0غ％

੡඼༌ૹ�1％

ɹϥΠϑαΠΫϧʹお͚ΔԹࣨޮՌΨεഉग़ׂ߹は、೶業༻τϥΫλͰは࢖༻ஈ֊͕、μΫλΠϧమ؅Ͱは੡଄ɾ޻ࢪஈ֊͕全ମの約9ׂを઎Ί

ておΓ、੡඼のछྨʹΑΓ、ϥΠϑαΠΫϧʹお͚Δ環境ෛՙのൃੜׂ߹΍େ͖͕͞ҟͳΓま͢。ΫϘλάϧʔϓͰは、ϥΠϑαΠΫϧʹお͚Δ

環境ෛՙの෼ੳ݁Ռを環境഑ྀઃ͔׆ʹܭし、環境഑ྀ੡඼ɾαʔϏεの֦ॆʹͭとΊて͍ま͢。

*1 τϥΫλのLCA݁Ռは、೶業༻τϥΫλ M9540DTHQ-ECのϑϥϯεʹお͚Δ
。ఆしましたࢉ業を૝ఆして࡞Ҿɾӡൖݗのؒ࣌5,000

*2 μΫλΠϧమ؅のLCA݁Ռはʮ࣋ଓՄೳͳਫಓαʔϏεのたΊの؅࿏ٕज़ʹؔ͢
Δڀݚʯʤʢެࡒʣਫಓٕज़ڀݚηϯλʔʥのใࠂσʔλʹࢉ͖ͮجఆしました。
ͳお、ࡐݪྉௐୡ、੡଄、੡඼༌ૹのׂ߹は、ࣗ ࣾのCO2ഉग़ྔσʔλʹ͖ͮج
҈෼しました。
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*ΤίϓϩμΫπࣾ಺ೝఆ੍౓Ͱج४をΫϦΞした੡඼のച্ߴൺ཰
ΤίϓϩμΫπೝఆ੡඼ച্ߴൺ཰ʢˋʣ=ΤίϓϩμΫπのച্ߴ×੡඼のച্ߴ
ʢࣄ޻、αʔϏε、ιϑτ、෦඼ɾ෇ଐ඼をআ͘ʣº100

エコプロダクツ認定制度

エコプロダクツ認定制度とは

ɹʮΤίϓϩμΫπೝఆ੍౓ʯは環境഑ྀੑの͍ߴ੡඼をࣾ಺ೝఆ͢Δ੍౓Ͱ͢。ΫϘλάϧʔϓの環境ܦӦʹお͚Δ環境保全のجຊ5߲໨Ͱ͋

Δʮީؾมಈ΁のରԠʯʮ॥環ࣾܕձのܗ੒ʯʮਫݯࢿの保全ʯʮԽֶ෺࣭の؅ཧʯʮੜ෺ଟ༷ੑの保全ʯʹ ؔ࿈͢Δ߲໨をධՁし、ࣾ ಺ج४をΫϦΞ

した੡඼をʮΤίϓϩμΫπʯとしてೝఆして͍ま͢。

ɹまた、ຊ੍౓ʹ͍ͮجてࣾ಺ೝఆしたΤίϓϩμΫπのച্ߴൺ཰ʮΤίϓϩμΫπೝఆ੡඼ച্ߴൺ཰ʯはୈऀࡾ保ূをड͚て͍ま͢。

エコプロダクツ認定委員会の構成

ɹΤίϓϩμΫπೝఆҕһձは、ੜٕ࢈ज़ຊ෦௕をҕһ௕とし、֤ ੒͞Εて͍ߏ։ൃ౷ׅ෦、環境؅ཧ෦ʹΑͬてڀݚ業෦͔Βબग़したҕһとࣄ

ま͢。֤ 。て͍まͬ͢ߦ業෦͕ਃ੥した੡඼ʹ͍ͭて、ΤίϓϩμΫπ΁のద߹ੑを৹ٞし、ೝఆをࣄ

エコプロダクツ認定製品の拡充の軌跡

ɹʮΤίϓϩμΫπೝఆ੍౓ʯʹ ྷྦ、2020೥౓は৽たʹεʔύʔΤίϓϩμΫπ2݅をؚΉ40݅をΤίϓϩμΫπʹೝఆし、͖ͮج ೝఆ݅਺はܭ

322݅とͳΓました。また、ΤίϓϩμΫπೝఆ੡඼のച্ߴൺ཰は໨ඪの60%Ҏ্ʹରして66.2ˋとͳΓ、環境保全தظ໨ඪ2020をୡ੒しま

した。ޙࠓは、環境保全தظ໨ඪ2025Ͱ͛ܝΔΤίϓϩμΫπച্ߴൺ཰70%Ҏ্の໨ඪୡ੒ʹ͚޲てऔΓ૊Έま͢。省Τω、ܰ ྔԽɾখܕԽ、

௕ण໋Խɾϝϯςφϯεの༰қੑ΍環境੍ن΁のద߹ͳͲ、٬ސ΍ࣾձ͕ٻΊΔ環境ʹ഑ྀした੡඼։ൃを進ΊΔ͜とͰ、ΤίϓϩμΫπの֦ॆ

ʹऔΓ૊ΜͰ͍͖ま͢。

ΤίϓϩμΫπೝఆ݅਺のਪҠʢྦྷܭʣ ΤίϓϩμΫπೝఆ੡඼ച্ߴൺ཰*のਪҠ 

2016 2017 2018 2019 ʢ೥౓ʣ

100

80

60

40

20

0

ʢˋʣ

44.2

໨ඪ�2030ظอશ௕ڥ؀ 80％Ҏ্
໨ඪ�2025ظอશதڥ؀ 70％Ҏ্
໨ඪ�2020ظอશதڥ؀ 60％Ҏ্

55.6 58.6

2016

300

250

200

150

100

50

0

ʢ݅ʣ

ʢ೥౓ʣ2017 2018 2019

66.3

2020

66.2198
218

164

282

2020

322

委員長：生産技術本部長（環境保全統括者）
委　員：事業部代表者、研究開発統括部長、環境管理部長
事務局：研究開発統括部、環境管理部

エコプロダクツ認定委員会 【審議・認定】

【申請】

【助言】

エコプロダクツワーキングメンバー
（各研究開発部門より選出）

各事業部・グループ会社
研究開発部門

スーパー
エコプロダクツ

評価項目環境保全の基本5項目 SDGsとの関連

業界初、社外で高い評価
など突出した環境配慮性
を実現した製品

「エコプロダクツ」認定製品には、
独自のエコプロダクツラベルを表示します。

社内基準をクリア
した環境配慮性
が高い製品

エコプロダクツラベル表示例

燃料消費量○％削減
（当社○○年度機種○○比）

・気候変動への対応

・循環型社会の形成

・水資源の保全

・化学物質の管理

・生物多様性の保全

1.省エネルギー（CO2の削減）
　生産時・輸送時・施工時・使用時のエネルギー消費量削減 など

2.省資源
　軽量化・減容化、長寿命化 など

3.再資源化
　リサイクル素材・リサイクル希少金属の使用 など

4.環境負荷物質の削減
　RoHS対象物質の削減、排出ガスの低減 など

5.情報提供
　省エネ運転・リサイクル・廃棄時の注意点 など

エコプロダクツ
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2020年度スーパーエコプロダクツ認定製品

ディーゼルエンジン
09-E5シリーズ
V5009-TIE5-BB（欧州、北米）

ੈք࠷先୺のഉग़Ψεن ʢ੍Tier4、Stageᶛʣʹ ద߹しͳ

͕ΒίϯύΫτԽʢߴग़ྗີ౓ʣʹ ΑΓ省ݙߩʹݯࢿし、෯

、ΞϓϦέʔγϣϯʹదした੡඼Ͱ͋Δ͜と͕ධՁ͞Ε͍޿

ʮDiesel of Year 2019*ʯをड৆しました。

*ΠλϦΞの࢈業ࢽ Diesel Internationalओ࠵

大型浄化槽
KTZ型

୯Ґ༰ੵ౰たΓのॲཧೳྗを্ͤ͞޲てίϯύΫτԽを࣮

省Τωϧ、ݯࢿし、ϥΠϑαΠΫϧの֤ஈ֊ʹお͚Δ省ݱ

Ϊʔʹد༩͢Δ͜と͕ධՁ͞Ε、Ұൠࣾஂ๏ਓ೔ຊ࢈業ػ

ց޻業ձձ௕৆をड৆しました。



76 77

KUBOTA REPORT 2021 KUBOTA REPORT 2021

GOVERNANCESOCIETYENVIRONMENTHIGHLIGHT 2021 GOVERNANCESOCIETYENVIRONMENTHIGHLIGHT 2021 ENVIRONMENT

2020年度エコプロダクツ認定製品（一例）

トラクタ
M7003シリーズ
M7153（欧州）

乗用田植機
NAVIWELスペシャルクラス
NW10S

ガーデントラクタ
Gシリーズ
G261（欧州）

コンバイン
DCシリーズ
DC-93（アセアン）

建設機械
バックホー
KX080-4s2（北米）

建設機械
ホイールローダ
R090（欧州）

耐震型ダクタイル鉄管
呼び径1500～2600
US形（R方式）

「エコプロダクツ認定製品」の詳細はこちらから
www.kubota.co.jp/sustainability/environment/ecopro/

トラクタ
アグリロボトラクタ
MR1000A（無人仕様）

ഉ出Ψス੍نରԠ
〔認定のポイント〕

ഉ出Ψス੍نରԠ
〔認定のポイント〕

〔認定のポイント〕

〔認定のポイント〕

ഉ出Ψス੍نରԠ
〔認定のポイント〕

〔認定のポイント〕

লݯࢿ࠶・ݯࢿԽ

লݯࢿ

ഉ出Ψス੍نରԠ
〔認定のポイント〕

〔認定のポイント〕
ഉ出Ψス੍نରԠ

ഉ出Ψス੍نରԠ



78 79

KUBOTA REPORT 2021 KUBOTA REPORT 2021

GOVERNANCESOCIETYENVIRONMENTHIGHLIGHT 2021 GOVERNANCESOCIETYENVIRONMENTHIGHLIGHT 2021ENVIRONMENT

製品群ごとの主な環境配慮の取り組み

ց෦໳ػ

ؾ
॥
ਫ
Խ
ੜ

มಈ΁ͷରԠީؾ
॥ࣾܕ؀ձͷܗ੒
ਫݯࢿͷอશ
Խֶ෺࣭ͷ؅ཧ
ੜ෺ଟ༷ੑରԠͳͲ

੡඼܈ ओͳڥ؀഑ྀͷऔΓ૊Έ
ϥΠϑαΠΫϧ

ௐୡ
ੜ࢈ ෺ྲྀ ޻ࢪ ༺࢖ ഇغ

τϥΫλ

෦඼఺਺ͷݮ࡟ ॥
ృྉʹؚ·ΕΔڥ؀ෛՙ෺࣭ͷݮ࡟ Խ
੡඼༌ૹ࣌ͷੵޮࡌ཰্޲ʹΑΔ೩ྉফඅྔͷݮ࡟ ؾ
লΤωӡసϞʔυʹΑΔ೩ྉফඅྔͷݮ࡟ ؾ
ഉग़Ψε੍ن΁ͷద߹ Խ
૽Իɾৼಈͷ௿ݮ ੜ
෦඼ͷૉࡐදࣔɺഇ࣌غʹ஫ҙ͢΂͖߲ࣄͷ情報ఏڙ ॥

ా২機

ృྉʹؚ·ΕΔڥ؀ෛՙ෺࣭ͷݮ࡟ Խ
੡඼༌ૹ࣌ͷੵޮࡌ཰্޲ʹΑΔ೩ྉফඅྔͷݮ࡟ ؾ
লΤωӡసϞʔυ΍ɺಉ5ͭʹ࣌ͷ೶͑ߦ͕ۀ࡞Δଟ機ೳԽʹΑΓ೩ྉফඅྔΛݮ࡟ ؾ
ૄ২΍密೻බҠ২ͱ௚ਐキʔϓ機ೳʹΑΔҭබؔ࿈ࡐࢿͷݮ࡟ ॥
ഉग़Ψε੍ن΁ͷద߹ Խ
෦඼ͷૉࡐදࣔɺഇ࣌غʹ஫ҙ͢΂͖߲ࣄͷ情報ఏڙ ॥

ίϯόΠϯ

෦඼఺਺ݮ࡟΍ܰྔԽ ॥
ృྉʹؚ·ΕΔڥ؀ෛՙ෺࣭ͷݮ࡟ Խ
੡඼༌ૹ࣌ͷੵޮࡌ཰্޲ʹΑΔ೩ྉফඅྔͷݮ࡟ ؾ
লΤωӡసϞʔυʹΑΔ೩ྉফඅྔͷݮ࡟ ؾ
ंମͷਫฏ੍ޚʹΑΔמऔਫ਼౓্޲Ͱ೩ྉফඅྔΛݮ࡟ ؾ
ഉग़Ψε੍ن΁ͷద߹ Խ
૽Իɾৼಈͷ௿ݮ ੜ
෦඼ͷૉࡐදࣔɺഇ࣌غʹ஫ҙ͢΂͖߲ࣄͷ情報ఏڙ ॥

KSAS
ʢΫϘλεϚʔτΞάリγεテϜʣ

೶ۀ࡞ͷޮ཰Խ΍ऩྔΞοϓʹΑΓ೶ۀ機ցͷ୯Ґऩ֭ྔ౰ͨΓͷ೩ྉফඅྔΛݮ࡟ ؾ
ద੾ͳࢪංʹΑΔ༨৒ංྉͷԼྲྀଆ΁ͷྲྀग़཈੍ ਫ
೶ۀ機ցͷՔಇ情報೺ѲʹΑΔセϧϑϝϯテφϯεͷ༰қԽͱ機ցτϥϒϧ཈੍ ॥

Μ機͏ߞ

ృྉʹؚ·ΕΔڥ؀ෛՙ෺࣭ͷݮ࡟ Խ
੡඼༌ૹ࣌ͷੵޮࡌ཰্޲ʹΑΔ೩ྉফඅྔͷݮ࡟ ؾ
ిಈԽʹΑΔCO2ഉग़ྔͷݮ࡟ ؾ
ిಈԽʹΑΔഉग़ΨεͷθϩԽ Խ
ഉग़Ψε੍ن΁ͷద߹ Խ
૽Իɾৼಈͷ௿ݮ ੜ
෦඼ͷૉࡐදࣔɺഇ࣌غʹ஫ҙ͢΂͖߲ࣄͷ情報ఏڙ ॥

৐༻ࣳמ機

ృྉʹؚ·ΕΔڥ؀ෛՙ෺࣭ͷݮ࡟ Խ
੡඼༌ૹ࣌ͷੵޮࡌ཰্޲ʹΑΔ೩ྉফඅྔͷݮ࡟ ؾ
ಈྗෛՙΛܰ͢ݮΔಠࣗͷࣳמΓํࣜʹΑΔ೩ྉফඅྔͷݮ࡟ ؾ
ഉग़Ψε੍ن΁ͷద߹ Խ
෦඼ͷૉࡐදࣔɺഇ࣌غʹ஫ҙ͢΂͖߲ࣄͷ情報ఏڙ ॥

ϢʔティリティϏʔΫϧ

੡඼༌ૹ࣌ͷੵޮࡌ཰্޲ʹΑΔ೩ྉফඅྔͷݮ࡟ ؾ
ഉग़Ψε੍ن΁ͷద߹ Խ
෦඼ͷૉࡐදࣔɺഇ࣌غʹ஫ҙ͢΂͖߲ࣄͷ情報ఏڙ ॥
RoHSର৅෺࣭ͷݮ࡟ Խ

೶ؔۀ࿈঎඼
ʢ৭࠼બผ機ɺਫ਼ถ機ͳͲʣ

෦඼఺਺ݮ࡟΍ܰྔԽ ؾ
৭࠼બผ機ͷΤΞ෾ࣹਫ਼౓্޲ʹΑΓෆྑถબผʹඞཁͳΤΞফඅྔΛݮ࡟ ؾ
ݮ࡟ճ࿏ͷফඅిྗͷࢠి ؾ
ݮ࡟ΑΔফඅిྗͷʹ্޲ͷஅ೤ੑೳݿถ௿Թஷଂݰ ؾ
ϑϧʔπセϨΫλʕͷଌఆ଴機தͷফඅిྗͷݮ࡟ ؾ
ਫ਼ถ機ͷ૽Իͷ௿ݮ ੜ
෦඼ͷૉࡐදࣔɺഇ࣌غʹ஫ҙ͢΂͖߲ࣄͷ情報ఏڙ ॥
RoHSର৅෺࣭ͷݮ࡟ Խ

Τϯδϯ

೩মվળɾଛࣦ௿ݮʹΑΔ೩ྉফඅྔͷݮ࡟ ؾ
όΠΦσィʔθϧɾΨιリϯରԠ ؾ
ഉग़Ψε੍ن΁ͷద߹ Խ
૽Իɾৼಈͷ௿ݮ ੜ
RoHSର৅෺࣭ͷݮ࡟ Խ

ઃ機ցݐ

ృྉʹؚ·ΕΔڥ؀ෛՙ෺࣭ͷݮ࡟ Խ
੡඼༌ૹ࣌ͷੵޮࡌ཰্޲ʹΑΔ೩ྉফඅྔͷݮ࡟ ؾ
লΤωӡసϞʔυʹΑΔ೩ྉফඅྔͷݮ࡟ ؾ
ഉग़Ψε੍ن΁ͷద߹ Խ
૽Իɾৼಈͷ௿ݮ ੜ
෦඼ͷૉࡐදࣔɺഇ࣌غʹ஫ҙ͢΂͖߲ࣄͷ情報ఏڙ ॥
RoHSର৅෺࣭ͷݮ࡟ Խ

ਫ਼密機ث
ʢྔܭ機ثʣ

෦඼఺਺ݮ࡟΍ܰྔԽ ॥
੡඼༌ૹ࣌ͷੵޮࡌ཰্޲ʹΑΔ೩ྉফඅྔͷݮ࡟ ؾ
ݮ࡟ճ࿏ͷফඅిྗྔͷࢠి ؾ
τϥοΫεέʔϧपล機ثͷଌఆ଴機தͷফඅిྗͷݮ࡟ ؾ
ݮ࡟ͷྔغ஑ഇిסͷলΤωʹΑΔث機ྔܭ ॥
RoHSର৅෺࣭ͷݮ࡟ Խ

ۭௐ機ث

リαΠΫϧथࢷͷ࢖༻ ॥
ώʔτϙϯϓ΍ޮߴ཰Ϟʔλ౥ࡌʹΑΔফඅిྗྔͷݮ࡟ ؾ
෦඼఺਺ͷݮ࡟΍෼ղ͠΍͍͢ߏ଄ʹΑΔϝϯテφϯεͷ༰қԽ ॥
ഇ࣌غʹ஫ҙ͢΂͖߲ࣄͷ情報ఏڙ ॥
RoHSର৅෺࣭ͷݮ࡟ Խ
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水・環境෦໳

੡඼܈ ओͳڥ؀഑ྀͷऔΓ૊Έ
ϥΠϑαΠΫϧ

ௐୡ
ੜ࢈ ෺ྲྀ ޻ࢪ ༺࢖ ഇغ

μΫλΠϧమ管

管ްͷബ೑Խ΍ܧखߏ଄มߋʹΑΔܰྔԽ ॥
಺໘༻ృྉͷมߋʹΑΔVOCݮ࡟ Խ
੡඼༌ૹ࣌ͷੵޮࡌ཰্޲ʹΑΔ೩ྉফඅྔͷݮ࡟ ؾ
ݮ࡟෯Λߔ࡟Β͠ɺ۷ݮΛࡐΑΓɺ઀߹ʹඞཁͳ機ʹݮͷૠೖྗ௿࣌߹ख઀ܧ ؾ
๷৯ੑೳ্޲ʹΑΔϙリΤνϨϯεリʔϒͷݮ࡟ ॥
ૠೖྗΛ௿ܧͨ͠ݮखߏ଄΍෦඼఺਺ͷݮ࡟ʹΑΔϝϯテφϯεੑͷ্޲ ॥
๷৯ੑೳ্޲΍଱਒ܧܕखʹΑΔ௕ण໋Խ ॥

ϓϥενοΫύΠϓ

ਫಓ๏ʹٕͮ͘جज़ج४͕ఆΊΔԽֶ෺࣭ͷݮ࡟ Խ
༥ணʹΑΔ઀߹࣌ͷফඅిྗྔΛؾ ݮ࡟
෦඼ͷૉࡐදࣔɺഇ࣌غʹ஫ҙ͢΂͖߲ࣄͷ情報ఏڙ ॥
RoHSର৅෺࣭ͷݮ࡟ Խ

όϧϒ

੡඼༌ૹ࣌ͷੵޮࡌ཰্޲ʹΑΔ೩ྉফඅྔͷݮ࡟ ؾ
ݮ࡟෯Λߔ࡟Β͠ɺ۷ݮΛࡐΑΓɺ઀߹ʹඞཁͳ機ʹݮͷૠೖྗ௿࣌߹ख઀ܧ ؾ
๷৯ੑೳ্޲ʹΑΔϙリΤνϨϯεリʔϒͷݮ࡟ ॥
๷৯ੑೳ্޲ʹΑΔ௕ण໋Խ ॥

ϙϯϓ

έʔγϯάܗঢ়ͷίϯύΫτԽʹΑΔՃ࣌޻੾ྔ࡟ͷݮ࡟ ؾ
έʔγϯάܗঢ়ͷίϯύΫτԽɺബ೑ԽʹΑΔܰྔԽɺݮ༰Խ ॥
੡඼༌ૹ࣌ͷੵޮࡌ཰্޲ʹΑΔ೩ྉফඅྔͷݮ࡟ ؾ
ϙϯϓޮ཰ͷվળʹΑΔফඅిྗྔͷݮ࡟ ؾ
RoHSର৅෺࣭ͷݮ࡟ Խ

ড়ਫɾԼਫɾഉਫॲ理
ؔ࿈ۀࣄ
ʢೱॖɺ୤ਫɺ֧ ፩機ଞʣ

ϑϨʔϜͷഇࢭ΍෦඼ͷଟ機ೳԽʹΑΔ୤ਫ機ͷܰྔԽɺ෦඼఺਺ͷݮ࡟ ॥
༉ѹϢχοτͷখܕԽͳͲʹΑΔ୤ਫ機ͷফඅిྗྔͷݮ࡟ ؾ
௿ಈྗͰޮ཰Α֧͘፩Ͱ͖Δ֧፩ӋࠜʹΑΔফඅిྗྔͷݮ࡟ ؾ
௿ѹଛܕͷϝϯϒϨϯࣜؾࢄ૷ஔʹΑΔૹ෩機ͷফඅిྗྔͷݮ࡟ ؾ
୤ਫԚటྔͷݮ࡟ ॥

KSIS
IoTΛ׆༻ͨ͠ԕִࢹ؂ɾ਍அΛ௨ͨ͠ઃඋͷޮ཰ӡసʹΑΔলΤω ؾ
AIΛ༻͍ͨނো਍அʹΑΔઃඋͷ௕ण໋Խ ॥
΄৔ਫ管理γεテϜʹΑΔਫ࢖༻ྔͷݮ࡟ ਫ

ӷதບϢχοτ

ບ໘ੵ౰ͨΓͷॏྔ΍ບॆర཰ͷݮ࡟ʹΑΔܰྔԽɺݮ༰Խ ॥
੡඼༌ૹ࣌ͷੵޮࡌ཰্޲ʹΑΔ೩ྉফඅྔͷݮ࡟ ؾ
ບΖաੑೳͷ্޲ͱ౥ࡌບ໘ੵͷ֦େʹΑΔॲ理ྔ౰ͨΓͷফඅిྗྔͷݮ࡟ ؾ
Խॲ理ݯࢿ࠶ΈບΧʔτリοδͷճऩɾࡁ༺࢖ ॥
RoHSର৅෺࣭ͷݮ࡟ Խ

ບܕϝλϯൃ߬Ϣχοτ
৯඼ഇغ෺΍ύʔϜ༉ഇӷͷϝλϯൃ߬ʹΑΔόΠΦΨεԽ ؾ
৯඼ഇغ෺ͷྔݮԽ ॥

ড়Խ૧

リαΠΫϧथࢷͷ࢖༻ ॥
୯Ґ༰ੵ౰ͨΓͷॲ理ೳྗΞοϓʹΑΔড়Խ૧ͷܰྔԽɾݮ༰Խ ॥
੡඼༌ૹ࣌ͷੵޮࡌ཰্޲ʹΑΔ೩ྉফඅྔͷݮ࡟ ؾ
ݮ࡟౔ྔͷ࡟۷࣌༰ԽʹΑΔຒઃݮ ؾ
RoHSର৅෺࣭ͷݮ࡟ Խ

߯管
੡඼༌ૹ࣌ͷੵޮࡌ཰্޲ʹΑΔ೩ྉফඅྔͷݮ࡟ ؾ
機ցࣜܧखʹΑΔ࣌޻ࢪΤωϧΪʔͷݮ࡟ ؾ
RoHSର৅෺࣭ͷݮ࡟ Խ

ΤνϨϯ೤෼ղ管

ϨΞϝλϧ࢖༻ྔͷݮ࡟ɺリαΠΫϧϨΞϝλϧͷ࢖༻ ॥
੡඼༌ૹ࣌ͷੵޮࡌ཰্޲ʹΑΔ೩ྉফඅྔͷݮ࡟ ؾ
管ͷ಺໘ߏ଄มߋʹΑΔσίʔキϯάʢϝϯテφϯεʣʹ ඞཁͳ೩ྉফඅྔͷݮ࡟ ؾ
RoHSର৅෺࣭ͷݮ࡟ Խ

ϩʔϧ

リαΠΫϧϨΞϝλϧͷ࢖༻ ॥
੡඼༌ૹ࣌ͷੵޮࡌ཰্޲ʹΑΔ೩ྉফඅྔͷݮ࡟ ؾ
ϩʔϧද໘ͷڧ౓্޲ʹΑΔ௕ण໋Խ ॥
RoHSର৅෺࣭ͷݮ࡟ Խ

ؾ
॥
ਫ
Խ
ੜ

มಈ΁ͷରԠީؾ
॥ࣾܕ؀ձͷܗ੒
ਫݯࢿͷอશ
Խֶ෺࣭ͷ؅ཧ
ੜ෺ଟ༷ੑରԠͳͲ
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環境配慮の取り組み事例の紹介

ミニ耕うん機

ిಈԽʹΑΔ環境഑ྀ

・排気ガスゼロ。
・CO2排出量削減。 

・騒音を低減。

www.kubota.co.jp/sustainability/environment/ecopro/data/Mini_Cultivator.pdf

乗用ディーゼル芝刈り機

վળʹΑΔ環境഑ྀۀ࡞

・ 動力負荷を軽減する独自の刈
り取り方式を採用し、 作業時の
燃料消費削減。

www.kubota.co.jp/sustainability/environment/ecopro/data/Zero_Turn_Mower.pdf

調湿外気処理ユニット

ίϯύΫτԽʹΑΔ環境഑ྀ

・ デシカント空調機と比較して機
械室を不要化しコンパクト化を
実現。
・ 冷却に要する消費電力削減。
・ 再生エネルギーの利用も可能。

www.kubota.co.jp/sustainability/environment/ecopro/data/
Air-conditioning_Equipment.pdf

プラスチックリブパイプ

ΑΔ環境഑ྀʹߋঢ়のมܗ

・ リブ構造により薄肉化し重量を
削減。
・ 扁平強度向上やリブ形状を有
するため環境負荷の小さい埋
設方法や基礎材の選定が可能。

www.kubota.co.jp/sustainability/environment/ecopro/data/Plastic_Pipes.pdf

コンバイン

লݯࢿԽʹΑΔ環境഑ྀ

・ 主要な交換部品の耐久性向上
と収穫作業の効率化により、ラ
イフサイクルにおける省資源化
を実現。

www.kubota.co.jp/sustainability/environment/ecopro/data/
Combine_Harvesters.pdf

浄化槽

ίϯύΫτԽʹΑΔ環境഑ྀ

・ スポンジ担体採用による処理
能力を向上し、コンパクト化を
実現。
・ 施工時・使用時のエネルギー
消費量削減。

www.kubota.co.jp/sustainability/environment/ecopro/data/jokaso.pdf

www.kubota.co.jp/sustainability/environment/ecopro/data/Air-conditioning_Equipment.pdf
www.kubota.co.jp/sustainability/environment/ecopro/data/Combine_Harvesters.pdf
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環境配慮製品・サービスの進化と歴史

మ؅のਐԽͱྺ࢙
1893೥ʹ೔ຊͰ࠷ॳのரమ؅੡଄ʹ੒ޭしてҎདྷ約120೥ʹわたΔྺ࢙のதͰ、߯ ʹඖ

ఢ͢ΔͶ͹Γ͞ڧを༗͢ΔμΫλΠϧரమを؅ʹԠ༻͢Δ੡଄ٕज़をは͡Ί、؅࿏଱਒

Խٕज़、௕ण໋ܕ֎໘଱৯ٕज़ͳͲの։ൃʹ੒ޭしました。؅のܰྔԽʹΑΔ省ݯࢿ、

؅࿏ഁଛނࣄͳͲのݮগʹΑΔ࿙ਫ཰の௿ݮは΋とΑΓ、؅࿏の௕ण໋ԽʹΑΔ͞Βͳ

Δ省ݙߩʹݯࢿして͍ま͢。

www.kubota.co.jp/sustainability/environment/ecopro/data/The_Evolution_of_Iron_Pipes.pdf

ΤϯδϯのਐԽͱྺ࢙
ΫϘλάϧʔϓは1992೥ʹ೶޻༻のਫྫྷԣܗੴ༉ൃಈػAܕのੜ࢈を։࢝してҎདྷ、࢈

業༻Τϯδϯのجຊੑೳをపఈして௥ٻして͖ました。また、೥ʑݫし͘ͳΔੈք֤ࠃの

ഉग़Ψε੍نʹ΋ରԠし、༷ ʑͳ࢈業ػցのಈྗݯとして、全ੈքのお٬༷のχʔζʹԠ

͑ଓ͚て、環境ෛՙ௿ݙߩʹݮして͍͖ま͢。

www.kubota.co.jp/sustainability/environment/ecopro/data/The_Evolution_of_Engines.pdf

͸͔ΓのਐԽͱྺ࢙
ΫϘλάϧʔϓは、૑業౰࣌ΑΓ、は͔Γ༻ர෺෦඼を੡଄して͍ました。ͦ の1924、ޙ೥

༷、してҎདྷ࢝ցࣜ୆は͔Γの੡଄を։ػʹ ʑͳ࢈業༻は͔ΓをੈのதʹૹΓग़し、企業

のϞϊͮ͘Γのޮ཰Խʹݙߩして͖ました。Ϟϊͮ͘Γݱ৔Ͱは、๲େͳσʔλを׆༻し

たIoT΍AIͳͲのٕज़ֵ৽͕໨֮まし͘進ΜͰ͍ま͢。ਖ਼֬ͳσʔλをಘΔたΊのྔܭɾ

͜、ଌٕज़をΈ͕͖ܭ Ε͔Β΋Ϟϊͮ͘Γのݱ৔を͑ࢧて͍͖ま͢。

www.kubota.co.jp/sustainability/environment/ecopro/data/The_Evolution_of_Scales.pdf

τϥΫλのਐԽͱྺ࢙
ΫϘλάϧʔϓは1947೥ʹา͏ߞܕߦΜػを։ൃしてҎ߱、೔ຊのാ࡞ɾҴ࡞ʹదした

খܕɾܰྔɾߴग़ྗͳτϥΫλをੈʹૹΓग़しました。ͦ のޙ΋೶࡞業の省ྗԽʹ͚޲て、

༷ʑͳ෇Ճػೳを։ൃし、೶࡞業のػցԽɾޮ཰Խʹݙߩして͖ました。͜ Ε͔Βは、ICT

΍IoTを׆༻した೶࡞業のਫ਼ີԽʹՃ͑、ࣗ ಈӡసτϥΫλʹΑΔ௒省ྗԽを૊Έ߹わͤ

たεϚʔτ೶業の࣮͚޲ʹݱたऔΓ૊Έを௨͡て、環境ෛՙ௿ݙߩʹݮして͍͖ま͢。

www.kubota.co.jp/sustainability/environment/ecopro/data/The_Evolution_of_Tractors.pdf

ా২ػのਐԽͱྺ࢙
ΫϘλάϧʔϓは、ా ২͑࡞業のෛ୲ܰݮのたΊ、1968೥ʹॳΊてϚοτබ༻のาܗߦ

ా২ػをੈʹૹΓग़しました。ͦ のޙ、೶業ैऀࣄのݮগ΍ྸߴԽʹと΋ͳ͏省ྗԽ΁

のχʔζʹରԠ͢ΔたΊ、ా ২ػの৐༻ԽɾେܕԽɾಉ࡞࣌業ԽͳͲを進Ίて͖ました。

͜Ε͔Βは、ޮ ཰తͳ࠿ഓํ๏のఏҊ΍、ICTの׆༻とࣗಈӡసʹΑΔ೶࡞業のਫ਼ີԽを

௨͡て、͞ ΒͳΔ省ྗԽと環境ෛՙ௿ݙߩʹݮして͍͖ま͢。

www.kubota.co.jp/sustainability/environment/ecopro/data/The_Evolution_of_planter.pdf
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サトウキビ葉除去インプルメントの開発による野焼きゼロへの貢献

ɹλΠはੈքୈ4Ґの࠭౶ੜࠃ࢈Ͱ͋Γ、ατ΢ΩϏのੜ͕࢈੝ΜͰ͢。ατ΢ΩϏ೶Ոのଟ͘はখن໛೶ՈͰ、ਓख

ʹΑΔऩ֭をͬߦて͍ま͢。ऩ֭ظ࣌をܴ͑たατ΢ΩϏはେྔの༿Ͱ෴わΕておΓ、ऩ֭࡞業の๦͛ʹͳΓま͢。

λΠͰは、ऩ֭࡞業のޮ཰ԽのたΊ、約65%のατ΢ΩϏऩ֭ʹお͍て༿ম͖͕ߦわΕて͍ま͢。λΠ੓෎は2019೥

ΑΓຽؒ企業ͳͲとྗڠし、PM2.5ʹΑΔେؾԚછ཈੍ʹ͚޲たʮ໺ম͖θϩʯΩϟϯϖʔϯをల։して͍ま͢。

ɹڀݚ։ൃڌ఺Kubota Research and Development AsiaʢKRDAʣʢλΠʣͰは、༿ম͖をͳ͘͢たΊのιϦϡʔ

γϣϯとして、ατ΢ΩϏ༿আڈΠϯϓϧϝϯτʮγϡΨʔέʔϯɾϦʔϑɾϦϜʔόʢSLR110Hʣʯを։ൃしました。

SLR110Hは、ατ΢ΩϏ೶Ոʹ͢Ͱʹීٴして͍ΔখܕτϥΫλ΁૷ணՄೳͰ、ατ΢ΩϏの৚ؒͰඥঢ়のτϦ

ϚʔをऔΓ෇͚たϩʔϥʔをճసͤ͞Δ͜とͰ、τϦϚʔと઀৮した༿をআ͢ڈΔ͜と͕Ͱ͖ま͢。γϯϓϧͳߏ

଄ͰՁ֨を཈͑たίετύϑΥʔϚϯεの͍ߴΠϯϓϧϝϯτͰ͢。

ɹ༿ম͖ʹΑΔατ΢ΩϏのऩ֭ʹൺ΂඼࣭おΑͼऩ֭ྔ΋্޲し、λΠの環境໰୊΁のղܾʹ΋ݙߩして͍ま͢。

2018೥12݄のࢢ৔౤ೖޙ、ൢ ച୆਺を৳͹しておΓ、पลのΞδΞ֤ࠃ΁の༌ग़ʹ΋஫ྗして͍ま͢。

実践
レポート

খܕτϥΫλʹ૷ணしたSLR110H SLR110HʹΑΔআ࡞ڈ業
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環境マネジメント
　クボタグループは、クボタグローバルアイデンティティや環境宣言に基づいて、各拠点・事業部門などバリューチェーン全体
で業務運営を行うため、環境マネジメントシステムを体系的に整備しています。さらに、拠点・事業部門の活動形態に応じた環
境マネジメントを推進しています。特に、生産拠点では、エネルギーや廃棄物などの環境負荷が大きく、大気汚染や水質汚濁の
リスクがあります。それらに適切に対応するため、ISO14001やEMASをベースとした環境マネジメントシステムを構築し、決
められたルールに基づいた業務運営と環境保全活動の継続的な改善につとめています。

環境法令遵守状況

ɹ環境๏ྩを࣮֬ʹ९कして環境ނࣄをະવʹ๷͢ࢭΔたΊʹ、環境保全ʹؔしてఆΊたنఆྨʹैͬて業຿をӡӦして͍ま͢。

ɹഉग़Ψεɾഉਫɾ૽ԻɾৼಈͳͲʹ͍ͭては、ੜڌ࢈఺͝とʹ๏཯΍৚ྫの੍ن஋ΑΓݫし͍ࣗओ؅ཧ஋をઃఆしてపఈした؅ཧを࣮ࢪし、

環境ؔ࿈๏੍نのෆ९क΍ۤ৘͕͋Ε͹、଎΍͔ʹؔߦ܎੓ؔػとຊࣾʹใ͢ࠂΔମ੍をとͬて͍ま͢。

ɹまた、ڌ఺ʹお͚Δ環境保全の࢓૊Έ΍׆ಈ಺༰͕、దਖ਼ʹ࣮͞ࢪΕて͍Δ͔を֬ೝ͢Δ環境؂ࠪ΍、環境ϦεΫのঢ়ଶを໌֬ʹしてվળʹ

ͭͳ͛Δ͜とを໨తとした環境ϦεΫΞηεϝϯτをຖ೥࣮͢ࢪΔ͜とʹΑͬて、環境๏ྩҧ൓΍環境ނࣄの๷ࢭをਤͬて͍ま͢。

ɹし͔しͳ͕ΒŊ 2020೥ʹはࠃ಺Ͱ͹͍͡Μのେؾഉग़ج४௒ա͕1݅、ϑϩϯྨのେ์ؾग़͕1݅Ŋ ഇغ෺のෆద੾ॲཧ͕1݅Ŋ ւ֎Ͱഉਫ

の੍ن஋௒ա͕1݅ൃੜしましたŇ͜ΕΒʹ͍ͭてはŊ पล環境΁のӨڹをௐࠪ͢Δとと΋ʹൃ࠶๷ࢭʹऔΓ૊ΜͰ͍ま͢Ňͳお、േۚ΍േଇの

ద༻は͋ΓまͤΜͰした。

クボタグループの環境マネジメントシステム

ɹҎԼのਤは、ΫϘλάϧʔϓの環境ϚωδϝϯτγεςϜをମܥతʹࣔして͍ま͢。

ॏ఺ࡦࢪ ໨ඪظอ全த長ڥఆྨ؀ن࿈ؔڥ؀

ΫϘタグローバルアイσンティティا業ཧ೦

Ӧのܦڥ؀
൫ج

ಈ׆อ全ڥ؀
の࣮ફ

業務ӡӦ͍ͨͮجʹマネジϝンτシステムڥ؀

਑ࢦಈߦ本جڥ؀・ݴએڥ؀

計画ࢪ業部門の࣮ࣄ・఺ڌ
業部門のࣄ・఺ڌ

マネジϝンτシステムڥ؀

Ӧのコンセプτ・マテリアリティܦڥ؀

環境関連規定類

ɹΫϘλάϧʔϓͰは、಺෦౷੍γεςϜʹ͍ͮجて、ΫϘλ、͢ ΂ての࿈݁ࢠձࣾ、おΑͼ環境Ϛωδϝϯτ্Ͱॏཁੑ͕͍ߴҰ෦の࣋෼๏ద

༻ձࣾをର৅ʹ、環境ؔ࿈نఆྨをఆΊて͍ま͢。

ɹنఆྨのߏ੒はҎԼのとおΓͰ͢。

ఆنΛ߲ࣄ本جอ全ʹؔ͢Δ業務ӡӦのڥ؀

ఆنอ全ʹؔ͢Δ業務ӡӦの࣮務Λڥ؀

管ཧ部ʢ主管部門ʣ͕ڥ؀ ରԠ͢΂͖߲ࣄΛنఆ

ఆنอ全ʹؔ͢ΔリスΫ管ཧの࣮務Λڥ؀

ଇنอ全ڥ؀

業務ཁྖ

ఔنอ全ڥ؀

リスΫ管ཧཁྖ

਑ࢦಈߦ本جڥ؀

ݴએڥ؀

ɹ͜ΕΒのنఆྨは、ࣄ業環境΍๏ྩのվఆͳͲʹ߹わͤてຖ೥ݟ௚しをͬߦて͍ま͢。また、άϧʔϓ಺のϙʔλϧαΠτͰ࠷৽൛をࡌܝし、

ੈքதのै業һ͕ࢀরͰ͖ΔΑ͏ʹして͍ま͢。
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環境監査

ɹࠃ಺άϧʔϓのੜڌ࢈఺ɾαʔϏεڌ఺ɾΦϑΟεɾݐઃࣄ޻෦໳ɾҡ؅࣋ཧ෦໳おΑͼւ֎άϧʔϓのੜڌ࢈఺ʹରして、環境؅ཧ෦͕ॻ໘

؂ࠪʹ࣮஍؂ࠪをަ͑た環境؂ࠪをຖ೥࣮ࢪして͍ま͢。

ɹまた、ੜڌ࢈఺Ͱは、͜ の環境؅ཧ෦ʹΑΔ環境؂ࠪʹՃ͑、֤ をηϧϑνΣοΫしͳ͕گし、環境؅ཧঢ়ࢪ఺Ͱ΋಺෦環境؂ࠪをຖ೥࣮ڌ

Β環境؅ཧϨϕϧの͞ΒͳΔ্޲ʹͭとΊて͍ま͢。

ɹ͢΂ての؂ࠪ݁Ռは、全ࣾ಺෦౷੍γεςϜʹै͍、全ࣾϦεΫ؅ཧҕһձʹてࣾ௕おΑͼ

。して͍ま͢ࠂӦ૚ʹରしใܦ

2020೥౓環境ࢪ؂࣮ࠪঢ়گ

ŋର৅ڌ఺਺ ɿ271ʢ258ڌ఺おΑͼ೶13ࣾࣾൢػʣ

ŋ؂߲ࠪ໨਺ ɿ 29߲໨ʢҡ؅࣋ཧ෦໳ʣʙ52߲໨ʢαʔϏεڌ఺ʣ 

はԼදのとおΓࡉৄ*

ŋ؂ࠪ಺༰ ɿ   ਫ࣭ɾେ؅ؾཧ、૽ Իɾৼಈ؅ཧ、ഇغ෺ɾԽֶ෺࣭؅ཧ、ԹஆԽ๷ࢭ、 
ҟৗ࣌ɾ࣌ٸۓରԠ、環境ϚωδϝϯτγεςϜ

環境؂ࠪの࣮ࢪঢ়گ

生産拠点 オフィス
サービス拠点 建設工事

部門
維持管理
部門 *2

監査拠点数
合計農機販社 その他

国内グループ
監査拠点数 24 73 13社 *1 91 44 8 253

監査項目数 47 41 52 52 38 29

海外グループ
監査拠点数 18

－ － － － －
18

監査項目数 31

*1 ೶ࣾൢػはڌ఺୯ҐͰはͳ͘ձࣾʹରして࣮ࢪɹ
*2 環境ϓϥϯτのӡస΍ϝϯςφϯεをࣄ業としてͬߦて͍Δ෦໳

環境リスクアセスメント

ɹੜڌ࢈఺の環境ؔ࿈ઃඋのػೳ΍؅ཧํ๏౳͔Β、ઃඋʹଘࡏして͍Δ環境ϦεΫをධՁ

し、ର͕ࡦඞཁͰ͋Δと൑ఆしたઃඋʹ͍ͭては、環境ϦεΫ͕ड༰ՄೳͳϨϕϧとͳΔΑ͏

ʹ、ઃඋର؅、ࡦཧରࡦをڧԽ͢ΔϦεΫ௿׆ݮಈをਪ進して͍ま͢。

ɹ環境؂ࠪと環境ϦεΫΞηεϝϯτと͍͏ࢹ఺のҟͳΔ2ͭの׆ಈをฒߦして͜͏ߦとʹΑ

Γ、͞ ΒͳΔϦεΫ௿ݮʹͭとΊて͍ま͢。

環境パトロール

ɹ֤ڌ఺Ͱは、環境ނࣄ΍環境ؔ࿈๏ҧ൓ʹͭͳ͕Δঢ়ଶ͕ͳ͍͔を、ڌ఺全ମʹわたͬて

ͭͿ͞ʹ֬ೝ͢Δ環境ύτϩʔϧを࣮ࢪして͍ま͢。環境ύτϩʔϧͰ、ҟৗのݪҼとͳΓಘ

Δঢ়ଶをૣ͢ݟൃʹظΔ͜とʹΑΓ、環境ϦεΫの௿ݮʹͭとΊて͍ま͢。

2019೥の環境؂ࠪの༷ࢠ
Kubota Baumaschinen GmbHʢυΠπʣ
*ίϩφՒʹΑΓ2020೥౓は࣮஍؂ࠪを࣮ࢪしておΓまͤΜ。

環境ύτϩʔϧの༷ࢠ
ΫϘλࡖ੡଄ॴ

環境ϦεΫΞηεϝϯτの༷ࢠ
ΫϘλஜ೾޻৔
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異常時・緊急時訓練

ɹ֤ڌ఺Ͱは、ࣄ業׆ಈʹお͚Δ環境ϦεΫをಛఆし、ϦεΫ͝とʹରԠखॱをఆΊてϦεΫ

のۃখԽʹͭとΊて͍ま͢。

ɹ͞Βʹ、環境ނࣄ΍ͦΕʹͭͳ͕Δࣄଶ͕ൃੜした৔߹を૝ఆし、पล環境΁のӨڹを࠷খ

。して͍ま͢ࢪ࿅をຖ೥࣮܇た͍ͮجʹ཈͑ΔたΊʹ、ରԠखॱʹݶ

廃棄物処理委託先・有価物売却先の現地調査

ɹΫϘλάϧʔϓの೔ຊࠃ಺ڌ఺Ͱは、ഇغ෺౳ʢ༗Ձ෺ؚΉʣのదਖ਼ॲཧਪ進のたΊ༏ྑೝఆ業ऀʹॲཧҕୗ先をγϑτして͍ま͢。

ɹまた、࢈業ഇغ෺ɾઐΒ෺のॲཧҕୗ先、༗Ձ෺のച٫先の๚໰ௐࠪʹ͍ͭてࣾ಺ϧʔϧをنఆし、ॲཧҕୗ先͕ଟ͍࢈業ഇغ෺ʹ͍ͭて

は、ΫϘλάϧʔϓಠࣗのݱ஍ௐࠪ෼୲੍౓ʹΑΓ、ੜڌ࢈఺ɾΦϑΟεɾൢചձࣾͳͲ͕ௐࠪを࣮ࢪして͖ました。

ɹ2020೥౓はίϩφՒのたΊ、๚໰ௐࠪは࣏ࣗମ৚ྫ౳Ͱݱ஍֬ೝをཁ͞ٻΕて͍Δڌ఺ͰのΈ࣮ࢪし、ͦ のଞのڌ఺Ͱは、ॲཧҕୗ先のެ

։৘ใ౳ʹΑΔௐࠪを࣮ࢪしました。ޙࠓ΋దਖ਼ॲཧਪ進のたΊ࣮ޮੑをߴΊΔௐࠪをਪ進して͍͖ま͢。

グリーン調達

グリーン調達ガイドライン

ɹ஍ٿ環境ɾ஍Ҭ環境ʹ഑ྀした੡඼をࣾձʹఏ͢ڙΔたΊ、環境ʹ഑ྀした׆ಈを͏ߦ 

おऔҾ先༷͔Β、環境ෛՙ͕ΑΓগͳ͍෺඼をௐୡ͢ΔΑ͏ʹͭとΊて͍ま͢。

ɹ͜ΕΒの׆ಈを࣮֬ʹਪ進͢ΔたΊ、ʮΫϘλάϧʔϓ άϦʔϯௐୡΨΠυϥΠϯʯを௨して、

άϦʔϯௐୡʹ͍ͭてのํ਑を͝ఏࣔし、おऔҾ先༷ʹ͝ཧղと͝ྗڠをお͍ئして͍ま͢。

ɹまた、ΫϘλとऔΓҾ͖の͋Δ೔ຊࠃ಺のおऔҾ先༷とは、ʮऔҾجຊܖ約ʯをక݁しておΓ、

。して͍ま͍͢ئのऔΓ૊Έをおݮ࡟の९कと環境ෛՙن約を௨͡て環境ؔ࿈๏ܖ

「クボタグループ グリーン調達ガイドライン」の詳細はこちらから
www.kubota.co.jp/sustainability/environment/procure/

グリーン調達に関する表彰制度

ɹΫϘλάϧʔϓ͕ௐୡ͢Δ෺඼ʢࡐྉɾ෦඼ɾઃඋͳͲʣʹ ͍ͭて、環境保全の෼໺Ͱݦஶͳ

ೝΊΒΕたおऔҾ先༷をදজ͢ΔʮάϦʔϯαϓϥΠϠʔදজ੍౓ʯを2015೥౓ΑΓ։͕ݙߩ

。て͍まͬ͢ߦし、ຖ೥දজを࢝

ɹ͜のදজ੍౓は、ʮΫϘλάϧʔϓ άϦʔϯௐୡΨΠυϥΠϯʯʹ ʹΫϘλάϧʔϓ、͖ͮج

΍省ΤωϧΪʔݯࢿಈを、省׆た͍ͩた෺඼おΑͼおऔҾ先༷͕औΓ૊まΕた環境保全͍څڙ

ͳͲの؍఺͔ΒఆྔతʹධՁし、ಛʹ༏Εたྫࣄʹରしてදজを͏ߦ΋のͰ͢。

ɹ2020೥౓は、೔ຊࠃ಺のおऔҾ先༷ΑΓԠื͍た͍ͩた128݅の環境保全׆ಈྫࣄのத

͔Β、ಛʹ׆ಈ੒Ռ͕༏Εた12ྫࣄをදজし、͏ ち1݅を࠷༏ल৆としてදজしました。

ɹຊ੍౓は、2018೥౓ΑΓάϩʔόϧʹల։し、ւ֎ڌ఺ʹお͍て΋දজをͬߦて͍ま͢。ࠓ

。ಈをਪ進して͍͖ま͢׆΋άϦʔϯௐୡʹͭとΊ、おऔҾ先༷とと΋ʹ環境ʹ഑ྀしたޙ

ΦΠϧ࿙͍͑を૝ఆした܇࿅
ΫϘλΞάϦαʔϏε৽ׁࣄ຿ॴ

ΫϘλάϧʔϓ άϦʔϯௐୡΨΠυϥΠϯおΑͼ
෇ଐࢿྉ̡ 環境ෛՙ෺࣭Ұཡʳ
ʢ೔ຊޠ൛、ӳޠ൛、தޠࠃ൛をൃߦʣ

2019೥౓දজࣜの༷ࢠʢ2020೥1݄ʣ
* ίϩφՒʹΑΓ2020೥౓のදজࣜは࣮ࢪしておΓまͤΜ。
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サプライヤー管理

ɹΫϘλάϧʔϓは、環境ܦӦを͑ࢧΔαϓϥΠϠʔとڞಉͰ環境保全のऔΓ૊Έをਪ進して͍ま͢。

ɹ۩ମతͳ׆ಈྫとして、ٱ保ా೶業ػցʢોभʣ༗࢘ެݶʢதࠃʣͰは、ௐୡ෦඼のࢭఀڅڙϦεΫを཈੍͢ΔたΊʹ、طଘのαϓϥΠϠʔʹର

して環境๏ྩの९कঢ়گを֬ೝ͢Δʮ環境ύτϩʔϧʯを࣮ࢪし、ൃ 、して͍ま͢。また͍ئΕたվળ఺΁のऔΓ૊Έを進Ίて͍たͩ͘Α͏お͞ݟ

৽نαϓϥΠϠʔʹରしては、ࣄલʹ環境๏ྩ९कঢ়گのύτϩʔϧを͍ߦ、๏ྩ९क͕֬ೝͰ͖たαϓϥΠϠʔのΈ৽࠾ʹن༻を͢Δ͜とと

して͍ま͢。

環境教育・啓発

2020年度の環境教育実績

ɹΫϘλάϧʔϓࣾһをର৅ʹ環境ڭҭとҙࣝൃܒを࣮ࢪして͍ま͢。֊૚ผݚम、ઐ໳ڭҭ、ҰൠڭҭͳͲのै業һڭҭʹՃ͑、֎෦ஂମの

環境ڭҭ΁のྗڠͳͲ΋ͬߦて͍ま͢。

分類 教育・研修 回数 受講人数 概要

階層別教育

新入社員研修 1 184 地球・地域環境問題とクボタの環境保全活動

新任作業長研修 2 40 クボタの環境管理と作業長としての取り組み

新任職長研修 1 19 クボタの環境管理と職長としての取り組み

経営幹部向け
安全・環境・品質フォーラム 1 180

藤本 悟氏（ダイキン工業（株）CSR・地球環境センター室長）による講演
「ダイキン工業のグローバルサステナブル経営」

専門教育
廃棄物管理＜基礎＞ 1 20 廃棄物処理法と処理委託契約・マニフェスト演習など

ISO14001 環境監査員養成 2 33 ISO14001規格・環境関連法と監査技法

拠点教育

廃棄物管理 1 60 浄化槽の設置・管理業務における廃棄物管理

フロン管理
（eラーニング） 1 3,563 フロン排出抑制法の改正内容とクボタグループにおける対応

環境リスク感性向上
（eラーニング） 1 1,608 環境リスクを鋭敏に感知するためのトレーニング

計 11 5,707

ʣࢯޛ ɿ౻ຊࢣߨ全ɾ環境ɾ඼࣭ϑΥʔϥϜʢ͚҆޲෦װӦܦ
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クボタ環境月間での従業員の意識啓発活動
ɹΫϘλάϧʔϓͰは、ຖ೥6݄を環境݄ؒとఆΊ、ै 業 

һの環境ҙ্ࣝ޲を໨తとした༷ʑͳ׆ൃܒಈを࣮ࢪし 

て͍ま͢。2020೥΋લ೥ʹҾ͖ଓ ʮ͖ϓϥενοΫ͝Έを

Βͦݮ ʂ͏ʯをςʔϚʹ͛ܝて׆ಈを࣮ࢪしました。

ɹ֤ࣄ業ॴͰ、ΰϛ෼ผのపఈ、ΤίόοΫの഑෍ʹΑΔ

Ϩδାのݮ࡟、ϚΠϘτϧࢀ࣋ͰϖοτϘτϧഇྔغの࡟

ϙεൃܒ༗εϖʔεをར༻してのҙࣝڞചళͳͲの、ݮ

λʔ΍εϩʔΨϯのࣔܝͳͲの༷ʑͳ׆ಈを͍ߦました。

ɹޙࠓ΋環境݄ؒ׆ಈを௨͡て、ै 業һの環境ҙ্ࣝ޲

ʹͭとΊて͍͖ま͢。

環境月間
レポート

環境功績賞

ɹΫϘλάϧʔϓͰは、環境保全ʹݦஶͳ͕ͬ͋ݙߩたάϧʔϓɾݸਓの׆ಈޭ੷を͑ࢌΔとと΋ʹ、άϧʔϓࣾһの環境保全ҙࣝのߴ༲と

環境保全׆ಈのੑ׆ԽをਤΔ͜とを໨తʹ、環境ޭ੷৆のදজをͬߦて͍ま͢。

ɹ2020೥౓は、ੜ࢈෦໳、ඇੜ࢈෦໳、੡඼։ൃ、ڭҭൃܒの4۠෼をର৅として環境保全׆ಈのධՁを͍ߦ、省ΤωϧΪʔ、ഇغ෺ݮ࡟、 

VOCݮ࡟、環境ϦεΫ௿ݮ、環境഑ྀ੡඼の։ൃͳͲͰ੒Ռの͋ͬた21݅をදজし、͏ ち7݅を༏ल৆ʹબग़しました。

ɹޙࠓ΋、஍Ҭ΍஍ٿ環境保全ʹ͢ݙߩΔ༏लͳ׆ಈをදজし、ͦ の಺༰をάϧʔϓ಺Ͱڞ༗͢Δ͜とを௨͡て、環境保全׆ಈのੑ׆ԽをਤΓま͢。

2020೥౓環境ޭ੷৆ɹ༏ल৆

対象 会社・所属 テーマ

生産部門

KUBOTA Group in Thailand（タイ6拠点） Energy Just In Time【One Kubota In Thailand】

久保田農業機械（蘇州）有限公司 ソーラー発電設備導入

Kubota Manufacturing of America Corporation
Energy Savings/Airborne Pollutant Reduction through the 
development of more efficient paint hangers

非生産部門 ケービーエスクボタ株式会社 競合メーカー同士の共同輸送による輸送便の効率化
と環境負荷軽減

製品開発

作業機事業部　移植機技術部 乗用形田植機　NAVIWEL　NW8S-GS

作業機事業部　収穫機技術部 アグリロボコンバイン　WRH1200A

環境事業部　環境プラント技術部 高効率二軸スクリュープレス脱水機　SHD-030W～090W

2020೥౓環境ޭ੷৆ɹड৆Ұཡ

対象 区分・件数 対象 区分・件数

生産拠点 優秀賞3件、奨励賞7件 製品開発 優秀賞3件、奨励賞5件

非生産拠点 優秀賞1件、奨励賞1件 教育啓発 教育啓発賞1件

環境݄ؒϙελʔʢ2020೥ʣ
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環境コミュニケーション
　クボタグループでは、1999年度に初めて環境報告書を発行して以来、継続して環境情報を開示しています。事業のグローバ
ル化にともない、環境情報開示においてもグローバルな取り組みをご理解いただけるよう、開示内容の充実を図ってきました。
今後もステークホルダーとの対話を継続し、さらなる開示内容の拡充に向けて、環境省の環境報告ガイドライン、GRIスタン
ダード、TCFD提言などを活用し、国際的な規格に沿った情報開示につとめていきます。
　事業所においては、地域の環境保全活動への参画、環境教育、自然環境の保護などの地域社会との共生に向けた環境コミュ
ニケーション活動を通じて、地域の方々や従業員家族などの環境保全活動に対する理解促進を図っています。

環境コミュニケーション活動

ɹΫϘλάϧʔϓは、環境ܦӦをάϩʔόϧͰ࣮ફ͢Δʹ͋たΓ、༷ ʑͳεςʔΫϗϧμʔとのର࿩ͳͲを௨͡、૬ޓཧղをਂΊて͍ま͢。

また、ಘΒΕた͝ҙݟ΍஌ݟͳͲを;ま͑、ࣾ ձのظ଴΍՝୊ʹޙࠓ、͍߹͖޲の環境ܦӦのվળʹ͔׆して͍ま͢。

άϦʔϯௐୡの
ଅਐ

環境഑ྀ੡඼・
αʔϏεのීٴ

環境ܦӦの
ཧ解ଅਐ

環境ܦӦの
ૌ֦ٻେ

஍Ҭ環境のอશͱ
૬ޓཧ解のଅਐ

環境課題解決ʹ
ಇڠ͚ͨ޲

環境ܦӦのૌٻͱ
ཧ解ଅਐ

環境ҙࣝの
্޲

環境ܦӦの
ૌ֦ٻେ

環境課題解決ʹ
ಇڠ͚ͨ޲

NGOŋNPO
࣭໰΁のճ౴、�
ԉͳͲࢧಈ׆

͓औҾઌ༷
άϦʔϯௐୡΨΠυ
ϥΠϯ、άϦʔϯ
αϓϥΠϠʔදজ

ͳͲ

Ոࢿओ・౤ג
ESGର࿩、
࣭໰΁のճ౴
ͳͲ

ESGධՁؔػŋ
ϝσΟΞ

Ξϯέʔτճ౴、
৘ใൃ৴ɾߘد

ͳͲ

஍Ҭ社会
஍Ҭ環境׆ಈ΁の
、डೖֶݟ৔޻、ըࢀ
αΠτϨϙʔτެ։

ͳͲ

քஂମۀ
ձٞମ΁の
ՃͳͲࢀ

NGOŋNPO

࣭໰΁のճ౴、�
ԉͳͲࢧಈ׆

໾һ・ैۀһ
環境݄ؒ׆ಈ、
環境ڭҭ、

環境ϑΥʔϥϜ
ͳͲ

ֶੜ
環境ڭҭ、
Πϕϯτ։࠵ɾ
ԉͳͲࢧಈ׆

ମ࣏ࣗ・ࠃ
、Πϕϯτ、ࡦࢪ
Ωϟϯϖʔϯ΁の
ͳͲྗڠըɾࢀ

͓٬༷
ϗʔϜϖʔδͰの
ΤίϓϩμΫπの
঺հͳͲ
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環境に関する業界団体・行政との連携

ɹΫϘλは、環境保全΁のऔΓ૊Έʹお͍て、ࣗ ࣾάϧʔϓ಺Ͱの׆ಈʹՃ͑て、ࠃɾ஍ํ࣏ࣗମ΍業քஂମͳͲ、ଟ༷ͳηΫλʔと࿈ܞして、

औΓ૊Έを進Ίて͍͘͜と͕ॏཁͰ͋Δと͑ߟて͍ま͢。ߦ੓ͳͲ͕ओମとͳͬてਪ進͢Δࣄ業΍Ωϟϯϖʔϯ΁のࢀը、おΑͼ֤छஂମとの

ύʔτφʔγοϓを௨͡て૬৐ޮՌをੜΈग़し、ΑΓޮՌతͳ環境保全׆ಈをల։͢Δ͜とをΊ͟して͍ま͢。

国の制度・実証事業・キャンペーンへの参画

ɹΫϘλは、2010೥5݄ʹ環境େਉΑΓʮΤίɾϑΝʔετ企業ʯʹ ೝఆ͞Ε、ಉ೥͔ΒʮΤίɾϑΝʔετਪ進ٞڠձʯʹ ॴଐして͍ま͢。ಉٞڠ

ձを௨͡て、環境省΁のఏҊ΍ҙ׵ަݟ、ΤίɾϑΝʔετ企業の環境保全׆ಈのଅ進と企業ؒの࿈ڧܞԽ、ࠃຽ΁の環境ҙࣝ׆ൃܒಈʹऔΓ

૊ΜͰ͍ま͢。また、環境省ʹΑΔ௿୸ૉࣾձ࣮͚޲ʹݱたީؾมಈΩϟϯϖʔϯʮFun to Shareʯ、஍ٿԹஆԽର͢ࢿʹࡦΔ͍ݡબ୒をଅ͢ࠃ

ຽӡಈʮCOOL CHOICEʯ΍、ਫ॥環΍ਫ環境保全ʹؔ͢ΔൃܒϓϩδΣΫτʮWater Projectʯʹ ͞。ըして͍ま͢ࢀ Βʹ、౤ࢿՈ΍NGOͳͲ

と企業のESGର࿩をଅ進͢ΔたΊのϓϥοτϑΥʔϜʮ環境৘ใ։ࣔج൫੔උࣄ業ʯʹ ΋ࢀըして͍ま͢。

業界団体他への参画

ɹΫϘλは、ؔ ੢ࡁܦ࿈߹ձͳͲのՃໍ業քஂମʹお͍て、環境ؔ࿈の֤छҕһձʹࢀըして͍ま͢。ҕһձ׆ಈを௨͡て、ީؾมಈͳͲの環

境໰୊ʹରして企業͕Ռた͢΂͖໾ׂʹ͍ͭてࣝݟをਂΊΔとと΋ʹ、ΤωϧΪʔɾ環境੓ࡦʹؔ͢Δ৘ใڞ༗΍ҙ׵ަݟͳͲをͬߦて͍ま͢。

また、஍ٿ環境保全をάϩʔόϧͰਪ進͢ΔΠχγΞςΟϒʹ΋ੵۃతʹࢀըして͍ま͢。

˔ओͳՃໍஂମ

ɹ業քஂମɿʢҰࣾʣ೔ຊஂࡁܦମ࿈߹ձ、ʢެࣾʣؔ ੢ࡁܦ࿈߹ձ、ʢҰࣾʣ೔ຊ࢈業ػց޻業ձ ͳͲ

ɹ環境ΠχγΞςΟϒɿީؾมಈΠχγΞςΟϒʢJapan Climate Initiativeʣ、ؔީؾ࿈ࡒ຿৘ใ։ࣔλεΫϑΥʔεʢTCFDʣ

TCFDఏݴへのࢍಉ
　クボタグループは、気候変動への対応を環境経営のマテリアリティの一つとして
捉え、環境に配慮した製品・技術・サービス・企業活動を通じて、気候変動への対応
を進めています。さらなるステークホルダーとのコミュニケーションを図るため、
当社は、2020年1月に気候関連財務情報開示タスクフォース（TCFD：Task Force 
on Climate-related Financial Disclosures）提言への賛同を表明しました。

JCI׆ಈへࢀը
　クボタグループは、脱炭素社会の実現をめざす日本の企業・自治体・NGOなどが
参加する「気候変動イニシアティブ」（JCI：Japan Climate Initiative）の活動に、
2018年10月から参画しています。

地方行政との対話と協働

ɹΫϘλは、େࢢࡕͳͲ஍ํߦ੓΍、ͦ のؔ࿈ஂମʹお͚Δ֤छҕһձ΁のࢀը΍、ύʔτφʔγοϓのߏஙʹͭとΊて͍ま͢。ֶ׭࢈࿈ܞͰ

の環境໰୊ʹؔ͢Δٞ࿦΍ҙ׆、׵ަݟಈ΁のࢀՃを௨͡て、ڠಇして͍ま͢。

˔ओͳڠಇஂମɾύʔτφʔ

、྘஍લʮεϙϯαʔՖஃʯࣉๅٱ෎ࡕձʯ、େٞڠӦਪ進ܦʮ環境ࢢࡕίϯιʔγΞϜʯ、େٴʮ৿ྛٕज़։ൃɾීݝෞذ

෱Ҫݝେ໺ࢢʮCarrying Water ProjectʯɹͳͲ
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環境に関する社外評価

CDP*ウォーターセキュリティ2020で2年連続、
3度目の最高評価を獲得

　クボタは、CDPによるウォーターセキュリティに関する調査「CDPウォーターセキュリティ

2020」において、最高位のＡリスト企業に選定されました。ウォーターセキュリティでＡリスト
企業に選定されるのはCDP2019に引き続き2年連続、3度目となります。2021年1月開催の
オンラインイベント「CDP 2020 Aリスト企業アワード」において、代表取締役社長の北尾裕一
が優秀企業スピーチを行いました。
　また、CDPによる気候変動に関する調査「CDP気候変動2020」では、8段階中2番目の「A-」
評価を獲得しました。

*  CDPは、2000೥ʹӳࠃͰઃཱしたඇӦརஂମͰ、ؔػ౤ࢿՈと࿈ܞし、企業΍౎ީؾʹࢢมಈ、ਫ、৿ྛʹؔ͢Δ
ઓུ΍σʔλの։ࣔをٻΊ、ճ౴ʹͮ͘ج෼ੳɾධՁをؔػ、͍ߦ౤ࢿՈͳͲʹ݁Ռを։ࣔして͍ま͢。

環境に関する社外表彰

クボタ環境プラント技術部が
「環境技術・プロジェクト賞」を受賞

ɹ2020೥12݄、ެ ӹࣾஂ๏ਓ౔໦ֶձ 環境ֶ޻ҕһձ͕ओ͢࠵Δ

ʮୈ57ճ環境ڀݚֶ޻ϑΥʔϥϜʯ͕ ։͞࠵Ε、ʮ୤ਫԚటのඇՃ೤վ

࣭ʹΑΔ省ΤωϧΪʔංྉԽٕज़の։ൃʯʹ ͍ͭてൃදをͬߦたΫϘ

λ環境ϓϥϯτٕज़෦のཱಓ ོࢯ޾、໺༢ ঘࢯ࢙、෢಺ ੖඙ࢯ、தՏ 

ࢯҰߒ ʮ͕環境ٕज़ɾϓϩδΣΫτ৆ʯをड৆しました。ɹ

ɹಉ৆は、ʮ環境ڀݚֶ޻ϑΥʔϥϜʯʹ てൃද͞Εたٕज़の͏ち、࠷

΋༏Εたٕज़ʹରしてଃΒΕΔ΋のͰ、ΫϘλはҰࡢ೥、ࡢ೥ʹଓ͖

3౓໨のड৆とͳΓま͢。͜ のٕज़はैདྷのס૩ٕज़とはҟͳΔΞϓ

ϩʔνͰԼਫԚటを୤ਫしංྉԽ͢Δ৽し͍省ΤωϧΪʔγεςϜを

ఏҊ͢Δ΋のͰ、௿ϥΠϑαΠΫϧίετͰ͋Δ఺͕ධՁ͞Εました。

ʮ環境ٕज़ɾϓϩδΣΫτ৆ʯのදজঢ়

ʮCDP 2020 AϦετ企業ΞϫʔυʯͰのεϐʔνの༷ࢠ
Disclosure
ʢ։ࣔʣ

Awareness
ʢೝࣝʣ

Management
ʢ؅ཧʣ

Leadership
ʢϦʔμʔγοϓʣ

CDPީؾมಈ

AA-BB-CC-DD-2019

AA-BB-CC-DD-2020

Disclosure
ʢ։ࣔʣ

Awareness
ʢೝࣝʣ

Management
ʢ؅ཧʣ

Leadership
ʢϦʔμʔγοϓʣ

CDP΢ΥʔλʔηΩϡϦςΟ

AA-BB-CC-DD-2019

AA-BB-CC-DD-2020
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ケービーエスクボタ株式会社が「国土交通省海事局長表彰」を受賞

ɹέʔϏʔΤεΫϘλࣜגձࣾは、2020೥2݄25೔、ΤίγοϓϚʔΫೝఆ੍౓ւӡϞʔμϧγϑτେ৆Ͱʮࠃ౔ަ௨省ւہࣄ௕දজʯをड৆

しました。

ɹ͜のදজは、཮্༌ૹத৺の෺ྲྀγεςϜ͔Β༌ૹޮ཰ʹ༏Εたւ্༌ૹ΁とϞʔμϧγϑτし、環境ෛՙの௿ݮʹಛʹݙߩしたとೝΊΒΕ

Δࣄ業ऀをର৅ʹ࣮ࢪして͍ま͢。έʔϏʔΤεΫϘλࣜגձࣾは、಺཮ίϯςφσϙをར༻したओʹ༌ग़ೖίϯςφのԟ෮ӡ༻౳、環境ෛՙ

̔、తʹऔΓ૊ΜͰおΓۃੵʹݮܰ ओ企業とڞಉͰ࣮ࢪして͍ΔϞʔμϧγϑτのੵۃతͳಋೖ͕͘ߴධՁ͞Ε、ಉ৆をड৆しました。

2020೥2݄25೔࣮ࢪのදজࣜの༷ࢠ ʮࠃ౔ަ௨省ւہࣄ௕දজʯのදজঢ়

SIAM KUBOTA Corporation Co., Ltd.（本社工場、 
アマタナコン工場）とSIAM KUBOTA Metal Technology  
Co., Ltd.がGreen Industry Awardを受賞

ɹλΠʹॴ͢ࡏΔSIAM KUBOTA Corporation Co., Ltd.ʢຊࣾ޻৔、ΞϚλφίϯ޻৔ʣ

ʢSKCʣとSIAM KUBOTA Metal Technology Co., Ltd.ʢSKMTʣは、環境΁഑ྀしたΫϦʔ

ϯͳ޻৔Ͱ͋Δとして、ͦ ΕͧΕ2020೥と2021೥ʹλΠ੓෎ΑΓʮGreen Industry Awardʯ

をड৆しました。5ஈ֊ධՁʢLevel5͕ߴ࠷ʣの͏ち、SKCは環境保全׆ಈ͕ձࣾのจԽとし

て͍ࠜͮて͍Δ͜とをධՁ͢ΔʮLevel4ʯ、SKMTは環境ϚωδϝϯτγεςϜ͕ߏங͞Ε、

PDCA͕࣮֬ʹӡ༻͞Εて͍Δ͜とをධՁ͢ΔʮLevel3ʯをड৆しました。

ɹಉ৆は3೥ؒのೝূ͕͋ؒظΓ、͜ ΕまͰʹKUBOTA Precision MachineryʢThailandʣ

Co., Ltd. ʮ͕Level3ʯ、KUBOTA EngineʢThailandʣCo., Ltd. ʮ͕Level4ʯをड৆しておΓ、

。΋Green IndustryとしてೝΊΒΕて͍ま͢ࡏݱ

ʮGreen Industry Awardʯのදজঢ়
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クボタ宇都宮工場従業員が栃木県公衆衛生大会県知事表彰などを受賞

ɹΫϘλӉ౎޻ٶ৔Ͱ、༷ ʑͳ環境֎෦ஂମʹお

͍て14೥ʹわたΓ׆༂したੜٕ࢈ज़՝のՃ౻ ߴ

、ҭɾจԽ、環境ڭ、׆ຽੜݝ、࣏஍ํࣗ、͕ࢯ৳

ࣾձ෱ࢱ、ެ ऺӴੜ、࢈業ৼڵͳͲの༷ʑͳ෼໺

ʹお͍て、ݦஶͳޭ੷を͛ڍたݸਓとして、ݝ஌

。ΑΓදজ͞Εましたࣄ

ɹまたಉࢯは、ެ ൃܒٴΔ஌ࣝのීؔ͢ʹࢭ๷֐

おΑͼ޻৔ʹお͚Δެ֐๷ࢭのԁ׈ͳ਱ߦと஍Ҭ

ʹお͚Δ環境の保全ਪ進を໨తとしたҰൠࣾஂ๏

ਓಢ໦࢈ݝ業環境؅ཧڠձΑΓ、ڠձのӡӦ、ൃ

లʹਚྗしたޭ੷͕ೝΊΒΕ、ڠձ໾һޭ࿑ऀと

してँײঢ়͕ଃΒΕました。

ಢ໦ऺެݝӴੜେձのݝ஌ࣄදজঢ়とදজࣜの༷ࢠ

クボタ阪神工場尼崎事業所が「緑も水辺も育む賞」
を受賞

ɹΫϘλࡕਆ޻৔ೌ࡚ࣄ業ॴはຖ݄1ճ、னٳΈをར༻し޻৔पล

のथ໦のͤΜఆ΍ਗ਼૟׆ಈを࣮ࢪして͍ま͢。͜ の׆ಈ͕ฌݝݿの

ʹ૝ʯߏの৿لಈϓϩδΣΫτͰ͋Δʮ21ੈ׆Δ஍Ҭの྘Խଅ進͛ܝ

຿ॴࣄ؅ཧߓຽηϯλʔೌ࡚ݝਆೆࡕݝݿして͍Δとして、ฌݙߩ

ΑΓʮ྘΋ਫล΋ҭΉ৆ʯをड৆しました。

ฌࡕݝݿਆೆݝຽηϯλʔೌ࡚؅ߓཧࣄ຿ॴ͔Βのँײঢ়とදজࣜの༷ࢠ

Ұൠࣾஂ๏ਓಢ໦࢈ݝ業環境؅ཧڠձ͔Βのڠձ໾һޭ࿑ऀのँײঢ়とදজࣜの༷ࢠ
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環境データ

バリューチェーンの環境負荷の全体像 

ɹΫϘλάϧʔϓのࠃ಺֎ʹお͚Δଟ༷ͳࣄ業׆ಈʹと΋ͳ͏2020೥౓の環境ෛՙの全ମ૾をまとΊました。ࡐݪྉௐୡ͔Β੡଄、ྲྀ ௨、

ൢച、ফඅ、ഇغϦαΠΫϧまͰのόϦϡʔνΣʔϯ全ମʹお͚Δ環境ෛՙの全ମ૾をଌఆ͢Δ͜とʹΑΓ、ԹࣨޮՌΨεのݯࢿ、ݮ࡟の༗ޮ

ར༻ʹ׆༻して͍ま͢。

όϦϡʔνΣʔϯの環境ෛՙのશମ ʢ૾2020೥౓࣮੷ʣ

ओཁࡐݪ料
ηϝϯτ
৽યʢしΜͤΜʣ
ଳ ʢ߯おͼ͜͏ʣ

2.8 ઍt
6.4 ઍt

100 ઍt

ओཁϦαΠΫϧݪ料

༰ثแ૷

યʢͤ͜Μʣނ
ενʔϧεΫϥοϓ

༰ثแ૷ࡐ *1,2,3

ΤωϧΪʔ
Խੴ೩ྉ
ೖిྗߪ
ଠཅޫൃి
ʢ࠶ੜՄೳΤωϧΪʔར༻཰ *3

69.2 ઍt
172 ઍt

879 t

4,400 TJ
708,209 MWh

5,683 MWh
0.8%ʣ

TJ: 1012J, MWh: 103kWh

水ݯࢿ
357 ສm3

79 ສm3

ਫࢢ
஍Լਫ

Խֶ෺࣭

PRTR๏ର৅෺࣭औѻྔ *2,3

Խֶ෺ ʢ࣭VOCʣऔѻ ʢྔւ֎ʣ*4

4,276 t
234 t

ΤωϧΪʔ

ΤωϧΪʔ

༌ૹ࣌ΤωϧΪʔྔ *3,5

੡඼࣌༺࢖ΤωϧΪʔྔ*3

2,841 TJ

300,618 TJ

ԹࣨޮՌΨε
είʔϓ3 ΧςΰϦʔ1*3,6 232.2 ສt-CO2

େؾ

ഉ水 水Ҭ༺ڞެ

ԹࣨޮՌΨεείʔϓ1, 2
ɹ͏ちΤωϧΪʔݯى
ɹɹ্هҎ֎
PRTR๏ର৅෺࣭ *2,3

ɹ͏ちVOC*2,4

VOCʢւ֎ʣ*4

SOx*7

NOx
͹͍͡Μ

ഉਫྔ
COD*2

஠ૉ *2

ΓΜ*2

PRTR๏ର৅෺࣭ *2,3

ഉਫྔ
PRTR๏ର৅෺࣭ *2,3

57.0 ສt-CO2

56.4 ສt-CO2

0.6 ສt-CO2

403 t
400 t
141 t
6.6 t

49.7 t
12.2 t

301 ສm3

5.8 t
5.8 t
0.3 t

0.4 kg

136 ສm3

0.4 kg

Լ水ಓ

ഇغ෺
ഇغ෺ഉग़ྔ
ɹ͏ちࣾ֎ݯࢿ࠶Խྔ
ɹ͏ちࣾ֎ຒཱྔ

100 ઍt
66 ઍt
11 ઍt

ԹࣨޮՌΨε
είʔϓ3 ΧςΰϦʔ9*3,5,6

ԹࣨޮՌΨε
είʔϓ3 ΧςΰϦʔ11*3,6

19.9 ສt-CO2

2,059.0 ສt-CO2

ͦのଞ
෺౳ഉग़ྔغઃഇݐ *2,3 41 ઍt

I/16T 06T16Tࣄ業׆ಈのバリューνΣーン

ௐୡࡐࢿ・ྉࡐݪ

鋳鉄管
ビニルパイプ

4,095 t
280 t

ൢ・༺࢖ ചࡁ੡඼のճऩ

製品࢖༻

෺流・༌ૹ

開発、ੜ࢈、販売など

社内再生・再利用量*2,3

水リサイクル量
（水リサイクルの割合 1.8 %）

40.1 千t

78 千m3

社಺での࠶ੜ・࠶ར༻

*1 ༰ثแ૷ʹ܎Δ෼ผऩूٴͼ࠶঎඼Խのଅ進౳ʹؔ͢Δ๏཯のର৅ʹͳΔแ૷ࡐ
಺σʔλࠃ 2*
*3 ୈऀࡾ保ূର৅֎
*4  VOCʢੑൃش༗ػԽ߹෺ʣは、ΫϘλάϧʔϓͰのഉग़ྔʹ઎ΊΔׂ߹͕େ͖͍ΩγϨϯ、τϧΤϯ、Τνϧϕϯθϯ、ενϨϯ、1,2,4-τϦϝνϧϕϯθϯ、1,3,5-τϦϝνϧ
ϕϯθϯの6෺࣭をର৅として͍ま͢。

಺͔Βւ֎΁のҰ෦੡඼のધഫ༌ૹʹؔ͢Δσʔλࠃ಺σʔλとࠃ 5*
*6 ԹࣨޮՌΨεείʔϓ3は、Ұ෦のΧςΰϦʔのΈࡌهして͍ま͢。ৄ はʮόϦϡʔνΣʔϯを௨͡たCO2ഉग़ࡉ ʢྔP55ʣʯをࢀরして͍ͩ͘͞。
*7 2020೥౓のSOxഉग़ྔは、Ұ෦のࠃ಺ڌ఺ʹお͍て、೥౓຤ʢ2020೥12݄31೔࣌఺ʣͰෑ஍಺ʹ保؅して͍ΔεϥάʹؚまΕて͍Δེԫ෼をྀߟした৔߹、3.0tとͳΓま͢。

。রして͍ͩ͘͞ࢀ४ʢP98ʣʯをجఆࢉඪࢦఆํ๏はʮ環境ύϑΥʔϚϯεࢉඪのࢦ֤
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主要な環境指標の推移 

ΤωϧΪʔ

環境指標 単位 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
所
内

エネルギー使用量*1 TJ 11,295 11,602 12,234 12,075 11,362

化石燃料 TJ 4,434 4,399 4,687 4,641 4,400

うち天然ガス*2 TJ 2,056 2,267 2,501 2,561 2,450

購入電力 MWh 698,370 732,508 767,255 756,013 708,209

自家消費用
発電

コージェネレーション*2 MWh 1,977 416 1,805 2,274 2,398

太陽光発電 MWh 1,732 1,855 2,412 2,604 5,683

輸送時エネルギー量*2,3 TJ 606 643 2,741 2,629 2,841

CO2ഉग़ྔ

環境指標 単位 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

温
室
効
果
ガ
ス

スコープ1,2 万t-CO2 64.7 64.5 64.7 63.0 57.0

うち海外 万t-CO2 17.2 19.7 20.4 20.3 17.6

エネルギー起源 万t-CO2 63.9 63.8 64.0 62.3 56.4

上記以外 万t-CO2 0.8 0.8 0.7 0.7 0.6

スコープ3 カテゴリー9（販売した製品の輸送）*2,4,5,6 万t-CO2 4.2 4.4 19.2 18.4 19.9

ࡐࢿ・ݯࢿ

環境指標 単位 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

主要
原材料

セメント 千t 6.8 4.4 4.9 3.4 2.8

新銑（しんせん） 千t 6.7 7.2 9.7 8.8 6.4

帯鋼（おびこう） 千t 106 132 121 112 100

主要
リサイクル
原料

故銑（こせん） 千t 58.6 64.0 71.8 74.2 69.2

スチールスクラップ 千t 224 182 193 183 172

容器包装 容器包装材（国内）*2,7 t － 988 922 973 879

ഇغ෺

環境指標 単位 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

廃
棄
物
・
そ
の
他

廃棄物排出量*8 千t 115 113 118 113 100

うち海外 千t 48 47 56 44 36

有害・非有害
廃棄物

有害廃棄物 千t － 6.0 5.3 5.5 6.1

非有害廃棄物*9 千t － 107 113 108 94

処理区分別
社外再資源化量 千t 85 88 92 79 66

社外埋立量 千t 11 10 10 12 11

建設廃棄物等排出量（国内）*2 千t 54 46 41 41 41

*1 ैདྷはΤωϧΪʔ૯ফඅྔʹ༌ૹ࣌ΤωϧΪʔ ʢྔࠃ಺ʣをؚΊて͍ました͕、2017೥౓ΑΓ、ա೥౓ʹ૎ٴしてؚΊͳ͍ํ๏ʹมߋしました。
*2 ୈऀࡾ保ূର৅֎
*3 2018೥౓ΑΓࠃ಺σʔλʹՃ͑、ࠃ಺͔Βւ֎΁のҰ෦੡඼のધഫ༌ૹʹと΋ͳ͏ΤωϧΪʔྔをؚΜͰ͍ま͢。
*4 ԹࣨޮՌΨε είʔϓ3は、Ұ෦のΈࡌهして͍ま͢。ৄ はʮόϦϡʔνΣʔϯを௨͡たCO2ഉग़ࡉ ʢྔP55ʣʯをࢀরして͍ͩ͘͞。
*5 2018೥౓ΑΓࠃ಺σʔλʹՃ͑、ࠃ಺͔Βւ֎΁のҰ෦੡඼のધഫ༌ૹʹと΋ͳ͏CO2ഉग़ྔをؚΜͰ͍ま͢。
*6 ਫ਼౓্޲のたΊ、2018೥౓の஋をमਖ਼して͍ま͢。
*7 ༰ثแ૷ʹ܎Δ෼ผऩूٴͼ࠶঎඼Խのଅ進౳ʹؔ͢Δ๏཯のର৅ʹͳΔแ૷ࡐ
*8  2020೥౓ΑΓ、Ұ෦ւ֎ڌ఺͕ഉਫྔʹ্ܭして͍た੡඼ચড়ޙのਫを、ચড়޻ఔの࣮ଶをྀߟして、ഇغ෺ʢݯࢿ࠶ԽྔɾྔݮԽྔʣʹ しました。աߋΔ͜とʹม্͢ܭ
೥౓ʹ૎ٴしてमਖ਼して͍ま͢。͋ わͤてਫ਼౓্޲のたΊ、2019೥౓の਺஋をमਖ਼して͍ま͢。

*9 ඇ༗֐ഇغ෺ʹഇغ෺ഉग़ྔʔ༗֐ഇغ෺

。রして͍ͩ͘͞ࢀ४ʢP98ʣʯをجఆࢉඪࢦఆํ๏はʮ環境ύϑΥʔϚϯεࢉඪのࢦ֤



94 95

KUBOTA REPORT 2021 KUBOTA REPORT 2021

GOVERNANCESOCIETYENVIRONMENTHIGHLIGHT 2021 GOVERNANCESOCIETYENVIRONMENTHIGHLIGHT 2021 ENVIRONMENT

水ݯࢿ

環境指標 単位 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

水
資
源

水使用量 万m³ 486 451 488 459 436

うち海外 万m³ 120 107 110 111 99

市水*1 万m³ 399 360 389 372 357

地下水 万m³ 87 91 99 87 79

水ܥഉग़

環境指標 単位 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

排
水 

公
共
用
水
域

排水量 万m³ 371 326 362 326 301

COD（国内）*2 t 10.1 7.7 8.6 7.6 5.8

窒素排出量（国内）*2 t 9.2 9.1 6.9 6.2 5.8

りん排出量（国内）*2 t 0.36 0.27 0.38 0.30 0.30

PRTR法対象物質排出量（国内）*3 kg 0 0.8 0.9 0.6 0.4

下
水
道

排水量*4 万m³ 153 142 150 151 136

PRTR法対象物質移動量（国内）*3 kg  22 17 0.1 0.2 0.4

Խֶ෺࣭

環境指標 単位 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度
化
学
物
質

PRTR法対象物質取扱量（国内）*3,5 t 4,871 4,488 5,339 4,918 4,276

化学物質（VOC）取扱量（海外）*5,6 t 350 318 323 227 234

େؾഉग़

環境指標 単位 2016年度 2017年度 2018年度 2019年度 2020年度

大
気

PRTR法対象物質排出量（国内） *3,5 t 458 451 454 449 403

VOC排出量*5,6 t 698 663 619 575 541

うち海外*5,6 t 243 215 168 130 141

SOx排出量 t 31.5 17.5 9.4*7 3.7*7 6.6*7

NOx排出量 t 94.2 68.8 49.5 47.3 49.7

ばいじん排出量 t 26.5 21.9 9.8 10.8 12.2

*1 ্ਫおΑͼ޻業༻ਫをؚΈま͢。
*2 ૯ྔ੍نର৅ڌ఺͔Βの૯ഉग़ྔͰ͢。
*3 ୈऀࡾ保ূର৅֎
*4  2020೥౓ΑΓ、Ұ෦ւ֎ڌ఺͕ഉਫྔʹ্ܭして͍た੡඼ચড়ޙのਫを、ચড়޻ఔの࣮ଶをྀߟして、ഇغ෺ʢݯࢿ࠶ԽྔɾྔݮԽྔʣʹ  。しましたߋΔ͜とʹม্͢ܭ
ա೥౓ʹ૎ٴしてमਖ਼して͍ま͢。

*5  ਫ਼౓্޲のたΊ、2016೥౓͔Β2019೥౓の਺஋をमਖ਼して͍ま͢。
*6  VOCʢੑൃش༗ػԽ߹෺ʣは、ΫϘλάϧʔϓͰのഉग़ྔʹ઎ΊΔׂ߹͕େ͖͍ΩγϨϯ、τϧΤϯ、Τνϧϕϯθϯ、ενϨϯ、1,2,4-τϦϝνϧϕϯθϯ、 

1,3,5-τϦϝνϧϕϯθϯの6෺࣭をର৅として͍ま͢。
*7 Ұ෦のࠃ಺ڌ఺のෑ஍಺ʹ保؅して͍ΔεϥάʹؚまΕΔེԫ෼をྀߟしたSOxഉग़ྔは、2018೥౓7.3t、2019೥౓5.2t、2020೥౓3.0tとͳΓま͢。

。রして͍ͩ͘͞ࢀ४ʢP98ʣʯをجఆࢉඪࢦఆํ๏はʮ環境ύϑΥʔϚϯεࢉඪのࢦ֤
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PRTR法対象物質集計結果

2020೥౓PRTR๏ର৅෺࣭ू݁ܭՌʢࠃ಺ʣ

政令
No.

物質名称
排出量 移動量

大気 公共用水域 土壌 自社埋立 下水道 場外移動

1 亜鉛の水溶性化合物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 690

51 2 - エチルヘキサン酸 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

53 エチルベンゼン 123,270 0.0 0.0 0.0 0.0 24,089

71 塩化第二鉄 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

80 キシレン 170,524 0.0 0.0 0.0 0.0 32,955

87 クロム及び三価クロム化合物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 4,661

132 コバルト及びその化合物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.4

239 有機スズ化合物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 13

240 スチレン 20,032 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

277 トリエチルアミン 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

296 1,2,4 -トリメチルベンゼン 17,584 0.0 0.0 0.0 0.0 6,322

297 1,3,5 -トリメチルベンゼン 2,726 0.0 0.0 0.0 0.0 1,034

300 トルエン 66,296 0.0 0.0 0.0 0.0 14,308

302 ナフタレン 2,484 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

305 鉛化合物 55 0.40 0.0 0.0 0.40 5,875

308 ニッケル 5.0 0.0 0.0 0.0 0.0 492

349 フェノール 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

352 フタル酸ジアリル 98 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

354 フタル酸ジ -ノルマル -ブチル 2.0 0.0 0.0 0.0 0.0 195

392 ノルマル -ヘキサン 17 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

400 ベンゼン 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

405 ほう素化合物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1,253

412 マンガン及びその化合物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 54,036

448 メチレンビス（4,1 -フェニレン）＝ジイソシアネート 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

453 モリブテン及びその化合物 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

合計 403,095 0.40 0.0 0.0 0.40 145,925

఺͝との೥ؒऔѻྔ1tʢಛఆୈ1छは0.5tʣҎ্の෺࣭ڌର৅ɿܭू
୯Ґɿkg/೥ʢμΠΦΩγϯはmg-TEQ/೥ʣ

 環境保全தظ໨ඪ2020ʹお͍てݮ࡟ର৅として͍ΔVOC6෺࣭

。রして͍ͩ͘͞ࢀ४ʢP98ʣʯをجఆࢉඪࢦఆํ๏はʮ環境ύϑΥʔϚϯεࢉඪのࢦ֤
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環境会計

ɹ環境保全のたΊʹ౤͡たίετと、環境保全ޮՌ΍ޮࡁܦՌをࢉग़ɾ͢ূݕΔʮ環境ձܭʯʹ औΓ૊ΜͰ͍ま͢。

環境อશίετ

分類 主な取り組み内容
2019年度 2020年度

投資額 費用額 投資額 費用額

事業エリア内コスト 867 2,821 1,104 2,710

地域環境保全コスト 大気・水質・土壌・騒音・振動など防止のためのコスト 180 436 249 446

地球環境保全コスト 地球温暖化防止などのためのコスト 656 1,009 846 977

資源循環コスト 廃棄物の削減・減量・リサイクル化のためのコスト 31 1,376 9 1,287

上・下流コスト 製品の回収・再商品化のためのコスト 0 37 0 115

管理活動コスト 環境管理人件費、ISO整備・運用、環境情報発信コスト 18 1,613 0 1,590

研究開発コスト 製品環境負荷低減・環境保全装置などの研究開発コスト 576 7,497 2,466 8,286

社会活動コスト 地域清掃活動、環境関係団体加盟費用・寄付など 0 1 0 0.5

環境損傷対応コスト 拠出金・賦課金など 0 224 0 88

合　計 1,461 12,193 3,570 12,789

当該期間の設備投資額（土地含む）の総額（連結データ）   87,200

当該期間の研究開発費の総額 55,300

環境อશޮՌ

効果の内容 項目 2019年度 2020年度

事業活動に投入する
資源に関する効果

エネルギー使用量（TJ） 7,615 7,302

水使用量（万m³） 348 337

事業活動から排出する
環境負荷および
廃棄物に関する効果

CO2排出量［エネルギー起源CO2］（万t-CO2） 42.7 38.9

SOx排出量（t） 3.1 5.6

NOx排出量（t） 42.9 43.1

ばいじん排出量（t） 2.7 4.1

PRTR法対象物質排出量・移動量（t） 586 549

廃棄物排出量（千t） 69.2 64.5

廃棄物社外埋立量（千t） 1.9 1.7

Ռ ʢ୯Ґɿඦສԁʣޮࡁܦ

分類 内容 年間効果
2020年12月期

省エネルギー対策 生産設備の運用改善や照明・空調機器の高効率化など 770

ゼロ・エミッション化対策
産業廃棄物減量化、再資源化など 826

有価物の売却 865

合　計 2,461

ʻ環境ձܭのूํܭ๏ʼ
1ʣ ؒظは2020೥1݄1೔͔Β2020೥12݄31೔まͰͰ͢。
2ʣ 環境ձܭのूൣܭғはࠃ಺ڌ఺Ͱ͢。
3ʣ 環境省ʮ環境ձܭΨΠυϥΠϯʢ2005೥൛ʣʯをܭूʹߟࢀして͍ま͢。
4ʣ අ༻ֹʹはݮՁঈ٫අをؚΜͰ͍ま͢。
。して͍ま্͢ܭを࢈ࢿし、1998೥Ҏ߱ʹऔಘしたࢉܭ४ͰجとಉҰのܭ຿ձࡒՁঈ٫අは౰ࣾのݮ
؅ཧ׆ಈίετɾڀݚ։ൃίετʹはਓ݅අをؚΜͰ͍ま͢。
。෺ॲཧίετをؚΜͰ͍まͤΜغઃഇݐ৔ʹお͚Δݱ޻ࢪ॥環ίετʹはݯࢿ
。して͍ま͢ࢉܭ༩͢Δ෦෼を҈෼ʹΑΓدʹ։ൃίετは、環境ڀݚ

5ʣ ޮࡁܦՌはूܭՄೳͳ΋ののΈを্ܭし、ਪఆʹݟͮ͘جͳしޮՌは্ܭして͍まͤΜ。

ʢ୯Ґɿඦສԁʣ
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環境パフォーマンス指標算定基準

ɹΫϘλάϧʔϓは、άϩʔόϧͰ環境保全׆ಈを࣮ફ͢ΔたΊ、ࣄ業ॴʹお͚ΔΤωϧΪʔ࢖༻ྔ΍ഇغ෺౳のൃੜྔɾഉग़ྔ、ਫ࢖༻ྔ、

VOCഉग़ྔͳͲʹؔ͢Δ環境σʔλをʮΫϘλ環境৘ใ؅ཧγεςϜʢKEDESʣʯを༻͍てऩूして͍ま͢。

ɹʮKEDESʯはࠃ಺ɾւ֎のࣄ業ॴʹお͚Δ環境σʔλをҰׅ؅ཧ͢ΔγεςϜͰ、֤ ࣗ、業ॴͰはຖ݄の࣮੷σʔλをొ࿥しࣄ 業ॴͰの໨ࣄ

ඪ؅ཧʹ໾ཱてておΓ、環境؅ཧ෦Ͱはొ࿥͞Εたσʔλをूܭɾ෼ੳし、ࣾ ಺֎΁のใࠂͳͲʹ׆༻して͍ま͢。環境σʔλは、೺Ѳର৅Ͱ

͋ΔࣜגձࣾΫϘλおΑͼ͢΂てʢ100%ʣの࿈݁ࢠձࣾをΧόʔして͍ま͢。

国内・海外の事業所 環境管理部

ɾσʔλೖྗ
ɾ໨ඪ؅ཧ

ɾσʔλऩूɾूܭ
ɾࣾ಺֎΁のใࠂ
ɾಧग़ʗESGௐࠪのճ౴

ΫϘλ環境৘ใ
؅ཧγεςϜ
ʢKEDESʣ

環境σʔλのର৅ؒظ・ର৅૊৫

年度

対象期間 対象組織（会社数）

国内データ 海外データ
クボタ・連結子会社 *2 持分法

適用会社 *3国内 海外 合計

2016 2016年1月～2016年12月 2016年1月～2016年12月*1 48 125 173 12

2017 2017年1月～2017年12月 2017年1月～2017年12月 49 125 174 9

2018 2018年1月～2018年12月 2018年1月～2018年12月 49 124 173 8

2019 2019年1月～2019年12月 2019年1月～2019年12月 49 126 175 8

2020 2020年1月～2020年12月 2020年1月～2020年12月 44 128 172 8

*1  2016೥౓は、ւ֎の࿈݁ࢠձࣾの͏ち、2016೥7݄ʹ࿈݁ࢠձࣾとͳͬたGreat Plains Manufacturing, Inc.ʢGPࣾʣʹ ͍ͭては、環境σʔλのର৅ؒظを6ϱ݄ ʢؒ2016೥
7݄ʙ2016೥12݄ʣとし、ओཁੜڌ࢈఺/4ڌ఺ʢGPࣾάϧʔϓの2016೥౓ച্ߴの80ˋ௒をΧόʔʣおΑͼओཁඇੜڌ࢈఺/4ڌ఺ʢGPࣾάϧʔϓඇੜڌ࢈఺の2015೥౓
ै業һ਺の90ˋ௒をΧόʔʣҎ֎のσʔλはਪܭして͍ま͢。ͳお、Խֶ෺ ʢ࣭VOCʣऔѻྔおΑͼVOCഉग़ྔのσʔλはࢉఆର৅͔Βআ͍て͍ま͢。
2017೥౓Ҏ߱は、GPࣾάϧʔϓ全ڌ఺ʹ͍ͭて、࣮ ੷をूܭして͍ま͢。

*2 ࿈݁ࢠձࣾのΧόʔ཰は֤೥౓と΋100ˋͰ͢。
*3 Ұ෦の࣋෼๏ద༻ձࣾをର৅૊৫ʹؚΊて͍ま͢。

環境マネジメントシステム認証取得状況

 ΫϘλάϧʔϓͰは、͢ ΂てのੜڌ࢈఺をର৅ʹISO14001またはಉ౳の環境ن ʢ֨EMAS౳ʣのೝূをऔಘ͢Δ͜とをنఆして͍ま͢。

 2020೥຤ࡏݱ、άϩʔόϧのऔಘঢ়گは56ڌ఺の͏ち42ڌ఺ʢऔಘ཰75ˋʣとͳΓま͢。ࠃ಺ੜڌ࢈఺Ͱは、23ڌ఺͢΂てʢऔಘ཰100%ʣ

͕ISO14001のೝূをऔಘして͍ま͢。また、ւ֎ੜڌ࢈఺Ͱは、33ڌ఺の͏ち19ڌ఺ʢऔಘ཰58%ʣ͕ ISO14001ͳͲの環境Ϛωδϝϯτγ

εςϜのೝূをऔಘして͍ま͢。ޙࠓ΋ܧଓしてೝূ֦େを進Ίて͍͖ま͢。

「環境マネジメントシステム認証取得状況」の詳細はこちらから
www.kubota.co.jp/sustainability/environment/ems/
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ΤωϧΪʔ・CO2ؔ࿈

指標（単位） 算定方法

エネルギー使用量（J）
・エネルギー使用量＝拠点で使用した購入電力量×単位発熱量 + Σ｛拠点で使用した各燃料使用量×各燃料
の単位発熱量｝
・単位発熱量は「エネルギー使用の合理化に関する法律施行規則」による  

CO2排出量（t-CO2）

・CO2排出量＝エネルギー起源CO2排出量＋非エネルギー起源温室効果ガス排出量
・エネルギー起源CO2排出量＝拠点で使用した購入電力量×CO2排出係数+Σ｛拠点で使用した各燃料使用
量×各燃料の単位発熱量×各燃料のCO2排出係数｝
・非エネルギー起源温室効果ガス排出量＝非エネルギー起源CO2排出量+CO2以外の温室効果ガス排出量
・単位発熱量は「エネルギー使用の合理化に関する法律施行規則」による
・CO2排出係数

［2014年度］
＜燃料＞
「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル」（環境省・経済産業省）による

＜電力＞
国内は電気事業者ごとの基礎排出係数、海外は「GHG emissions from purchased electricity」（GHG 
Protocol）による

［2016～2020年度］
＜燃料＞
「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル」（環境省・経済産業省）による

＜電力＞
・国内は電気事業者ごとの実排出係数による 
・ 海外は電気事業者ごとの実排出係数、「CO2 Emissions from Fuel Combustion」（IEA）または
「EMISSION FACTORS 2020」（IEA）および「The Emissions & Generation Resource Integrated 
Database （eGRID）」（EPA）による

・非エネルギー起源温室効果ガスの算定方法は「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル」（環境省・経済
産業省）による

貨物輸送量（トンキロ） ・貨物輸送量＝∑｛輸送重量（t）×輸送距離（km）｝
・貨物輸送量は国内物流における製品およびクボタの産業廃棄物の輸送量

輸送時エネルギー量（J）

・輸送時エネルギー量＝Σ｛トラック輸送の各貨物輸送量×燃料使用原単位×単位発熱量｝+Σ｛鉄道・船舶の
各貨物輸送量×エネルギー使用原単位｝
・算定方法は「省エネ法対応 荷主の省エネ推進のてびき（第6版）」（経済産業省 資源エネルギー庁）による
・2018年度より国内データに加え、国内から海外への一部製品の船舶輸送にともなうエネルギー量を含む

物流CO2排出量（t-CO2）
・物流CO2排出量＝Σ｛トラック輸送の輸送燃料×輸送燃料別CO2排出原単位｝+Σ｛トラック輸送以外の貨物
輸送量×輸送機関別CO2排出原単位｝
・算定方法は「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル」（環境省・経済産業省）の「トンキロ法」による

製品使用時エネルギー量（J）

・製品使用時エネルギー量＝Σ｛製品の出荷台数×時間当たり燃料消費量×年間使用時間×耐用年数×各燃料
の単位発熱量｝
・製品：農業機械（トラクタ、田植機、コンバイン）、乗用芝刈機、ユーティリティビークル、建設機械（ミニバック
ホー等）
・製品ごとに時間当たり燃料消費量、年間使用時間、耐用年数を想定して算出
・単位発熱量は「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル」（環境省・経済産業省）による 

再生可能エネルギー利用率（％） ・再生可能エネルギー利用率（％）＝太陽光発電量÷（太陽光発電量＋購入電力量）
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ΤωϧΪʔ・CO2ؔ࿈

指標（単位） 算定方法

スコープ3排出量（t-CO2）
・算定方法は「サプライチェーンを通じた温室効果ガス排出量算定に関する基本ガイドライン」（環境省・経済
産業省）および「サプライチェーンを通じた組織の温室効果ガス排出量等の算定のための排出原単位データ
ベース（Ver3.0）」による    

購入した製品・サービス
の資源採取、製造、輸送

・Σ｛製品の生産量×CO2排出原単位｝
・製品：農業機械（トラクタ、田植機、コンバイン）、建設機械（ミニバックホー等）、ダクタイル鉄管
・生産量：農業機械、建設機械は出荷台数、ダクタイル鉄管は生産重量
・CO2排出原単位：製品の単位生産量当たりのCO2排出量推計値 

購入した設備などの資本
財の製造、輸送 ・設備投資額×CO2排出原単位  

購入した燃料・エネル
ギーの資源採取、製造、
輸送

・拠点で使用した購入電力量および各燃料使用量×CO2排出原単位
・CO2排出原単位は、LCIデータベース IDEA version 2.3（国立研究開発法人 産業技術総合研究所 安全科学
研究部門 社会とLCA 研究グループ 一般社団法人 産業環境管理協会）による

拠点から排出した廃棄物
の処理 ・Σ｛廃棄物の種類別排出量×CO2排出原単位｝  

従業員の出張

・Σ｛移動手段別交通費支給額×CO2排出原単位｝
・移動手段別交通費支給額は、航空機および鉄道による移動分
・海外の一部子会社については、欧米、アジア、中国の各国・地域の主要子会社の売上高に占める移動手段別交
通費の割合に、上記各国・地域に立地する子会社の売上高を乗じて推計 

雇用者の通勤

・Σ｛移動手段別交通費支給額×CO2排出原単位｝
・移動手段別交通費支給額は、鉄道および自動車による移動分
・2019年度より国内データに加え、海外子会社のCO2排出量を含む。海外子会社については、主要子会社の
従業員数に占める移動手段別交通費の割合に、各子会社の従業員数を乗じて一部を推計

販売した製品の輸送

・算定方法は物流CO2排出量と同様
・2018年度より国内データに加え、国内から海外への一部製品の船舶輸送にともなうCO2排出量を含む。
対象製品は農業機械（トラクタ、田植機、コンバイン）、乗用芝刈機、ユーティリティビークル、建設機械（ミ 
ニバックホー等）、エンジン
・算定対象にはクボタの廃棄物輸送にともなうCO2排出量を含む

中間製品の加工
・Σ｛中間製品の出荷台数×CO2排出原単位｝
・中間製品：エンジン（外販分のみ）
・CO2排出原単位：2016～2020年度のクボタグループの加工工場における1台当たりのCO2排出量

販売した製品の使用

・Σ｛製品の出荷台数×CO2排出原単位｝
・製品：農業機械（トラクタ、田植機、コンバイン）、乗用芝刈機、ユーティリティビークル、建設機械（ミニバック
ホー等）
・CO2排出原単位＝時間当たり燃料消費量×年間使用時間×耐用年数×各燃料の単位発熱量×各燃料のCO2

排出係数（製品ごとに時間当たり燃料消費量、年間使用時間、耐用年数を想定して算出）
・単位発熱量は「温室効果ガス排出量算定・報告マニュアル」（環境省・経済産業省）による

販売した製品の廃棄時の
処理

・Σ｛製品の出荷台数×CO2排出原単位｝
・製品：農業機械（トラクタ、田植機、コンバイン）、建設機械（ミニバックホー等）
・CO2排出原単位：製品1台当たりのCO2排出量推計値
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指標（単位） 算定方法

社内再生・再利用量（t） ・クボタグループ各事業所内でリユース、もしくはリサイクルした資源の量、ならびにクボタグループ内事業所
間でリユース、もしくはリサイクルのために融通した資源の量

廃棄物等排出量（t） ・廃棄物等排出量＝有価物売却量＋廃棄物排出量

有価物売却量（t） ・クボタグループ内で発生した不要物のうち、クボタグループ外に売却した不要物の量

廃棄物排出量（t） ・廃棄物排出量＝産業廃棄物排出量＋事業系一般廃棄物排出量

有害廃棄物（t） ・国内は廃棄物の処理及び清掃に関する法律の特別管理産業廃棄物、海外は各国の定義による分類

再資源化量（t）
減量化量（t） 
埋立量（t）

・再資源化量＝直接再資源化量＋社外中間処理後の再資源化量
・減量化量＝社外中間処理量－社外中間処理後の再資源化量－社外中間処理後の最終埋立量
・埋立量＝直接埋立量＋社外中間処理後の最終埋立量
・社外中間処理後の再資源化量には熱回収を含む
・社外中間処理後の再資源化量、最終埋立量、減量化量は委託先での調査結果に基づき算定

再資源化率（％） ・再資源化率＝（有価物売却量＋社外再資源化量）÷（有価物売却量＋社外再資源化量＋埋立量）×100
・社外再資源化量には熱回収を含む

建設廃棄物等排出量（t）

・建設廃棄物等排出量＝建設廃棄物排出量＋建設工事にともなって発生した有価物売却量
・国内の建設工事を対象
・建設廃棄物排出量には特定建設資材以外の建設廃棄物を含む
・有価物売却量はクボタグループが有価物業者と直接契約しているものが対象

建設廃棄物等
再資源化・縮減率（％） 再資源化・縮減率＝｛有価物売却量＋再資源化量（熱回収含む）＋縮減量｝÷建設廃棄物等排出量×100

水ؔ࿈

指標（単位） 算定方法

水使用量（m³） ・水使用量＝市水使用量＋地下水使用量
・市水には上水および工業用水を含む

排水量（m³） ・排水量＝公共用水域への排水量＋下水道への排水量
・排水量には、一部の事業所の雨水および湧水を含む

水リサイクル量（m³） ・自社の排水処理設備で浄化し、再使用した水量を合計（冷却水の循環使用量を除く）

水リサイクルの割合（%） ・水リサイクルの割合＝水リサイクル量÷（水使用量＋水リサイクル量）×100

COD（t）
窒素排出量（t）
りん排出量（t） 

・COD＝単位排水量当たりCOD×公共用水域への排水量
・窒素排出量＝窒素濃度×公共用水域への排水量
・りん排出量＝りん濃度×公共用水域への排水量
・総量規制が適用される国内拠点を対象
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指標（単位） 算定方法

PRTR法対象物質取扱量（t）
・「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法律」（以下PRTR法）に規定さ
れる第1種指定化学物質のうち、拠点での年間取扱量が1t以上（特定第1種は0.5t以上）のものを対象とし、
国内拠点（PRTR法届出対象拠点）におけるそれら物質の取扱量を合計

PRTR法対象物質
排出量・移動量（t）

・PRTR法に規定される第1種指定化学物質のうち、拠点での年間取扱量が1t以上（特定第1種は0.5t以上）
のものを対象とし、国内拠点（PRTR法届出対象拠点）におけるそれら物質の排出量および移動量を合計
・排出量＝大気への排出量＋公共用水域への排出量＋土壌への排出量＋拠点内埋立量
・移動量＝下水道への移動量＋廃棄物としての拠点外移動量
・物質ごとの排出量・移動量の算定方法は「PRTR排出量等算出マニュアル第4.2版 2018年3月」（経済産業
省・環境省）、「鉄鋼業におけるPRTR排出量等算出マニュアル（第13版 2014年3月）」（日本鉄鋼連盟）による

化学物質（VOC）取扱量（t） ・キシレン、トルエン、エチルベンゼン、スチレン、1,2,4-トリメチルベンゼン、1,3,5-トリメチルベンゼンの6物
質のうち、拠点での年間取扱量が1t以上のものを対象とし、海外拠点におけるそれら物質の取扱量を合計

VOC排出量（t） ・キシレン、トルエン、エチルベンゼン、スチレン、1,2,4-トリメチルベンゼン、1,3,5-トリメチルベンゼンの6物
質のうち、拠点での年間取扱量が1t以上のものを対象とし、各拠点におけるそれら物質の排出量を合計 

SOx排出量（t）
NOx排出量（t）
ばいじん排出量（t） 

・SOx排出量＝燃料使用量×燃料中の硫黄含有率×（1-脱硫効率）×64÷32
または、SOx排出量＝｛（コークス使用量×コークス中の硫黄含有率）－（溶湯の量×溶湯の硫黄含有率）－
（スラグ･ダスト類の量×スラグ･ダスト類の硫黄含有率）｝×64÷32
または、SOx排出量＝SOx濃度×時間当たり排出ガス量×施設の年間稼働時間
・NOx排出量＝NOx濃度×時間当たり排出ガス量×施設の年間稼働時間
・ばいじん排出量＝ばいじん濃度×時間当たり排出ガス量×施設の年間稼働時間
・国内は大気汚染防止法に規定されるばい煙発生施設、海外は所在地の法規制において測定義務の適用を
受ける施設を対象

੡඼ؔ࿈

指標（単位） 算定方法

エコプロダクツ認定製品
売上高比率（％）

・エコプロダクツ認定製品売上高比率＝エコプロダクツの売上高÷製品の売上高（工事、サービス、ソフト、 
部品・付属品を除く）×100  

リサイクル素材使用率（％）

・リサイクル素材使用率＝Σ｛各生産拠点の対象製品生産量×各生産拠点のリサイクル素材使用率｝÷対象製品
の総生産量
・各生産拠点のリサイクル素材使用率＝各生産拠点の溶解工程におけるリサイクル素材投入量÷各生産拠点の
素材総投入量×100
・対象製品：クボタグループで製造する鋳物製品・部品（ダクタイル鉄管、異形管、機械鋳物（エンジンのクラン
クケース等））
・リサイクル素材投入量および素材総投入量には、鋳物製品・部品の構成素材にならない副資材は含めない
・リサイクル素材投入量には、同一事業所内の製造工程で発生した加工不適合品や端材などの再利用量を
含めない
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環境報告に対する第三者保証
　環境報告の信頼性・網羅性の向上のために2004年度より第三者保証を受けており、保証対象部分に審査マーク を表示して

います。本年度の第三者保証の結果、サステナビリティ情報審査協会の「J-SUS認定審査機関シンボル」の付与が認められました。
これは「KUBOTA REPORT 2021 フルレポート版」に記載された環境情報の信頼性に関して、サステナビリティ情報審査協会が
認定した審査機関による審査が行われたことを示しています。

工場往査

ΫϘλࡕਆ޻৔෢ݿ઒ࣄ業ॴ

J-SUS認定審査機関シンボル

ɹʮKUBOTA REPORT 2021 ϑϧϨϙʔτ൛ʯʹ ؔʹΕた環境৘ใの৴པੑ͞ࡌه
して、αεςφϏϦςΟ৘ใ৹ࠪڠձ͕ೝఆした৹ࠪؔػʹΑΔ৹͕ࠪߦわΕた͜と
をࣔして͍ま͢。

日本語版 www.j-sus.org/
  英語版 　 www.j-sus.org/english.html
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